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こ
れ
だ
け
だ
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

内
野
か
ら
投
げ
る
子
供
は
外
野
に
ボ
ー
ル
を
取

ら
せ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
。
そ
の
結
果
、

⑴

外
野
が
取
れ
な
い
球
を
投
げ
な
く
な
る
。

⑵

投
げ
た
ボ
ー
ル
の
先
に
外
野
が
い
る
こ
と

を
意
識
す
る
。

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、

外
野
は
ボ
ー
ル
が
外
へ
出
な
い
よ
う
に
必

死
に
動
く

よ
う
に
な
る
の
だ
。　

ち
な
み
に
、
ボ
ー
ル
は

体
育
用
の
柔
ら
か
い
ボ
ー

ル
を
使
っ
た
。

　

こ
れ
な
ら
全
員
が
楽

し
く
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

実
践
前

4
　

外
野
に
動
き
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
。

実
践
後

5
　

外
野
に
ボ
ー
ル
を
外
に
出
さ
な
い
よ
う
に
し

よ
う
と
い
う
意
識
が
生
ま
れ
、
よ
く
動
く
よ
う

に
な
っ
た
。

対
象
学
年
・
準
備
物

1
　

全
学
年
対
象

ア
イ
デ
ア
の
ね
ら
い

2
　

子
供
た
ち
が
、
外
野
に
出
て
か
ら
も
ボ
ー
ル

を
夢
中
で
追
い
か
け
る
よ
う
に
な
る
。

ポ
イ
ン
ト

3
　

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
は
、
当
て
ら
れ
た
子
供
が

外
野
で
退
屈
状
態
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

　

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
の
微
差
指
導
で
あ
る
。

①

外
野
の
枠
を
設
け
る
（
写
真
参
照
）。
外

野
は
こ
の
枠
の
中
に
い
る
。

②

外
野
の
外
線
か
ら
ボ
ー
ル
が
外
に
出
る
と

相
手
ボ
ー
ル
と
な
る
。

微差力
教師の

校
庭
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
は
こ
の

方
法
で
外
野
を
盛
り
上
げ
る

外
野
の
動
き
を
よ
く
す
る
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
青
梅
教
育
サ
ー
ク
ル

村む
ら

野の

聡さ
と
し

内野の枠

外野の枠



2

１　

お
手
本
と
し
て
の
「
顔
」

　

例
え
ば
、
子
供
に
作
文
を
書
か
せ
る
と
す

る
。
そ
の
時
、
何
の
支
援
も
な
し
に
、
た
だ

「
書
き
な
さ
い
」
と
言
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
。

間
違
い
な
く
ク
ラ
ス
は
荒
れ
る
。「
先
生
、
書

け
ま
せ
ん
」
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
だ
。
で
は
、
ど

う
す
る
の
か
。
教
師
が
黒
板
に
同
じ
テ
ー
マ
で

作
文
を
書
い
て
あ
げ
た
ら
よ
い
の
だ
。
そ
し

て
、「
写
し
て
も
い
い
で
す
よ
」
と
伝
え
る
だ

け
で
、
ど
れ
ほ
ど
救
わ
れ
る
子
供
が
い
る
だ
ろ

う
か
（
画
像
①
）。

２　

発
表
場
所
と
し
て
の
「
顔
」

　

板
書
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
ク
ラ
ス
は
荒
れ

る
。
な
ぜ
か
。
教
師
が
書
い
て
い
る
時
間
、
子

供
は
「
待
つ
」
し
か
な
い
か
ら
だ
。
つ
ま
り
、

「
板
書
時
間
」
と
は
、
子
供
に
と
っ
て
は
「
待

つ
時
間
」
で
あ
る
。
集
中
力
が
持
続
で
き
な
い

子
に
と
っ
て
、
苦
痛
で
仕
方
な
い
の
だ
。
結

果
、
お
隣
に
ち
ょ
っ
か
い
を
出
し
た
り
、
机
に

落
書
き
を
し
た
り
、
手
遊
び
し
た
り
す
る
。
で

は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
黒
板
を
「
教
師

が
書
く
場
所
」
か
ら
、「
子
供
が
自
分
の
意
見

を
発
表
す
る
場
所
」
に
変
え
た
ら
よ
い
の
だ
。

岩
永
学
級
で
は
、
教
師
は
ほ
と
ん
ど
黒
板
に
書

か
な
い
。
書
く
の
は
子
供
た
ち
だ
（
画
像
②
）。

板書術・
ノート術

超凄腕

長
崎
県
公
立
小
学
校

岩い
わ

永な
が

将し
ょ
う

大だ
い

子供が

変わる
！

授業が
変わる！

黒
板
に
は
い
ろ
い
ろ
な
「
顔
」
が
あ
る

黒
板
に
は
い
く
つ
か
の「
顔
」が
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な「
使
い
方
」を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

板
書
を
工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

↑画像①
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３　

作
業
進
度
の
確
認
と
し
て
の
「
顔
」

　

班
ご
と
に
活
動
を
さ
せ
る
時
が
あ
る
。
そ
の

時
、
一
番
見
え
な
い
の
が
各
班
の
進
度
で
は
な

い
か
。
机
間
巡
視
を
し
な
が
ら
確
認
す
る
先
生

も
い
る
が
、
効
率
が
悪
い
。
で
は
、
ど
う
す
る

か
。
私
は
、
黒
板
に
表
を
書
い
て
お
き
、「
表

の
作
業
が
終
わ
っ
た
ら
、
そ
の
度
に
班
長
が
丸

を
し
に
来
な
さ
い
」
と
指
示
を
出
す
。
す
る

と
、
教
師
が
教
室
を
回
ら
な
く
て
も
、
班
ご
と

の
進
度
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
（
画
像
③
）。

４　

ワ
ク
ワ
ク
す
る
場
所
と
し
て
の
「
顔
」

　

初
任
の
頃
、「
黒
板
を
見
な
さ
い
」
と
よ
く

子
供
を
叱
っ
て
い
た
。
で
は
、
視
点
を
変
え
、

子
供
目
線
に
立
っ
て
み
よ
う
。
な
ぜ
黒
板
を
見

な
い
の
か
。
そ
れ
は
、
黒
板
を
見
て
も
、
き
っ

と
面
白
く
な
い
か
ら
だ
。
そ
の
黒
板
に
書
か
れ

て
い
る
も
の
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
な
ら
ば
、

「
見
な
さ
い
」
と
言
わ
ず
と
も
、
自
然
に
「
見

て
し
ま
う
」
の
で
は
な
い
か
。
よ
っ
て
、「
黒

板
を
見
な
さ
い
」
と
何
度
声
を
張
り
上
げ
て

も
、
実
態
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
子

供
が
知
的
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
板
書
を
心

掛
け
る
方
が
よ
っ
ぽ
ど
効
果
的
だ
。
こ
の
考
え

方
は
、
今
も
私
の
中
で
大
切
に
し
て
い
る
板
書

術
の
一
つ
だ
。

　

黒
板
に
は
い
く
つ
か
の
「
顔
」
が
あ
る
。
い

ろ
い
ろ
な
「
使
い
方
」
を
知
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
板
書
を
工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

↓画像②

↑画像③

↑画像④



大成功の
絵画工作
授業

4

子
供
た
ち
の
絵
を「
図
記
号
」か
ら
解
放
し
よ
う

直
線
、
左
右
対
称
、
水
平
垂
直
を
ど
う
排
除
す
る
か
。酒

井
式
描
画
指
導
法　

酒さ
か

井い 

臣し
ん

吾ご

Ａ
こ
の
よ
う
な
描
き
方
を
図
記
号
と
い
う
。
四

歳
か
ら
六
歳
に
か
け
て
こ
の
よ
う
な
表
現
が
多

い
が
、
何
ら
か
の
教
育
的
な
刺
激
が
な
い
と
、

そ
の
ま
ま
一
〇
歳
か
ら
一
二
歳
頃
ま
で
続
い
て

い
く
。

　

私
の
経
験
で
は
、
五
〇
歳
、
六
〇
歳
を
超
え

た
女
性
に
も
三
名
ほ
ど
確
認
し
て
い
る
。
そ
れ

で
は
、
描
画
の
自
由
さ
と
楽
し
さ
を
自
ら
捨
て

去
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
ほ
し

い
。

Ｂ
そ
こ
で
、
Ｂ
に
赤
い
字
で
示
し
た
順
に
従
っ

て
、
ハ
ガ
キ
大
ほ
ど
の
用
紙
に
Ｂ
と
同
じ
絵
を

描
い
て
み
よ
う
。
慣
れ
る
ま
で
は
描
く
順
序
を

絶
対
に
変
え
な
い
こ
と
。
こ
の
順
序
を
守
っ

て
、
足
を
思
い
切
り
振
り
上
げ
た
ポ
ー
ズ
や
、

四
つ
ん
ば
い
に
な
っ
た
ポ
ー
ズ
な
ど
を
楽
し
く

描
い
て
み
る
の
で
あ
る
。

　

用
紙
は
薄
め
の
画
用
紙
。
大
き
さ
は
ハ
ガ
キ

の
二
倍
ほ
ど
か
ら
、
ハ
ガ
キ
の
半
分
程
度
。
気

楽
な
落
書
き
風
に
描
い
て
遊
ん
で
み
る
の
で
あ

る
。
繰
り
返
す
が
、
必
ず
酒
井
式
の
Ｂ
の
順
序

で
描
い
て
か
ら
Ｃ
の
着
衣
の
順
に
描
く
こ
と
を

守
る
。
こ
れ
が
必
須
条
件
で
あ
る
。

Ｄ
は
、
Ｃ
を
切
り
取
っ
て
並
べ
た
も
の
で
あ

る
。
一
見
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
切
り
取
り
方

が
大
ま
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
貼
る
時
の
破
損
を

防
ぐ
た
め
で
あ
る
。
思
い
切
り
大
ま
か

4

4

4

に
切
り

取
っ
て
ほ
し
い
。

Ｅ
そ
れ
を
四
つ
切
り
大
の
画
用
紙
に
か
っ
こ
よ

く
並
べ
て
貼
り
付
け
た
も
の
が
Ｅ
で
あ
る
。空間ができたら、猫や犬を描き加え

るのも楽しい。

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｅ
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﹁
フ
リ
ー
ダ
ン
ス
﹂
と
い
う
主
題
画
の
完
成
で

あ
る
。
ク
ラ
ス
の
友
達
が
楽
し
そ
う
で
あ
る
。

Ｆ
の
よ
う
に
人
と
人
と
の
重
な
っ
た
部
分
が
あ

る
の
も
、
奥
行
き
が
出
る
の
で
、
高
学
年
に
は

指
導
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。

Ｉ
こ
の
よ
う
に
、
黄
緑
色
の
点
描
で
草
原
を
ま

と
め
る
の
が
最
も
無
難
で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
が
人
を
描
く
と
き
に
最
も
苦

労
す
る
の
が
手
で
あ
る
。
酒
井
式
で
は
、

子
供
た
ち
が
上
達
す
る
﹁
手
の
描
き
方
﹂

を
開
発
し
て
い
る
。

左
は
﹁
わ
く
わ
く
絵
の
れ
ん
習
ち
ょ

う
﹂︵
正
進
社
︶
よ
り
。

初
心
者
の
た
め
の

　
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

上のように黄色の画用紙に貼り付
けて着色すると背景はいらない。

Ｇのように思い切って自分を大きく、そして可愛らしく描く
のも楽しい。側転や倒立などが入ると、フリーダンスもいよ
いよ躍動的になる。

Ｈのように黄色の画用紙に貼り付けると、草原の感じがまと
まりやすい。また、草原にマジックペンで右上方に線を入れ
ると坂の感じが生まれる。白い雲も楽しい。

①手の甲を描く（円）。②指を５本描く（親指の方向と関節に
注意）。③曲げた指は、あちらに折れる。④爪や皺などを描く。 

ＦＧ

Ｉ Ｈ

①手の平を描く（円）。②指を５本描く（親指の関節と方向注意）。
③曲げた指は、こちらへ折る。④細ペンで爪や皺

しわ
などを描く。



28 国語 「あめですよ」挿絵を使って知的で楽しい詩の授業 濱中佑介

29 算数
「なんばんめ」
 宮森裕太

30 国語 「たんぽぽのちえ」 村上　諒

31 算数
初めての「たし算のひっ算」
 勇　和代

32 国語 説明文教材「こまを楽しむ」
 大川雅也

33 算数
「たし算とひき算のひっ算」
 大井隆夫

34 国語 「思いやりのデザイン」 吉川たえ

35 算数
折れ線グラフと表
 太田政男

36 国語 「言葉の意味が分かること」文章の要旨を捉える 田中修一

37 算数
「空間認知」をスライド機能で
補う  利田勇樹

38 国語 「時計の時間と心の時間」 富樫僚一

39 算数
指示で組み立てる文字式の問題
 菅野祐貴

①本誌の内容の全部または一部を無断でインターネット等で転載することを禁じます。②向山著作をはじ めとするTOSS関連論文を追試、その他の名目
でインターネット上で公開することも禁じます。③授業または研究等で必要な場合は、TOSS最高顧問向山洋一までご連絡下さい。④著作権法を無視し
続けた場合には、法的措置を取らせていただきます。

注
意

78 ◆ 若手道場　谷編集長が斬る！ 中川聡一郎
79 ◆ 向山・谷日記　向山洋一／谷　和樹
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／編集後記／次号予告

向山型に挑戦！　
国語・算数の難問良問

48 木村重夫

クラス全員が熱中するこの教材！
授業が激変！　TOSS指導法最前線

54 真野二郎
54 西城慶太
55 利田勇樹
55 高橋久樹
56 赤塚邦彦

特別支援教育　
専門家の視点&全国で大人気　
“特別支援教育の指導システム”

50 松尾大輝
51 小嶋悠紀
52 笹野達哉
53 鈴木恭子

働き方改革！　
教師が「やりがい」と向き合うために

57 利田勇樹
58 岩永将大
59 村上　諒
60 山本東矢
61 A 中井　光

授業技量向上の法則

62 水本和希
63 長谷川博之
64 谷　和樹
65 五十嵐勝義
66 板倉弘幸
67　石坂　陽

道標：教師としての高みを目指して

68 向山行雄
70 西阪　昇
72　桑原和彦

特
別
連
載

人気女性ライター　
トークラインだけの裏話

74 師尾喜代子
75 美崎眞弓
76 飯田清美

社会貢献活動への
取り組み

77 吉川たえ

国算　現在進行形の教科書単元
すぐに追試できる開始15分間の発問

40 理科 根拠のある予想をさせ、
電池１個分と比べた実験をする  山内英嗣

41 理科 様々な回路を作り分類し、
それぞれの特徴を考える  山内英嗣

「基礎・基本の授業例」と
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

42 道徳 「クラウド完結型」の道徳授業 津田泰至

43 英語 優れた型があるからこそ、
安定した授業になる 笹原大輔

44
オンライ
ン

ハイブリッド授業を安定させるセッティング方法
～複数の端末でMeetに入っておく  塩谷直大

45 情報活用 Miroで「用例の収集」という学び方を教える①  塩谷直大

新学習指導要領対応　道徳・英語・
オンラインの授業実践

46 ノート
指導

２回目の黄金の期間がやってくる
 大森雄一

47 体育 バレーボール１時間目
冒頭20分の指導  辻　拓也

中学校でのTOSS実践

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年



デジタル連動

デジタル・トークライン http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「子供のいたずらへの指導方針」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。

12

写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

いい先生になる！　TOSS春の教師力UPフェス

1　教師の微差力 村野　聡

2　子供が変わる！　授業が変わる！　超凄腕　板書術・ノート術 　岩永将大

4　大成功の絵画工作授業 　酒井臣吾

9 向山洋一に聞く　教育Q&A
第57回 A　向山洋一

No.569

C O N T E N T S
表紙：信吉

特集

巻頭
論文

14　教師力をアップさせる条件 長谷川博之

〈★誌上セミナー★ 春フェスで学べるこんなこと〉 

16　つまらない国語授業を「熱中」に変えるワザ 星野優子

18　算数教科書を子供たちが使いこなすワザ 手塚美和

20　１時間の授業のとっておきタイムマネジメント：授業には型が必要である 井戸砂織

22　特別支援教育の「超」基礎・基本は「ワーキングメモリ」から 小嶋悠紀

〈「サークル」活動で教師力は伸びる　

春フェスからTOSSサークルへ学びをつなげよう〉 

24　具体的に、解決策を教えてくれるサークル  林　健広

〈これから参加できる「春の教師力UPフェス」おすすめ会場一覧〉 

26　「魔の６月」を「飛躍の６月」にするために  加納由美子

10 オピニオン　今、教育界で起こっていること
　　「生成AI」の基本原理を授業しよう⑶ 谷　和樹
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トークライン購読者限定で、TOSS教材を割引価格でお申込みいただけるお得なサービスです！
トークラインをご購読いただいております皆様が対象ですので、ぜひご利用ください。

今、ここでしか見られない動画

サービス内容

ダウンロード
コンテンツ

ご紹介に使える
「お試し版」

WEBサービス

TOSS教材をお得に購入

デジタル・トークライン

トークライン会員クーポン

動画でも視聴できる！ 
高段者が答えるQ&A

トークライン読者限定！

お得な2大サービス v 6 h f 8 y
（ブイ・ろく・エイチ・エフ・はち・ワイ）

共通パスワード
※有効期間： 2024年4月15日～

2024年7月14日

子供のいたずらへの指導方針

※ そのほかにもコンテンツが
いっぱい！（詳しくはP80）

サービス開始  2023年4月号より

特典  TOSSオリジナル教材HPにて、『教育トークライン』誌上に記載された
「共通パスワード」を入力すると、　割引価格で教材をご購入できます！

ご利用条件  ・Web注文限定（TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp）
・TOSSオリジナル教材の会員登録が必要となります。
・１回のご注文金額が3,000円以上の場合利用可能です。

上記の共通パスワードが
会員クーポンになります！

https://www.tiotoss.jp/user_data/talk-line_coupon.php

※一部、対象外商品がございます。
　詳細については、こちらをご確認ください。➡

アクセス方法
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリッ
クし、IDと共通パスワードを入
力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、 
　SNSからアクセスできます。

今月のトークラインID：TL5

一筆箋の書き方

すべての子供の学力を保障する

教育

特集 いい先生になる！
―TOSS春の教師力UPフェス―

令和6年4月15日発行（毎月1回15日発行）第569号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

だるまさんがころんだ♪
子供たちが元気な新緑の季節
だるまさんがころんだ♪
子供たちが元気な新緑の季節

特別支援教育にも対応
翔和学園でのドラマ・・・松尾大輝
プロが教える“教室でできる作業療法”・・・鈴木恭子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
酒井式描画指導

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語　「あめですよ」 算数　「なんばんめ」
小学2年　国語　「たんぽぽのちえ」 算数　「たし算のひっ算」
小学3年　国語　「こまを楽しむ」 算数　「たし算とひき算のひっ算」
小学4年　国語　「思いやりのデザイン」 算数　「折れ線グラフと表」
小学5年　国語　「言葉の意味が分かること」 算数　「空間認知」
小学6年　国語　「時計の時間と心の時間」 算数　「文字式の問題」

中学校の授業実践
ノート指導　「2回目の黄金の期間がやってくる」
体　 育　「バレーボール1時間目冒頭20分の指導」

5
2024

No.569
May

教育技術研究所

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!
子供たちが元気な新緑の季節子供たちが元気な新緑の季節子供たちが元気な新緑の季節子供たちが元気な新緑の季節子供たちが元気な新緑の季節子供たちが元気な新緑の季節子供たちが元気な新緑の季節

本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！　　ウェブサイトです！

本誌PDF
を

ダウンロー
ド

できます！

谷編集長の濃厚すぎる５分間
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回答：向
むこう

山
やま

洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS最高顧問）

（TOSS中央事務局）

いじめが起こらないクラスづくり
第57回

教
師
は
自
覚
し
て
お
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
い
き
な
り
暴
き
出
す
よ
う
な
乱
暴

な
仕
事
を
し
て
は
だ
め
で
す
。

　
教
師
が
見
て
い
て
見
付
け
て
や
る
の
が
一
番

い
い
の
で
す
が
、
な
か
な
か
目
に
見
え
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
お
き
ま
す
。

「
誰
か
に
い
じ
め
ら
れ
た
り
、
い
じ
わ
る
さ
れ

た
り
し
て
、
仲
間
に
入
れ
て
も
ら
え
な
か
っ
た

り
、
ひ
ど
い
こ
と
を
言
わ
れ
た
り
、
そ
う
い
う

こ
と
が
あ
っ
た
ら
先
生
の
と
こ
ろ
に
来
な
さ
い

ね
。
そ
っ
と
言
い
に
来
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
」

　
子
供
が
実
際
に
言
い
に
来
な
く
て
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
先
生
が
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
と

思
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　
さ
ら
に
言
い
ま
す
。

「
い
じ
め
た
り
、
仲
間
は
ず
れ
に
し
た
り
、
そ

う
い
う
こ
と
は
良
く
な
い
ん
だ
よ
。
お
う
ち
の

人
も
『
そ
ん
な
の
い
け
な
い
ね
』
っ
て
言
う
よ
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
が
も
し
今
ま
で
に
あ
っ
た
ら
、

な
し
に
し
て
あ
げ
る
か
ら
。
も
う
そ
れ
で
い
い

か
ら
。
こ
れ
か
ら
あ
っ
た
ら
先
生
に
言
い
に
来

な
さ
い
」

「
言
い
に
来
な
さ
い
」
と
言
っ
て
お
く
だ
け
で
、

八
割
く
ら
い
は
終
わ
り
ま
す
。

　
い
じ
め
が
起
こ
ら
な
い
ク
ラ
ス
づ
く
り
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
五
月
に
な
る
と
教
室
の
シ
ス
テ
ム
が
出
来
上

が
り
、
子
供
同
士
の
力
関
係
が
決
ま
っ
て
く
る

の
で
、
い
じ
め
み
た
い
な
も
の
が
出
て
く
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
時
の
配
慮
が

あ
っ
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
ず
、「
い
じ
め
は
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
、

教
師
は
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
、
教
室
の
中
で
は
、
い
じ
め
と
か
意
地

悪
が
あ
る
と
思
っ
た
方
が
い
い
の
で
す
。
な
い

と
思
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
教
師
は
逆
に
考
え
が
ち
で
す
。
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
み
ん
な
い
い
子
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
秘
か
に
さ
れ
て
い
る
い
じ
め

や
意
地
悪
に
つ
い
て
、「
あ
る
」
と
い
う
こ
と

が
見
え
て
き
ま
せ
ん
。

　
い
じ
め
が
ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
か
は
と
も
か

く
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

向 山 洋 一 に 聞 く QQ&AA教育
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本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

「
生
成
Ａ
Ｉ
」
の
基
本
原
理
を
授
業
し
よ
う
⑶

『
９
歳
か
ら
知
っ
て
お
き
た
い　

Ａ
Ｉ
を
味
方
に
つ
け
る
方
法
』（
マ
イ
ク
ロ
マ
ガ
ジ

ン
）
絶
賛
発
売
中
で
す
。
子
供
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
先
生
方
に
も
保
護
者
に
も
お
す

す
め
で
す
。

ク
で
あ
ち
こ
ち
を
ド
ラ
イ
ブ
し
た
こ

と
が
…

　

こ
れ
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
人
が
よ
く
使
う
文

章
か
ら
「
ビ
ー
ル
」「
ソ
ー
ダ
」「
車
」「
ト
ラ
ッ

ク
」
と
い
う
単
語
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
を

集
め
た
も
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
例
文
を
集
め

た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
こ
と
を
、

コ
ー
パ
ス

と
い
う
。

自
然
言
語
の
文
章
を
構
造
化
し
大
規
模

に
集
積
し
た
も
の
。（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
）

食
べ
か
け
の

　

い
ろ
い
ろ
と
思
い
浮
か
ぶ
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
人
間
が
思
い
浮
か
べ
る
文

章
は
、
そ
の
状
況
に
よ
っ
て
様
々
な
も
の
が

あ
る
。

　

そ
う
し
た
文
章
を
「
非
常
に
膨
大
に
」
集

め
る
こ
と
に
す
る
。

・
彼
女
は
飲
み
干
さ
れ
た
ビ
ー
ル
の
ボ

ト
ル
を
見
た
。
そ
し
て
…

・
ブ
ラ
ウ
ン
ソ
ー
ダ
は
ど
れ
も
飲
み
た

く
な
い
と
言
っ
た
。
他
の
母
親
た
ち

は
…

・
数
ヶ
月
も
車
を
運
転
で
き
な
か
っ
た

ん
だ
け
ど
、
よ
う
や
っ
と
…

・
…
し
て
い
た
頃
、
私
達
は
彼
の
ト
ラ
ッ

一　

コ
ー
パ
ス
で
統
計
的
に
文
章
を
分
析

す
る

　

例
え
ば
、
次
の
文
が
あ
っ
た
と
す
る
。

彼
女
は
飲
み
干
さ
れ
た
ビ
ー
ル
…
…

　

こ
の
…
…
の
と
こ
ろ
に
続
く
の
は
、
ど
ん

ん
な
言
葉
だ
ろ
う
か
。

　

例
え
ば
、

①　

彼
女
は
飲
み
干
さ
れ
た
ビ
ー
ル
瓶
を

②　

彼
女
は
飲
み
干
さ
れ
た
ビ
ー
ル
の

ボ
ト
ル
を

③　

彼
女
は
飲
み
干
さ
れ
た
ビ
ー
ル
が

机
に

④　

彼
女
は
飲
み
干
さ
れ
た
ビ
ー
ル
と

オピニオン

今教育界で起こっていること
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巻頭論文

三　

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
ど
の
よ
う
に
文

章
を
生
成
す
る
の
か

　

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
行
っ
て
い
る
の
は
、

こ
う
し
た
統
計
的
な
解
析
で
あ
る
。

　

膨
大
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
も
と
に
、
そ
の

文
脈
の
中
で
登
場
し
や
す
い
単
語
を
、
ル
ー

ル
に
基
づ
い
て
適
切
に
接
続
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

だ
か
ら
、
非
常
に
自
然
に
見
え
る
文
章
が

生
成
さ
れ
る
。

周
辺
に
登
場
し
や
す
い

と
い
う
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
そ
の
結

び
付
き
が
強
固
に
な
っ
て
い
く
。

　

学
習
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
太
く
な
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
生
成
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

　

人
間
の
脳
内
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
つ
く
ら

れ
る
の
と
よ
く
似
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
「
仕
組
み
」
を
子
供
た
ち
に
分

か
り
や
す
く
授
業
し
た
い
の
で
あ
る
。

ラ
ッ
ク
」
の
す
べ
て
の
単
語
の
周
辺
に
、
一

番
た
く
さ
ん
登
場
す
る
の
が
「go

」
で
あ
る

（『
日
経
サ
イ
エ
ン
ス
』
二
〇
二
三
年
十
月

号
）。
も
ち
ろ
ん
、英
語
圏
で
の
調
査
だ
か
ら
、

日
本
語
の
感
覚
と
は
違
う
。

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
は
「
ビ
ー
ル
」「
ソ
ー
ダ
」「
車
」「
ト

ラ
ッ
ク
」
そ
れ
ぞ
れ
で
一
つ
ず
つ
の
文
を
書

い
た
が
、
実
際
に
は
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
〇
の
文

を
集
め
た
と
す
る
。

　

そ
し
て
、「
ビ
ー
ル
」「
ソ
ー
ダ
」「
車
」「
ト

ラ
ッ
ク
」
と
い
う
単
語
に
は
、
ど
ん
な
単
語

が
く
っ
つ
き
や
す
い
か
を
調
べ
る
の
で
あ
る
。

二　
「
ビ
ー
ル
」
の
近
く
に
登
場
し
や
す
い

語

　

例
え
ば
、「
ビ
ー
ル
」
の
近
く
に
登
場
し

や
す
い
の
は
ど
ん
な
言
葉
だ
ろ
う
か
。

　

先
ほ
ど
の
「
ボ
ト
ル
」
だ
ろ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ボ
ト
ル
よ
り
も
「
飲
む
」
の

方
が
よ
く
現
れ
る
。

　

で
は
、「
ソ
ー
ダ
」
の
場
合
は
？

　

こ
れ
も
「
飲
む
」
か
な
と
思
い
が
ち
だ
が
、

実
は
「
食
べ
る
」
の
方
が
多
い
。

「
車
」「
ト
ラ
ッ
ク
」
の
近
く
に
登
場
す
る

の
は
も
ち
ろ
ん
「
行
く
」
で
あ
る
。

　

英
語
で
は
「go

」
と
い
う
単
語
で
あ
る
。

　

こ
の
「go

」
の
出
現
率
は
非
常
に
高
い
。

　

実
は
、「
ビ
ー
ル
」「
ソ
ー
ダ
」「
車
」「
ト
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2024年

5月号
特集

1 教師力をアップさせる条件

2 ★誌上セミナー★　春フェスで学べるこんなこと

3 「サークル」活動で教師力は伸びる　
春フェスからTOSSサークルへ 学びをつなげよう

4 これから参加できる
「春の教師力ＵＰフェス」おすすめ会場一覧

特集
いい先生になる！いい先生になる！



い
い
先
生
に
な
る
！
　
T
O
S
S

T
O
S
S
春
の
教
師
力

春
の
教
師
力
U
P
U
P
フェス
フェス

特集

13 2024. 5

一
　
あ
な
た
の
近
く
の
春
フ
ェ
ス
会
場
を
探
そ

う
！

「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
春
の
教
師
力
Ｕ
Ｐ
フ
ェ
ス
」
は
先

生
の
た
め
の
「
入
門
セ
ミ
ナ
ー
」
で
す
。

毎
年
の
二
月
頃
か
ら
五
月
頃
に
か
け
て
実
施

さ
れ
ま
す
。

全
国
で
約
一
〇
〇
〇
会
場
あ
り
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
か
ら
二
〇
〇
〇
円
程
度
。

全
国
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
サ
ー
ク
ル
が
主
催
し
ま
す
。

授
業
や
学
級
経
営
の
基
礎
基
本
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

会
場
の
検
索
は
こ
ち
ら
か
ら
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
春
の
教
師
力

Ｕ
Ｐ
フ
ェ
ス

https://oshiekata.
toss-online.com

/

昨
年
の
会
場
に
参
加
さ
れ
た
先
生
方
か
ら
う

れ
し
い
声
も
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

左
下
Ｑ
Ｒ
か
ら
の
動
画
も
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
】

春
フ
ェ
ス
紹
介

https://w
w
w.youtube.com

/
w
atch?v=b6iZA

3Nw
w
FE

二
　
春
フ
ェ
ス
で
実
際
に
ど
ん
な
こ
と
が
学
べ
る

の
？

こ
の
特
集
で
は
、
単
に
宣
伝
を
す
る
の
で
は
な

く
、
春
フ
ェ
ス
で
学
べ
る
「
具
体
的
な
内
容
」
の

一
部
を
先
取
り
し
て
ご
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

長
谷
川
博
之
氏
か
ら
は
、「
教
師
力
を
ア
ッ
プ

さ
せ
る
条
件
」
と
し
て
、
ご
く
ご
く
基
本
的
な
、

で
も
、
と
て
も
大
切
な
、
努
力
の
方
法
を
お
伝
え

い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
星
野
優
子
氏
か
ら
は
「
つ
ま
ら
な
い
国

語
授
業
を
『
熱
中
』
に
変
え
る
ワ
ザ
」
と
し
て
、

明
日
か
ら
す
ぐ
に
使
え
そ
う
な
技
術
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
す
。

手
塚
美
和
氏
か
ら
教
え
て
い
た
だ
く
の
は
「
算

数
教
科
書
を
子
供
た
ち
が
使
い
こ
な
す
ワ
ザ
」
の

基
本
で
す
。
算
数
教
科
書
を
子
供
た
ち
だ
け
で
あ

る
程
度
学
ん
で
い
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

井
戸
砂
織
氏
に
は
「
一
時
間
の
授
業
の
と
っ

て
お
き
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
伝
授
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
時
間
を
上
手
に
配
分
し
な
が

ら
、
最
後
に
子
供
た
ち
か
ら
「
先
生
！　

も
っ

と
や
り
た
い
！
」
と
い
う
声
が
出
る
よ
う
な
授

業
を
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

そ
し
て
、
小
嶋
悠
紀
氏
か
ら
は
特
別
支
援
対

応
の
基
礎
基
本
で
す
。

こ
う
し
た
内
容
は
、
春
フ
ェ
ス
の
ご
く
ご
く

一
部
で
す
。
ま
た
、
文
章
だ
け
で
は
伝
え
に
く

い
「
ワ
ザ
」
も
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
会
場
に
も
足
を
運
ん
で
、
実
際
に
体

験
し
て
く
だ
さ
る
方
が
増
え
る
と
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、「
春
フ
ェ
ス
」
に
参
加
し
た
ら
、
ぜ

ひ
「
サ
ー
ク
ル
」
も
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い

ね
。

（
本
紙
編
集
長　

谷
和
樹
）
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１　
「
伝
え
る
力
」
を
磨
き
上
げ
る

学
年
学
級
経
営
で
も
授
業
で
も
生
徒
指
導
や
教

育
相
談
で
も
、「
伝
え
る
力
」
が
成
果
を
大
き
く

左
右
す
る
。
で
は
、
そ
の
力
を
ど
う
鍛
え
る
か
。

昨
年
開
か
れ
た
「
伝
え
方
が
９
割
セ
ミ
ナ
ー
」

（
教
材
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
セ
ミ
ナ
ー
）
で
扱
っ
た
内

容
の
一
部
を
シ
ェ
ア
し
よ
う
。

１
．「
伝
え
る
力
」
上
達
の
大
前
提

⑴　

意
欲

⑵　

手
本

⑶　

場
数

読
者
は
教
師
力
を
向
上
さ
せ
る
べ
く
本
誌
を
購

読
し
、
学
ん
で
い
る
。
よ
っ
て
、
意
欲
の
壁
は
ク

リ
ア
し
て
い
る
。
で
は
、
お
手
本
は
ど
う
か
。
文

字
情
報
だ
け
で
は
足
り
な
い
。
そ
の
た
め
に
セ
ミ

ナ
ー
が
設
定
さ
れ
、
我
々
に
講
師
依
頼
が
届
く
わ

け
だ
。

そ
の
上
で
、
場
数
で
あ
る
。
日
々
、
子
供
相
手

に
「
伝
え
て
」
い
る
だ
け
で
は
力
の
向
上
は
難
し

い
。
な
ぜ
な
ら
、
子
供
は
素
直
だ
か
ら
で
あ
る
。

年
齢
が
下
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
教
師
の
話
を
素

直
に
受
け
止
め
る
。

問
題
は
大
人
の
心
を
動
か
せ
る
か
だ
。
そ
の
た

め
に
は
大
人
を
対
象
に
、「
伝
え
る
」
場
を
意
図

的
に
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
セ
ミ
ナ
ー
の
講

師
経
験
だ
け
で
は
大
い
に
足
り
な
い
。
参
加
者
は

お
金
を
払
っ
て
聞
き
に
来
て
い
る
。
基
本
的
に
こ

ち
ら
の
話
を
素
直
に
受
け
入
れ
て
く
れ
る
。
そ
の

よ
う
な
構
え
の
な
い
大
人
た
ち
に
ど
う
「
伝
え

る
」
か
、
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
で
き
な

け
れ
ば
、
例
え
ば
保
護
者
を
巻
き
込
ん
で
学
年
学

級
経
営
を
展
開
す
る
こ
と
は
無
理
だ
し
、
職
場
の

旧
弊
を
打
破
し
、
よ
り
よ
い
教
育
を
生
み
出
す
の

も
不
可
能
で
あ
る
。

大
人
相
手
に
場
数
を
踏
む
、
そ
の
最
大
の
チ
ャ

ン
ス
が
こ
れ
か
ら
始
ま
る
「
春
フ
ェ
ス
」
の
地
上

戦
で
あ
り
、
初
参
加
者
に
対
す
る
講
座
で
あ
り
、

そ
し
て
、
春
休
み
に
現
場
で
行
う
教
材
採
択
の
議

論
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
チ
ャ
ン
ス
を
、
自
発
的

に
、
か
つ
主
体
的
に
手
に
し
た
人
が
、
自
ら
の

「
伝
え
る
力
」
を
上
達
さ
せ
る
。

２
．
具
体
的
事
例

学
校
の
事
実
、
子
供
の
事
実
、
そ
し
て
実
演
が

欠
か
せ
な
い
。
受
け
売
り
の
知
識
で
は
、
人
の
心

は
動
か
な
い
。

埼玉県吉見町立吉見中学校 長
は

谷
せ

川
がわ

博
ひろ

之
ゆき

教師力をアップさせる条件
TOSSには上達論がある。だから、授業崩壊や学級崩壊を経験した教師でさえも着実に力
量を伸ばし、各校の中核を成す実践家に育つ。「教師力とは何か」の詳細な分析は、機を
改めて行うものとする。
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３
．
相
手
の
芯
に
届
か
せ
る
伝
え
方

⑴　

理
屈
よ
り
事
実

⑵　

説
得
よ
り
納
得

⑶　

自
分
目
線
よ
り
相
手
目
線

⑴
⑵
は
、
数
あ
る
T
O
S
S
セ
ミ
ナ
ー
の
中
で

も
と
り
わ
け
定
評
の
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
、
実
地
に

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑶
は
、
自
分
の
話
し
た
い
こ
と
を
話
す
の
で
な

く
、
相
手
の
聞
き
た
い
こ
と
を
話
す
、
と
い
う
こ

と
だ
。

私
ど
も
志
士
舞
サ
ー
ク
ル
は
T
O
S
S
デ
ー
、

教
え
方
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
数
、『
教
育
ト
ー
ク

ラ
イ
ン
』
新
規
購
読
者
数
、
T
O
S
S-
S
N
S

新
規
加
入
者
数
で
複
数
回
に
わ
た
っ
て
全
国
一
位

を
獲
得
し
て
き
た
。
埼
玉
の
片
隅
で
活
動
す
る
小

さ
な
サ
ー
ク
ル
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
大
き
な
事

実
を
生
み
出
し
得
た
の
か
。

項
目
１
の
「
大
前
提
」
三
点
と
、
項
目
２
、
３

と
を
徹
底
的
に
大
切
に
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら

な
い
。「
春
フ
ェ
ス
」
に
関
わ
る
、
年
間
を
通
し

た
あ
ら
ゆ
る
活
動
の
中
で
教
師
と
し
て
の
総
合
力

が
磨
か
れ
、
そ
の
一
翼
と
し
て
の
伝
え
る
力
も
高

ま
っ
て
い
る
わ
け
だ
。

２　

教
師
力
ア
ッ
プ
五
カ
条

三
〇
代
に
突
入
し
た
年
、
後
に
続
く
若
者
た
ち

に
向
け
、
教
師
力
を
高
め
る
「
五
カ
条
」
を
ま
と

め
た
。

第
一
条　

子
供
に
正
対
せ
よ

た
い
へ
ん
な
事
情
を
背
負
う
子
供
ほ
ど
、
教
師

の
支
え
を
必
要
と
し
て
い
る
。
様
々
な
方
法
を
用

い
て
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
ど
こ
ま
で
も
関
わ
り

続
け
よ
う
。
例
外
を
つ
く
っ
て
は
な
ら
な
い
。
も

て
る
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぎ
込
み
、
あ
ら
ゆ

る
活
動
で
「
全
員
参
加
・
全
員
本
気
・
全
員
成

長
」
を
目
指
し
、
実
現
し
て
ほ
し
い
。

第
二
条　

最
も
で
き
な
い
子
を
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
、
授
業
力
を
磨
け

日
常
の
授
業
で
「
逆
転
現
象
」
を
連
続
的
に
起

こ
し
、「
誰
に
も
可
能
性
が
あ
る
」
事
実
を
た
た

み
か
け
る
よ
う
に
示
す
こ
と
だ
。
そ
れ
を
為
し
得

る
授
業
力
を
磨
く
た
め
に
、
研
究
授
業
、
模
擬
授

業
に
挑
む
。
授
業
技
量
検
定
の
受
検
も
必
須
だ
。

人
目
に
さ
ら
さ
れ
、
評
価
さ
れ
よ
う
。

第
三
条　

師
を
定
め
、
追
い
か
け
よ

人
生
、「
誰
に
つ
く
か
」
が
重
要
だ
。
憧
れ
る

人
物
の
も
と
に
何
十
回
何
百
回
と
通
い
、
教
え
を

請
い
続
け
よ
う
。
そ
れ
が
日
本
の
ど
こ
で
あ
っ
て

も
だ
。
ま
た
、
ど
ん
な
学
校
に
も
尊
敬
に
値
す
る

仕
事
を
為
す
教
師
が
一
人
や
二
人
は
い
る
。
そ
う

い
う
存
在
に
、
頭
を
下
げ
て
教
え
を
請
う
こ
と
も

大
切
だ
。

第
四
条　

万
巻
万
里

で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
情
報
（
主
と
し
て
書

物
）
に
触
れ
、
で
き
る
だ
け
多
く
旅
に
出
て
人
に

会
お
う
。
人
と
し
て
の
根
っ
こ
を
太
ら
せ
よ
う
。

第
五
条　

共
に
学
ぶ
仲
間
を
求
め
よ

教
師
修
業
は
果
て
し
が
な
い
。
個
の
意
志
で
は

な
か
な
か
続
か
な
い
。
仲
間
と
の
つ
な
が
り
が
続

け
る
原
動
力
と
な
り
得
る
。
同
じ
志
を
抱
く
教
師

を
探
し
、
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
る
こ
と
を
強
く
勧
め

る
。
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１　
「
つ
ま
ら
な
い
国
語
」
と
は
違
っ
た
授
業

　

小
中
学
校
の
国
語
授
業
に
お
け
る
思
い
出
は
な

い
。
ど
ん
な
授
業
を
受
け
て
い
た
か
、
全
く
記
憶

が
な
い
。

一
つ
言
え
る
こ
と
は
、「
国
語
の
授
業
は
つ
ま

ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
だ
。

　

何
が
答
え
な
の
か
明
確
で
な
い
問
題
。

　

考
え
方
を
一
切
教
え
て
も
ら
え
ず
、「
自
由
に

書
き
な
さ
い
」「
〜
〜
の
気
持
ち
に
な
っ
た
つ
も

り
で
考
え
な
さ
い
」
ば
か
り
の
指
示
。

　

テ
ス
ト
で
は
そ
れ
な
り
の
点
数
は
取
れ
た
も
の

の
、
自
分
で
「
分
か
っ
た
」「
で
き
た
」
と
い
う

実
感
を
得
ら
れ
な
い
授
業
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
出
逢
っ
て
最
も
衝

撃
を
受
け
た
教
科
は
国
語
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
自

分
が
受
け
て
き
た
国
語
の
授
業
と
は
全
く
異
な
り
、

頭
が
フ
ル
回
転
す
る
授
業
。
書
か
れ
て
い
る
こ
と

を
根
拠
に
、
答
え
が
確
定
す
る
授
業
。
自
分
が
知

ら
な
い
こ
と
を
知
り
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
授
業
。

　

そ
こ
に
は
、
授
業
の
形
態
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

授
業
に
お
け
る
様
々
な
ワ
ザ
が
あ
る
こ
と
も
学
ん

だ
。

２　

大
人
も
熱
中
し
た
授
業

　

数
年
前
の
教
え
方
セ
ミ
ナ
ー
（
現
・
春
フ
ェ

ス
）
で
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
が
行
っ
た
の
が
、

「
い
る
か
」（
谷
川
俊
太
郎
）
の
授
業
で
あ
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
（ID

:aa3arvq5yshh7xxf

）

椿
原
正
和
氏
の
授
業
の
追
試
で
あ
る
。

　

お
お
よ
そ
の
授
業
プ
ラ
ン
を
記
載
す
る
。

指
示

一
行
目
だ
け
読
み
ま
す
。

数
名
に
読
ま
せ
る
。

発
問

二
人
の
読
み
方
に

は
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

気
が
付
い
た
人
？

挙
手
さ
せ
、
気
付
い
た
子

供
に
説
明
さ
せ
る
。

解
釈
が
読
み
方
に
表
れ
る

の
で
あ
る
。

発
問

生
き
物
の
い
る
か

は
ど
れ
で
す
か
。

　

子
供
た
ち
か
ら
意
見
を
出

さ
せ
る
。

す
る
と
、
お
お
よ
そ
、
左

の
四
つ
に
分
か
れ
る
。

埼玉県さいたま市立指扇中学校 星
ほし

野
の

優
ゆう

子
こ

つまらない国語授業を
「熱中」に変えるワザ
たった６文字を様々に解釈する授業。

★誌上セミナー★　春フェスで学べるこんなこと

※著作権の関係でボカしています。
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①
「
イ
ル
カ
、
い
る
か
？
」
と
尋
ね
て
い
る
、
②

「
い
る
か
？　

イ
ル
カ
」
と
倒
置
法
で
問
う
て
い

る
、　

③
「
イ
ル
カ
が
一
頭
、
イ
ル
カ
が
二
頭

…
」
と
イ
ル
カ
を
数
え
て
い
る
、
④
「
い
る
か
？

い
る
か
？
」
と
探
し
て
い
る
と
い
う
も
の
だ
。

こ
こ
で
子
供
た
ち
に
自
分
の
解
釈
を
述
べ
さ
せ
、

討
論
を
す
る
の
で
あ
る
。

　

会
場
で
は
、
参
加
の
先
生
方
も
楽
し
ん
で
意
見

を
述
べ
合
い
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

３　

他
の
授
業
で
も
使
え
る
ワ
ザ

　

で
は
、
こ
の
授
業
で
使
わ
れ
て
い
た
「
ワ
ザ
」

は
何
か
。

例
え
ば
次
だ
。

局
面
の
限
定

「
い
る
か
」
は
本
来
二
連
に
わ
た
る
詩
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
授
業
で
は
一
行
目
だ
け
を
取
り
上
げ
た
。

　

全
文
を
取
り
上
げ
て
授
業
す
る
方
法
も
あ
る
が
、

最
初
の
一
行
に
限
定
し
て
思
考
を
さ
せ
る
こ
と
で
、

子
供
た
ち
が
何
を
考
え
れ
ば
よ
い
か
が
は
っ
き
り

し
、
熱
中
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、
次
も
ポ
イ
ン
ト
だ
ろ
う
。

意
見
が
分
か
れ
る
発
問

「
い
る
か
い
る
か
」
た
っ
た
六
文
字
の
一
文
だ
が
、

前
述
し
た
と
お
り
、
様
々
に
解
釈
が
可
能
だ
。

最
初
に
自
分
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
の
と
は
違
う
読

み
方
で
仲
間
が
読
む
の
を
聞
き
、「
そ
の
よ
う
な

考
え
方
が
あ
っ
た
の
か
！
」
と
驚
く
。

こ
の
「
驚
き
」
が
子
供
た
ち
の
新
た
な
発
見
と

な
り
、
そ
の
後
の
討
論
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

教
師
が
「
こ
の
文
章
は
『
い
る
か
は
い
る
か

な
？
』
と
い
う
意
味
で
す
ね
」
等
と
説
明
す
る
の

と
は
全
く
違
う
授
業
展
開
と
な
り
、
子
供
た
ち
の

熱
中
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

さ
ら
に
、
次
も
欠
か
せ
な
い
。

書
か
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
を
根
拠
に
し
て
、
子

供
が
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
展
開

テ
キ
ス
ト
に
沿
っ
て
解
釈
を
述
べ
る
こ
と
で
、

お
互
い
の
考
え
る
土
台
が
共
通
の
も
の
と
な
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
意
見
交
換
が
ブ
レ
ず
に
続
く
の

だ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
が
追
試
だ
が
、
教
え
方
セ
ミ
ナ
ー
で

は
更
に
続
け
、
一
連
全
体
に
広
げ
て
次
の
よ
う
に

問
う
た
。

発
問

第
一
連
。
皆
さ
ん
な
ら
、
ど
の
「
い
る

か
」
を
動
物
の
イ
ル
カ
と
考
え
ま
す
か
。

指
示
　
動
物
の
イ
ル
カ
だ
と
思
う
も
の
を
鉛
筆

で
ぐ
る
っ
と
囲
み
な
さ
い
。

　

こ
こ
で
も
解
釈
が
分
か
れ
る
。
そ
こ
で
、
代
表

者
に
自
身
の
解
釈
で
読
ん
で
も
ら
い
、
次
の
よ
う

に
問
う
た
。

発
問

今
の
読
み
方
で
は
、
動
物
の
イ
ル
カ
は

何
匹
出
て
き
ま
し
た
か
。

自
然
に
、
子
供
た
ち
が
表
現
す
る
活
動
を
組
み

込
む
。

こ
れ
も
ま
た
、
熱
中
に
つ
な
が
る
展
開
の
一
つ

だ
ろ
う
。「
つ
ま
ら
な
い
国
語
授
業
」
と
は
全
く

違
う
授
業
を
、
春
フ
ェ
ス
で
多
く
の
方
に
体
感
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
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１　

算
数
教
科
書
の
構
造

算
数
教
科
書
に
は
、
分
か
り
や
す
い
構
造
が
あ

る
。「

例
題
」「
類
題
」「
練
習
問
題
」

こ
の
三
つ
の
問
題
に
分
か
れ
て
い
る
の
だ
。
教

科
書
を
一
目
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
三
つ
を
一
単
位
時
間
で
扱
う
。

①　

例
題
と
は
、
そ
の
時
間
に
習
得
さ
せ
た

い
内
容
で
あ
る
。

②　

類
題
と
は
、
例
題
で
学
習
し
た
内
容
の

問
題
で
あ
る
。
大
抵
、
例
題
と
場
面
や
数

値
、
形
や
大
き
さ
を
少
し
変
え
た
問
題
が

出
さ
れ
て
い
る
。

③　

練
習
問
題
と
は
、
学
習
内
容
の
定
着
を

図
る
た
め
の
問
題
で
あ
る
。

「
教
科
書
に
は
、
例
題
・
類
題
・
練
習
問
題
が
あ

る
」

と
い
う
こ
と
を
、
子
供
た
ち
が
知
る
こ
と
。

こ
れ
が
、
学
び
方
を
学
ぶ
第
一
歩
で
あ
る
。

２　

例
題

左
図
に
あ
る
の
は
、
例
題
で
あ
る
。

静岡県静岡市立清水有度第二小学校 手
て

塚
づか

美
み

和
わ

算数教科書を子供たちが使いこなすワザ
子供たちが教科書の学び方を学ぶ　教科書は、「学び方を学ぶ」すばらしいテキストだ。

★誌上セミナー★　春フェスで学べるこんなこと
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例
題
を
見
れ
ば
、
何
を
学
習
す
る
の
か
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

図
の
①
〜
③
の
う
ち
、
ど
れ
が
、「
最
も
重
要

な
部
分
」
な
の
だ
ろ
う
か
？

こ
れ
は
③
で
あ
る
。
③
に
は
、
こ
の
時
間
に
習

得
さ
せ
た
い
や
り
方
が
書
か
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

こ
の
習
得
さ
せ
た
い
や
り
方
の
こ
と
を

基
本
型

と
呼
ぶ
。

例
題
で
学
ん
だ
基
本
型
を
使
っ
て
、
そ
の
後
の

類
題
、
練
習
問
題
を
解
い
て
い
く
の
で
あ
る
。

基
本
型
は
、
他
の
場
面
で
も
応
用
で
き
る
。

つ
ま
り
、
基
本
型
と
は
、

見
方
・
考
え
方

の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

算
数
教
科
書
を
子
供
た
ち
だ
け
で
あ
る
程
度
学

ん
で
い
け
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、「
基
本

型
」
と
い
う
言
葉
や
、「
基
本
型
」
を
探
す
こ
と

が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
も
教
え
る
。
そ
れ
が
、
学

び
方
を
学
ぶ
上
で
重
要
な
の
で
あ
る
。

３　

類
題

類
題
は
、
例
題
で
学
ん
だ
内
容
を
基
本
型
ど
お

り
に
解
く
こ
と
が
で
き
る
か
確
認
す
る
大
切
な
問

題
で
あ
る
。
類
題
で
気
を
付
け
る
こ
と
は
三
つ
。

⑴　
「
基
本
型
の
と
お
り
」
に
解
い
て
い
る

か
を
確
認
す
る
こ
と

⑵　

板
書
で
例
示
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と

⑶　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
や
り
方
の
手
順

「
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
」
を
唱
え
さ
せ
る
こ
と

４　

練
習
問
題

最
後
が
練
習
問
題
で
あ
る
。
練
習
問
題
は
、
基

本
型
を
使
っ
て
次
々
と
問
題
を
解
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
に
進
め
る
。

①
〜
④
を
や
り
ま
す
。

②
ま
で
で
き
た
ら
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

子
供
た
ち
が
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
く
る
。

教
師
は
、
②
だ
け
し
か
丸
を
付
け
な
い
。

②
を
見
れ
ば
「
基
本
型
」
を
習
得
で
き
て
い
る

か
ど
う
か
が
分
か
る
か
ら
だ
。

④
ま
で
終
わ
っ
た
子
に
は
、
黒
板
に
板
書
さ
せ

る
。
や
り
方
が
分
か
ら
な
い
子
は
、
そ
の
板
書
を

ヒ
ン
ト
に
問
題
を
解
く
の
で
あ
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
で
、
あ
ら
か
じ
め
、
や
り
方
が

書
か
れ
た
答
え
を
子
供
に
配
信
し
て
お
い
て
も
よ

い
。
も
ち
ろ
ん
、
必
要
に
応
じ
て
教
師
は
個
別
に

指
導
す
る
。

そ
し
て
最
後
に
、

教
科
書
に
チ
ェ
ッ
ク

を
入
れ
る
。

で
き
た
問
題
に
は
斜
線
、
間
違
え
た
問
題
に
は

レ
点
を
入
れ
る
。
全
て
の
問
題
に
、
斜
線
が
付
く

ま
で
繰
り
返
す
。

こ
の
学
び
方
を
習
得
し
た
子
は
、
他
の
教
科
の

学
習
で
も
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
で
も
、
効
率
的

に
勉
強
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

参
考
：「
独
立
行
政
法
人
教
育
セ
ン
タ
ー
若
手
教

員
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
小
学
校
」
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１　

授
業
に
は
「
型
」
が
必
要

授
業
は
、
四
五
分
間
の
組
み
立
て
に
「
型
」
が

あ
る
こ
と
で
、
安
定
す
る
。

伴
一
孝
氏
か
ら
こ
う
教
わ
っ
た
。

「
子
供
に
、『
先
生
、
次
、
何
す
る
の
？
』
と
言

わ
れ
た
ら
、
終
わ
り
だ
」

こ
だ
わ
り
と
不
安
傾
向
が
強
い
Ａ
君
を
担
任
し

た
時
、
授
業
に
型
が
あ
る
こ
と
が
い
か
に
大
切
か

を
感
じ
た
。

Ａ
君
は
、
次
に
何
を
す
る
か
が
分
か
ら
な
い
と

き
に
、
不
安
に
な
る
。
不
安
に
な
る
と
、
次
の
よ

う
な
症
状
を
示
し
た
。

①　

声
に
出
す
。（「
で
き
な
い
〜
」）

②　

物
に
当
た
る
。

③　

席
を
離
れ
、
ふ
ら
ふ
ら
す
る
。

④　

床
に
ご
ろ
ご
ろ
す
る
。

型
が
あ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
症
状
が
出
づ
ら
い
。

ま
た
、
型
が
あ
る
と
、
も
う
一
つ
良
い
こ
と
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
途
中
で
、
Ａ
君
が
つ
ま
ず
き

そ
う
な
箇
所
を
事
前
に
予
測
で
き
、
事
前
に
支
援

が
で
き
る
こ
と
だ
。

２　

国
語
の
授
業
の
型

例
え
ば
、
国
語
の
場
合
、「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス

キ
ル
」
の
一
日
目
、
二
日
目
の
「
新
出
漢
字
練

習
」
は
問
題
が
な
い
。
Ａ
君
は
新
し
い
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
好
き
だ
か
ら
だ
。

し
か
し
、
三
日
目
の
「
テ
ス
ト
練
習
」
の
ペ
ー

ジ
は
、
い
ら
い
ら
し
た
声
を
出
す
。
Ａ
君
に
は
量

が
多
い
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
だ
。

そ
こ
で
、
Ａ
君
が
大
好
き
な
「
五
色
百
人
一

首
」
を
終
え
た
後
、
三
日
目
の
練
習
の
時
に
は
、

そ
ば
に
行
き
、

声
を
掛
け
た
。

「
Ａ
君
、ど
こ
ま

で
練
習
す
る
？
」

「（
三
行
目
を

指
差
し
）
こ
こ

ま
で
」

「（
そ
こ
に
赤

鉛
筆
で
印
を
付

け
）、
こ
こ
ま
で

頑
張
れ
ば
い
い

愛知県豊田市立中山小学校 井
い

戸
ど

砂
さ

織
おり

１時間の授業のとっておきタイムマネジメント：
授業には型が必要である
授業に型があることで、特別支援が必要な児童も安心して、スムーズに授業に参加でき、
力を伸ばすことができる。

★誌上セミナー★　春フェスで学べるこんなこと
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ん
だ
よ
」

こ
の
よ
う
に
声
を
掛
け
る
と
、
一
気
に
Ａ
君
の

表
情
と
声
が
柔
ら
か
く
な
る
。

「
残
り
は
付
箋
を
貼
っ
て
お
く
ね
。
家
で
や
る
？　

給
食
の
後
に
や
る
？
」

こ
の
よ
う
に
聞
い
て
、
Ａ
君
に
選
ば
せ
る
。

Ａ
君
は
、
そ
の
時
の
気
分
で
、
自
分
で
選
ぶ
。

「
給
食
の
後
に
や
る
！
」

こ
の
と
き
、
大
切
な
こ
と
は
、「
残
り
は
後
で

や
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
よ
」
と
強
制
的
な
言
い

方
を
し
な
い
こ
と
だ
。

Ａ
君
は
熱
中
す
る
と
、
と
て
も
集
中
し
、
全
力

で
取
り
組
む
子
だ
。
人
一
倍
、「
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
」「
み
ん
な
と
同
じ
よ
う
に
ち
ゃ
ん
と

や
り
た
い
」
と
い
う
思
い
を
も
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
過
敏
さ
や
こ
だ
わ
り
を
強
く
も
っ
て
い
る
た

め
、
ど
う
し
て
も
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
、
そ
の

こ
と
で
不
安
に
な
り
い
ら
い
ら
し
て
し
ま
う
。

だ
か
ら
、
普
段
か
ら
こ
の
よ
う
に
話
す
よ
う
に

し
た
。

「
Ａ
君
は
、
得
意
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
で

し
ょ
う
。
難
問
も
二
重
跳
び
も
鉄
棒
の
だ
る
ま
回

り
も
た
く
さ
ん
で
き
て
い
る
よ
ね
。
全
て
の
こ
と

で
、
全
部
頑
張
っ
た
ら
疲
れ
て
し
ま
う
よ
。
だ
か

ら
、
ち
ょ
っ
と
で
き
な
い
な
、
難
し
そ
う
だ
な
と

思
っ
た
ら
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
選
ん
だ
ら
い

い
ん
だ
よ
」

こ
う
話
す
と
、
Ａ
君
は
う
れ
し
そ
う
に
「
う

ん
！
」
と
答
え
た
。

３　

算
数
の
型

算
数
も
同
様
に
、
型
を
作
っ
て
い
る
。
基
本
的

に
、
①
教
科
書
、
②
「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」

ま
で
は
、
一
斉
に
行
い
、
計
算
ス
キ
ル
の
仕
上
げ

か
ら
③
問
題
集
、
④
難
問
は
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で

進
め
る
。
一
年

間
行
う
こ
と
で
、

算
数
が
好
き
な

Ａ
君
は
、
難
問

の
問
題
集
を
一

二
冊
終
え
た
。

Ａ
君
は
匂
い

や
味
に
敏
感
で

給
食
が
食
べ
ら

れ
な
い
と
き
が

あ
る
。
そ
う
い

う
と
き
は
、
給
食
の
時
間
に
、
難
問
を
解
い
て
い

た
。
Ａ
君
に
と
っ
て
熱
中
す
る
も
の
が
あ
っ
た
こ

と
は
、
学
校
生
活
を
送
る
上
で
と
て
も
役
立
っ
た
。

難
問
に
熱
中
し
た
の
は
、
Ａ
君
だ
け
で
は
な
い
。

授
業
の
中
に
型
と
し
て
組
み
込
む
こ
と
で
、
子
供

た
ち
は
年
間
を
通
し
、
難
問
に
取
り
組
ん
だ
。
Ａ

君
に
は
難
問
の
ラ
イ
バ
ル
が
で
き
た
。
Ｂ
君
も
、

難
問
を
一
二
冊
終
え
た
の
だ
。

Ｂ
君
は
、
三
月
、
作
文
に
こ
の
よ
う
に
書
い
て

い
た
。

　

三
年
四
組
し
ょ
う
か
い

　

三
年
四
組
は
、
そ
う
じ
が
う
ま
い
人
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
が
、
元
気
な
人
を
し
ょ
う
か
い
し

ま
す
。（
中
略
）

　

二
人
目
は
、
Ａ
く
ん
で
す
。
Ａ
く
ん
は
、
い

け
な
い
こ
と
も
し
ま
す
が
、い
い
こ
と
も
し
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
と
う
ろ
ん
や
、
な
わ
と
び
で
す
。

そ
れ
い
外
で
も
、
Ａ
く
ん
の
す
ご
い
と
こ
ろ
は

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

な
わ
跳
び
も
ま
た
、
体
育
の
授
業
の
型
の
一
つ

で
あ
る
。
授
業
に
「
型
」
が
あ
る
こ
と
で
、
子
供

の
力
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
。
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特
別
支
援
教
育
は
、
現
代
に
お
い
て
学
級
の
要

と
な
る
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

　

全
て
の
ク
ラ
ス
に
発
達
障
害
、
ま
た
は
、
そ
れ
に

近
し
い
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
子
供
が
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
の
無
知
は
、
教
師
と

し
て
の
資
質
の
無
さ
に
直
結
す
る
。

　

二
〇
二
三
年
度
に
教
職
を
辞
し
、
現
在
の
職
業

を
立
ち
上
げ
た
。

　

一
年
間
で
本
当
に
た
く
さ
ん
の
教
室
と
子
供
た

ち
、
先
生
た
ち
を
観
察
し
て
き
た
。

　

圧
倒
的
に
す
ば
ら
し
い
授
業
を
さ
れ
る
先
生
も

い
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
こ
れ
は
ど
う
か
？　

と
思
う

目
を
覆
い
た
く
な
る
よ
う
な
授
業
に
も
出
会
っ
た
。

　

で
は
、
目
も
覆
い
た
く
な
る
よ
う
な
授
業
の
特

徴
と
は
何
か
？

そ
れ
は
、

「
教
師
の
言
葉
・
話
が
長
い
」

「
教
師
の
説
明
が
多
い
」

で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
の
表
情
は
暗
く
、
教
室
に
動
き
も
な
い
。

　

だ
ん
だ
ん
と
子
供
た
ち
の
姿
勢
も
崩
れ
、
意
識

が
遠
く
へ
い
っ
て
し
ま
う
。

　

教
師
は
必
死
に
注
意
を
す
る
。

　

そ
の
時
は
良
く
な
る
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
だ
れ

4

4

る
。

　

こ
れ
ら
の
結
末
は
二
つ
し
か
な
い
。

　

教
室
が
騒
乱
状
態
に
な
る
か
、
も
し
く
は
、
教

師
が
恐
怖
で
子
供
た
ち
を
縛
る
の
で
あ
る
。

 NPO法人TOSS理事 
㈱RIDGE SPECIAL EDUCATION WORKS 

  発達支援コンサルタント
小
こ

嶋
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き

特別支援教育の「超」基礎・基本は
「ワーキングメモリ」から
ワーキングメモリを知ることで、教師の指導を見直すことができる
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で
は
、
多
く
の
教
師
は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。

　

向
山
氏
は
、「
一
時
一
事
の
原
則
」
と
し
て
、

一
つ
の
時
に
一
つ
の
指
示
を
出
す
こ
と
を
、
か
な

り
前
か
ら
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
効
果
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
を
知

れ
ば
多
く
の
先
生
方
も
納
得
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

前
頁
の
図
は
、
私
が
校
内
研
修
な
ど
で
よ
く
見

せ
て
い
る
「
発
達
障
害
の
基
礎
講
座
」
の
ス
ラ
イ

ド
の
一
部
で
あ
る
。

　

発
達
障
害
の
子
供
の
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
の
機

能
で
は
な
い
。

　

定
型
の
子
供
た
ち
の
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
の
機

能
で
あ
る
。

衝
撃
的
な
こ
と
は
「
二
〇
秒
で
九
〇
％
以
上
忘

れ
る
よ
う
に
で
き
て
い
る
」
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
の
保
持
量
は
大
人

で
も
四
つ
ほ
ど
で
あ
る
。

　

小
学
生
な
ら
五
、
六
年
生
で
大
人
と
同
じ
量
を

記
憶
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
一
〜
二
年

生
だ
と
保
持
量
は
一
〜
二
つ
と
な
る
。

　

こ
れ
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
そ
も
そ
も
長
い
話
や

指
示
な
ど
は
入
ら
な
い
こ
と
が
理
解
い
た
だ
け
る

は
ず
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
発
達
障
害
が
あ
り
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ

リ
に
課
題
が
あ
る
場
合
、
保
持
量
が
極
め
て
少
な

い
こ
と
は
、
す
ぐ
に
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
う
。

そ
し
て
、
左
上
の
ス
ラ
イ
ド
を
見
せ
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
対
応
と
し
て
、
全
て
重
要

で
あ
る
。

　

特
に
重
要
な
こ
と
は
、

「
一
〇
文
字
以
内
の
指
示
を
目
指
す
（
①
）」

と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
意
識
が
あ
る
だ
け
で
、
教

師
の
言
葉
を
短
く
伝
え
よ
う
と
す
る
意
識
を
か
な

り
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。

　

次
に
重
要
な
こ
と
は
、

「
何
度
も
繰
り
返
し
伝
え
る
（
②
）」

「
重
要
な
こ
と
は
三
度
繰
り
返
す
（
③
）」

と
い
う
点
で
あ
る
。

　

ど
ん
な
に
短
い
指
示
で
あ
っ
て
も
、
ワ
ー
キ
ン

グ
メ
モ
リ
か
ら
簡
単
に
外
れ
る
の
が
発
達
障
害
の

あ
る
子
供
な
の
で
あ
る
。

「
何
度
も
伝
え
る
こ
と
で
、
理
解
し
て
く
れ
る
」

と
い
う
意
識
を
も
つ
こ
と
は
、
教
師
の
対
応
の

「
優
し
さ
」
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

ぜ
ひ
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
、
年
度
が
始
ま
っ
て

す
ぐ
の
段
階
で
共
有
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

そ
の
こ
と
で
、
全
校
が
全
て
の
子
供
に
優
し
い

環
境
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
は
ず
で
あ
る
。



24

１　

サ
ー
ク
ル
で
、
指
導
案
の
書
き
方
を
教
え
て
も
ら
う

私
が
、
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
た
の
は
、
二
三
歳
の

時
で
あ
る
。
新
採
教
師
だ
っ
た
。

　

研
究
授
業
の
指
導
案
に
悩
ん
で
い
た
。
ど
の
よ

う
に
書
い
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
同
学

年
の
先
生
に
あ
れ
こ
れ
教
え
て
も
ら
う
。

「
私
も
毎
回
悩
む
か
ら
、
大
丈
夫
よ
」

「
教
師
は
指
導
じ
ゃ
な
く
て
、
支
援
だ
か
ら
ね
」

　

具
体
的
に
ど
う
書
け
ば
い
い
の
か
、
や
は
り
分

か
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
時
で
あ
る
。
同
僚
の
小
嶋
二
郎
氏
に
、
職

員
室
で
声
を
掛
け
ら
れ
た
。

「
林
君
。
組
合
の
飲
み
会
に
来
な
い
？　

Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
の
先
生
が
い
る
よ
！
」

　

何
？　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
が
い
る
！　

す
ぐ
に

申
し
込
む
。
私
は
、
大
学
生
の
頃
か
ら
向
山
洋
一

氏
の
本
を
読
ん
で
い
た
。
憧
れ
で
あ
る
。

飲
み
会
に
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
が
い
た
。
南
俊

哉
氏
。
岩
国
教
育
サ
ー
ク
ル
の
代
表
だ
。
隣
の
席

に
腰
掛
け
た
。
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ

た
。
た
く
さ
ん
の
お
酒
も
飲
ん
だ
。

「
林
君
、
サ
ー
ク
ル
、
来
な
い
？
」

「
は
い
、
行
き
た
い
で
す
。
い
つ
で
し
ょ
う

か
？
」

「
明
日
！
」

　

次
の
日
。
サ
ー
ク
ル
会
場
に
向
か
う
。
会
場
の

ド
ア
を
開
け
る
。
ド
キ
ド
キ
し
た
。
や
っ
ぱ
り
帰

ろ
う
か
と
一
瞬
思
う
。
だ
が
、
指
導
案
の
書
き
方

を
教
え
て
ほ
し
か
っ
た
。

「
や
ぁ
！　

林
君
！
」

　

南
氏
が
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
た
。
他
の
先
生
も

笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
た
。

　

次
々
と
、
他
の
先
生
が
模
擬
授
業
を
す
る
。

　

次
々
と
、
他
の
先
生
が
代
案
を
実
演
す
る
。

　

私
は
た
く
さ
ん
メ
モ
を
し
た
。

（
へ
ぇ
！　

音
読
は
、
こ
ん
な
さ
せ
方
も
あ
る
ん

だ
！
）（
こ
ん
な
に
笑
顔
で
褒
め
る
ん
だ
！
）

「
林
君
は
、
指
導
案
を
見
て
も
ら
い
た
い
の
で

し
ょ
う
？
」

「
は
い
！　

お
願
い
し
ま
す
」

　

鞄
か
ら
指
導
案
を
慌
て
て
出
し
た
。
配
る
。

　

他
の
先
生
が
、
指
導
案
に
赤
ペ
ン
を
走
ら
せ
る
。

数
秒
後
。

「
児
童
観
と
指
導
観
が
つ
な
が
っ
て
い
な
い
ね
。

山口県下関市立清末小学校 林
はやし

健
たけ

広
ひろ

具体的に、
解決策を教えてくれるサークル
小さな悩みでも、相談してみよう！

「サークル」活動で教師力は伸びる　春フェスからTOSSサークルへ学びをつなげよう

サークル紹介動画→
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児
童
観
で
子
供
の
育
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
書

い
た
の
な
ら
、
そ
の
と
こ
ろ
を
、
こ
の
単
元
で

ど
う
す
る
か
書
か
な
い
と
。
私
な
ら
ね
、
〜
〜

〜
と
書
く
よ
」

「
林
君
、
こ
れ
は
教
材
名
だ
よ
。
単
元
名
で
は

な
い
よ
」

　

わ
ず
か
五
分
で
、
赤
ペ
ン
び
っ
し
り
の
指
導
案

に
な
っ
た
。
具
体
的
に
教
え
て
も
ら
い
、
う
れ
し

か
っ
た
。
そ
の
晩
、
指
導
案
を
書
き
終
わ
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

サ
ー
ク
ル
は
、
指
導
案
の
書
き
方
を
具
体
的
に

教
え
て
く
れ
る
。
授
業
技
術
を
具
体
的
に
教
え
て

く
れ
る
。
時
に
恋
の
相
談
に
も
の
っ
て
く
れ
た
。

　

サ
ー
ク
ル
の
お
か
げ
で
、
今
の
私
が
い
る
。

２　

サ
ー
ク
ル
で
、
悩
み
を
解
決
す
る

　

現
在
。

サ
ー
ク
ル
の
先
生
方
、
同
僚
の
先
生
方
か
ら
、

様
々
な
相
談
を
受
け
る
。

「
向
山
式
跳
び
箱
指
導
法
、
ど
こ
が
一
番
の
ポ
イ

ン
ト
で
す
か
？
」

「
漢
字
ス
キ
ル
を
使
わ
せ
て
い
る
け
れ
ど
、
点
数

が
良
く
な
り
ま
せ
ん
。
ど
こ
が
い
け
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？
」

「
六
年
担
任
に
な
り
そ
う
な
の
で
す
が
、
ど
ん
な

準
備
を
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
？
」

　

私
が
二
〇
代
の
と
き
、
サ
ー
ク
ル
の
先
輩
方
は

優
し
く
、
そ
し
て
具
体
的
に
教
え
て
く
れ
た
。
模

擬
授
業
を
目
の
前
で
し
て
く
れ
た
。
私
も
、
そ
う

し
て
い
る
。
サ
ー
ク
ル
や
、
校
内
の
自
主
的
な
研

修
会
で
、
具
体
的
に
実
演
し
て
い
る
。

　

授
業
技
術
・
技
能
は
口
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
。

　

実
演
し
て
こ
そ
、
伝
わ
る
。

　

本
で
は
学
べ
な
い
こ
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
学
べ

な
い
こ
と
が
サ
ー
ク
ル
で
は
学
べ
る
。

　

春
フ
ェ
ス
で
、
様
々
な
こ
と
を
学
ぶ
だ
ろ
う
。

だ
が
、
そ
の
と
お
り
し
た
つ
も
り
な
の
に
、
う

ま
く
い
か
な
い
と
き
が
あ
る
。
そ
ん
な
と
き
は
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
？

　

サ
ー
ク
ル
で
質
問
す
る
と

い
い
。
模
擬
授
業
し
な
く
て

も
い
い
。
そ
の
場
に
い
る
だ

け
で
い
い
。

二
三
歳
の
私
と
同
じ
く
、

サ
ー
ク
ル
の
先
生
が
、
た
く

さ
ん
実
演
し
て
く
れ
る
は
ず

だ
。
具
体
的
に
教
え
て
く
れ

る
は
ず
だ
。

　

再
度
、
書
く
。

　

サ
ー
ク
ル
の
お
か
げ
で
、

今
の
私
が
い
る
。
サ
ー
ク
ル

入
会
は
人
生
の
分
岐
点
で
あ

る
。
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※ 「春フェス」情報ウェブサイト掲載（2024年３月上旬時点）のセミナーを下記
カテゴリに分け、それぞれ３個ずつ投票をしてもらった。その上位をご紹介し
ている。

お申し込みはこちら⇩ 春フェス紹介動画！
教師が学ぶことで
子供の姿が変わった！
そんな声が届いています

学級経営 OL：オンライン、HV：ハイブリッド（対面＋オンライン）

5/3 ハッピーな学級経営＆保護者対応講座　プレゼントたっぷり OL 神奈川 NPO法人教師と
子どもの未来・湘南

5/5 イベントのプロが答える！　学級イベント必勝法講座 OL 千葉
NPO法人TOSS千葉
子ども教育
プロジェクト

5/11 魔の６月なんて怖くない！　学級のシステムを再構築するための講座 対面 新潟 TOSS柳都

5/26 １年間の成長を左右する「魔の６月」にやる学級経営のポイント HV 埼玉 TOSS志士舞

6/1 魔の６月を乗り切って、子供も担任もハッピーに！ 対面 秋田 TOSS秋田

授業力

5/3
初めての教材でも安心して授業ができる　プロ教師がもっている１
年間を安定させるスキルと学ばせ方　子供に最適な学びを保障する
教育技術決定版

HV 山口 TOSS/
Advance

5/12 授業が激変！　教師力を高める授業のベーシックスキル！ HV 岩手 TOSS銀河
5/25 みおつくしファイナル会場 対面 大阪 TOSS大阪みおつくし

5/25 『型』と『パーツ』で組み立てる！　１時間の授業の組み立て方講座
～子連れ歓迎！パパ先生ママ先生、我が子と一緒に学びましょう！～ 対面 栃木 TOSSパイロン

5/26 子供たちが次々に発言する授業 対面 茨城 TOSS一貫

「魔の６月」を「飛躍の６月」に
するために
「TOSSが気になっている」という方々にお会いしたので、春フェスについてアンケートのご
協力をお願いした。「行ってみたい」と思った春フェスのセミナー（2024年３月上旬時点）
はどれか。

特定非営利活動法人 TOSS　 加
か

納
のう

由
ゆ

美
み

子
こ

これから参加できる「春の教師力UPフェス」（略称：春フェス）おすすめ会場一覧



い
い
先
生
に
な
る
！
　
T
O
S
S

T
O
S
S
春
の
教
師
力

春
の
教
師
力
U
P
U
P
フェス
フェス

特集

27 2024. 5

授業力／教科・行事編
5/1 子供も保護者も大満足！　運動会の組み立て方 OL 兵庫 TOSS淡路キツツキ

5/5 子供が熱中する音楽授業の作り方～心地よいリズムとテンポを体感
しよう～ 対面 埼玉 NPO TOSS音楽教育

研究会

5/5 「道徳は何しようかな？」から脱却する！
道徳が楽しくなる中心発問の考え方 HV 富山 TOSS富山

5/6 技能教科こそ楽しく動かそう！～体育・音楽の授業大公開 ～ 対面 茨城 TOSS放課後の机

5/18 ツマラナイ国語授業を激変させる技30 対面 山形 NPO法人教育力アッ
プ山形

5/19 技能教科で学級集団をワンランクアップ！　授業力・対応力向上講
座 対面 宮城 NPO法人宮城子ども

教室
5/24 毎日の国語の授業が楽しくなる！～討論の授業で学級を知的にする～ HV 愛知 NPO英語教育研究所

AI ／ ICT活用
5/3 先生のためのAI時代の新たな授業サポート OL 兵庫 TOSS山風

5/3 もう怖くない！　受ければわかるICTを活用した授業＆協働的な学び
の授業 HV 埼玉 TOSS志士舞

5/25 セカンドGIGAに今から備える！　今だからできるGIGA実践大公開 HV 奈良 TOSS大和

特別支援
5/11 特別支援対応きほんの「ほ」実態は把握できたけど、どうやって問

題行動にアプローチすればいいの？　ケース別支援事例で紹介 OL 静岡 TOSS close to the 
edge

5/17 教師が変われば子供は変わる！　大変！　と思えるクラス、子供た
ちが愛おしくなる‼～特別支援対応、徹底習得講座‼～ HV 愛知 NPO英語教育研究所

5/18 通常学級における、ちょっとした工夫で、クラスの発達障害・グレー
ゾーンの子を安心させるコツ 対面 東京 TOSSお江戸87の会

仕事術
5/11 分掌が増えても効率的&快適に過ごす仕事術講座 対面 静岡 教師サークルstage

5/18 自分も周りも幸せになる！　☆スマート☆仕事術講座 HV 群馬 TOSS群馬
事務局

5/31 少し変えるだけで効率が上がる　知っておくと便利な仕事術 OL 静岡 TOSS SMILE

中学・高校
5/3 高校３年進路指導・「こんな時どうする？」セミナー HV 茨城 TOSS Frontier

5/6 授業力・学級経営力向上（中学校編） 対面 長崎 TOSS長崎・
中学サークル

5/25 高校教師力up学習会～魔の６月を予防するための関わり～ 対面 北海道 TOSS高校北海道サー
クル

教員採用試験
5/9 教員採用面接講座 OL 兵庫 TOSS春風
6/1 今からでも遅くない！　教員採用試験のイロハはこれだ！ HV 岡山 TOSS岡山
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か
」

　
様
々
に
意
見
を
発
表
さ
せ
、
驚
き

な
が
ら
、
褒
め
る
。

「
か
ば
と
わ
に
の
し
か
く
に
、
ど
ん

な
こ
と
ば
を
い
れ
ま
す
か
」

　
書
け
た
人
か
ら
発
表
さ
せ
、
教
師

は
板
書
し
て
い
く
（
同
じ
展
開
で
く

ま
と
ご
り
ら
も
可
能
）。

　
そ
の
後
、
板
書
し
た
も
の
を
使
っ

て
、
み
ん
な
で
音
読
す
る
。

三
　
詩
の
一
部
分
を
作
る

※
説
明
の
た
め
、
教
科
書
を
も
と
に

か
き
起
こ
し
た
イ
ラ
ス
ト
を
使
用
し

て
い
ま
す
。

「
先
生
と
か
わ
り

ば
ん
こ
で
読
み
ま

す
」

　
簡
単
で
分
か
り

や
す
い
詩
な
の
で

音
読
の
方
法
を
変

え
な
が
ら
五
回
程
度
読
め
ば
十
分
で

あ
る
。

「
だ
れ
が
で
て
き
ま
し
た
か
」

「
あ
め
が
だ
い
す
き
な
の
は
、
だ
れ

と
だ
れ
で
す
か
」

」「
ひ
だ
り
と
み
ぎ
。
さ
し
え
の
お
な

じ
（
ち
が
う
）
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す

一
　
挿
絵
を
使
っ
て
読
解
す
る

二
　
挿
絵
を
並
べ
て
比
較
す
る

「あめですよ」挿絵を使って
知的で楽しい詩の授業
教科書の５つの挿絵を生かして、
①本文の読解②比較で想像を広
げる③詩の創作。３つの展開で
楽しい詩の授業。

1年

東京都三鷹市立高山小学校

濱
はま

中
なか

佑
ゆう

介
すけ

東京書籍・１年上・P26-31

Japanese
国語

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ

発問 かばと　わにの　しかくに、
どんな　ことばを　いれますか。

　
教
科
書
の
一
部
を
隠
し
た
ス
ラ
イ

ド
を
見
せ
る
。

「
あ
め
で
す
よ
」

「
あ
め
　
あ
め
　
だ
い
す
き
　
と
ん

…
…
」

　
教
師
は
笑
顔
で
子
供
た
ち
と
一
緒

に
、
音
読
す
る
。

「
先
生
の
ま
ね
を
し
て
読
み
ま
す
」

※教科書は令和２年度版。
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↓
「
目
」
が
付
く
と
い
う
意
見
を
、

一
人
だ
け
選
ぶ
。

　
教
科
書
三
五
ペ
ー
ジ
へ
。

説
明  

動
物
た
ち
が
並
ん
で
い
ま
す
。

発
問  

前
か
ら
三
人
は
ど
の
動
物
か

ら
ど
の
動
物
ま

で
で
す
か
？

説
明  

そ
の
下
に

書
い
て
あ
り
ま

す
。

指
示  

な
ぞ
り
な

さ
い
。

発
問  

前
か
ら
三

人
目
と
あ
り
ま

す
。
ど
の
動
物

で
す
か
？

指
示  

な
ぞ
り
な
さ
い
。

〈
参
考
文
献
〉

「
向
山
型
算
数
に
挑
戦
35
」（『
向
山

型
算
数
教
え
方
教
室
』
二
〇
〇
二
年

十
月
号
　
明
治
図
書
）

ま
し
た
。

発
問  

ど
ん
な
動
物
が
走
っ
て
い
ま

す
か
？

発
問  

一
位
の
動
物
は
誰
で
す
か
？

※
こ
れ
を
五
位
ま
で
く
り
返
す
。

説
明  

こ
の
よ
う
に
順
番
を
表
す
こ

と
が
で
き
ま
す
ね
。

説
明  

並
び
方
の
勉
強
を
し
ま
す
。

（
五
人
前
に
出
し
て
）

発
問  

前
は
こ
ち
ら
で
す
。
前
か
ら

三
人
は
誰
か
ら
誰
で
す
か
？

（
前
か
ら
四
人
、五
人
を
繰
り
返
す
）

発
問  

前
か
ら
三
人
目
は
誰
で
す

か
？

（
前
か
ら
四
人
目
、
五
人
目
を
繰
り

返
す
）

※
〇
人
目
の
子

に
お
面
を
か

ぶ
ら
せ
て
も

良
い
。

発
問  

こ
こ
ま

で
で
気
付
い

た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん

か
？

「
前
か
ら
何
人
」
と
い
う
集
合
数
。

「
前
か
ら
何
人
目
」
と
い
う
順
序
数

が
出
て
く
る
。

　
言
い
方
で
答
え
が
変
わ
っ
て
く
る

の
で
、
つ
ま
ず
く
子
も
い
る
だ
ろ
う
。

　
以
下
、
授
業
の
流
れ
。

指
示  

い
っ
ぱ
い
動
物
が
い
る
ね
。

ど
ん
な
動
物
が
何
を
し
て
い
る

か
お
話
し
て
く
だ
さ
い
。「
〜
が

〜
し
て
い
ま
す
。」
と
い
う
よ
う

に
お
話
し
す
る
ん
で
す
よ
。

↓
た
ぬ
き
た
ち
が
か
け
っ
こ
を
し
て

い
ま
す
。

　
ネ
ズ
ミ
が
旗
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
な
ど
な
ど
　

説
明  

動
物
た
ち
が
か
け
っ
こ
を
し

神奈川県逗子市立沼間小学校

宮
みや

森
もり

裕
ゆう

太
た

「なんばんめ」
「前から何人」「前から何人目」
は実際に並ばせて理解させる。

東京書籍・１年①・P34-37

1年
Mathematics
算数発問 前から３人は誰から誰ですか？

発問 前から３人目は誰ですか？

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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合
い
を
さ
せ
る
。
そ
の
際
に
こ
の
よ
う

な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
書
か
せ
る
と
よ
い
。

ぼ
く
は
、「
〜
ち
え
」
が
一
番

か
し
こ
い
と
考
え
ま
す
。
な
ぜ

な
ら
、（
Ｐ
◯
に
は
「
〜
」
と

書
い
て
あ
り
ま
す
。
と
い
う
こ

と
は
）
〜
だ
か
ら
で
す
。

　
引
用
は
二
年
生
に
は
難
し
い
の
で
、

主
張
と
理
由
が
書
け
れ
ば
十
分
で
あ

る
。
書
か
せ
た
後
は
交
流
さ
せ
る
。

交
流
さ
せ
た
後
に
全
体
で
ミ
ニ
討
論

を
し
て
も
良
い
。

①
　
自
分
と
同
じ
ち
え
を
選
ん

だ
友
達
に
理
由
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
す
る
。

②
　
自
分
と
ち
が
う
ち
え
を
選

ん
だ
友
達
に
理
由
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
意
見
だ
け
で

な
く
、
違
う
意
見
に
触
れ
る
こ
と
で
、

こ
の
単
元
に
お
い
て
付
け
た
い
力
で

あ
る
「
感
想
を
交
流
す
る
」
と
い
う

こ
と
も
同
時
に
達
成
で
き
る
だ
ろ
う
。

「たんぽぽのちえ」
いくつの知恵があるか検討し、
一番感心する知恵について話し
合う。

2年

神奈川県大和市立林間小学校

村
むら

上
かみ

諒
りょう

光村図書・２年上・P45-51

Japanese
国語発問 どのちえが一番かしこいですか。

①

花
と
じ
く
を
休
ま
せ
て
、
た
ね
を
太
ら
せ
る
ち
え
。

②

わ
た
毛
に
つ
い
て
い
る
た
ね
を
と
ば
す
ち
え
。

③

せ
い
を
高
く
し
て
た
ね
を
と
お
く
ま
で
と
ば
す
ち
え
。

④

し
め
り
の
多
い
日
や
、
雨
ふ
り
の
日
に
は
す
ぼ
む
ち
え

ど
の
ち
え
が
一
番
か
し
こ
い
で
す
か
。

ぼ
く
は
、
わ
た
毛
に

つ
い
て
い
る
た
ね
を

と
ば
す
ち
え
が
か
し

こ
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
と
お
く
に

い
け
る
か
ら
で
す
。

れ
い

　
こ
の
単
元
の
目
標
は
、「
じ
ゅ
ん

じ
ょ
に
気
を
つ
け
て
読
も
う
」
で
あ

る
。
ま
た
初
め
て
子
供
た
ち
が
味
わ

う
本
格
的
な
説
明
文
で
あ
る
。
そ
れ

ま
で
の
「
じ
ど
う
車
く
ら
べ
」
で
は

車
の
紹
介
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、

「
ち
え
」
と
い
う
抽
象
的
な
事
例
で

展
開
さ
れ
て
い
く
。
順
序
や
時
の
表

す
言
葉
に
注
目
し
な
が
ら
、「
ち
え
」

の
事
例
を
要
約
し
、
自
分
が
一
番
か

し
こ
い
と
思
っ
た
「
ち
え
」
を
選
び
、

話
し
合
い
を
さ
せ
る
。

指
示
１  

た
ん
ぽ
ぽ
に
は
い
く
つ
の

ち
え
が
あ
り
ま
す
か
。
ノ
ー
ト
に

◯
つ
と
書
き
な
さ
い
。

　
こ
れ
は
、
四
つ
で
あ
る
。
子
供
た

ち
は
す
ぐ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
最
後
の
、
ち
え
を
は
た
ら

か
せ
て
な
か
ま
を
ふ
や
す
事
例
は
、

五
つ
め
の
ち
え
で
は
な
く
、
ま
と
め

の
文
章
で
あ
る
。

指
示
２  

そ
れ
ぞ
れ
の
ち
え
を
「
〜

ち
え
。」
と
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
な

さ
い
。

　
次
の
四
つ
の
ち
え
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
要
約
の
例
）

①
　
花
と
じ
く
を
休
ま
せ
て
、

た
ね
を
太
ら
せ
る
ち
え
。

②
　
わ
た
毛
に
つ
い
て
い
る
た

ね
を
と
ば
す
ち
え
。

③
　
せ
い
を
高
く
し
て
た
ね
を

と
お
く
ま
で
と
ば
す
ち
え
。

④
　
し
め
り
の
多
い
日
や
、
雨

ふ
り
の
日
に
は
す
ぼ
む
ち
え
。

　
お
お
む
ね
、
こ
の
よ
う
な
要
約
に

な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
四
つ
の
事
例
を

も
と
に
検
討
し
て
い
く
。

発
問  

ど
の
ち
え
が
一
番
賢
い
で
す

か
。

　
ノ
ー
ト
に
、
書
か
せ
た
上
で
話
し
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十
の
位
を
隠
す
。

①　何が見えますか？（5＋9）
②　答えは何ですか？（14）
③ 　写します。このとき、１は線の上に

小さく書きます。
④　指を右に動かします。
⑤　何＋何＋何が見えますか？（3+2+1）
⑥　答えは何ですか？（６）
⑦　写します。

　

た
し
算
の
繰
り
上
が
り
筆
算
は
、

こ
の
時
間
が
一
番
の
基
本
で
あ
る
の

で
、
丁
寧
に
教
え
よ
う
。

（
川
原
雅
樹
氏
Ｔ
Ο
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
参

考
）

①　
「
35
＋
29
の
計
算
が
縦
に

へ
ん
し
ん
」

②　
「
35
」
と
書
い
た
ら
、「
一

マ
ス
空
け
て
」
と
一
緒
に
言

う
。

③　

続
け
て
「
29
」
を
書
く
。

④　

ミ
ニ
定
規
で
線
を
引
く
。

「
へ
ん
し
ん
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ

て
、
筆
算
に
直
す
。

　

ま
た
、
筆
算
の
「
35
」
の
前
は
、

一
マ
ス
空
け
る
こ
と
を
告
げ
て
お
く
。

そ
し
て
最
後
に
、
ミ
ニ
定
規
で
線
を

引
く
。
こ
の
線
引
き
も
と
て
も
難
し

い
の
で
、
最
初
は
ゆ
っ
く
り
全
員
が

で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
。

　

右
の
図
の
よ
う
に
、
人
差
し
指
で

二
　
指
で
隠
す

　

初
め
て
筆
算
を
習
う
単
元
で
あ
る
。

教
科
書
に
は
、
横
書
き
で
問
題
が
書

か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
ま
ず
筆

算
型
に
書
き
換
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

二
年
生
に
と
っ
て
、
こ
こ
ま
で

ノ
ー
ト
に
書
く
だ
け
で
も
難
し
い
。

「
ジ
ャ
ン
ボ
ホ
ワ
イ
ト
・
ノ
ー
ト
」

を
使
う
と
マ
ス
目
が
分
か
り
や
す
い
。

一
　
筆
算
型
に
式
を
写
す

大阪府泉佐野市立第二小学校

勇
いさみ

和
かず

代
よ

初めての「たし算の
ひっ算」
指で隠すことで、今、何の計算
をするのかがよく分かる。

東京書籍・２年上・P17-19

2年
Mathematics
算数Q．筆算をノートに写します。 

指で隠しましょう。

ひっ算 指 導には
「ジャンボ ホワイト・
ノート」が必須。

※教科書は令和２年度版。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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ん
な
こ
ま
が
出
て
き
ま
す
か
。

　
（
色
が
わ
り
ご
ま
）

②　
「
色
が
わ
り
ご
ま
」
に
赤
丸
。

③　

今
度
、
青
線
の
答
え
、
ど
ん
な

楽
し
み
方
が
で
き
る
の
で
す
か
。

　
（
色
を
楽
し
む
）

④　
「
色
を
楽
し
む
」
に
青
線
。

⑤　

第
三
段
落
も
、
同
じ
よ
う
に
、

赤
丸
と
青
線
を
付
け
ま
す
。
で
き

た
ら
教
科
書
を
持
っ
て
来
ま
す
。

⑥　

同
じ
よ
う
に
、
第
七
段
落
ま
で

や
っ
て
ご
ら
ん
。
一
人
で
や
っ
て

も
友
達
と
や
っ
て
も
良
い
。
先
生

に
聞
い
て
も
良
い
。
時
間
は
、
○

分
ま
で
。
始
め
。

　

第
八
段
落
を
二
〇
文
字
以
内
に
ま

と
め
ま
す
。
次
の
四
角
の
中
に
、
言

葉
を
入
れ
て
ご
ら
ん
。

さ
ま
ざ
ま
な
□
□
と
そ
の
□
□

□
□
が
あ
る
□
□
。

（
こ
ま
、
楽
し
み
方
、
日
本
）

四
　「
ま
と
め
」
を
押
さ
え
る

②　
「
問
い
の
文
」
は
ど
れ
で
す
か
。

（
で
は
、
ど
ん
な
こ
ま
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
。）

③　

も
う
一
つ
あ
り
ま
す
。

（
ま
た
、
ど
ん
な
楽
し
み
方
が
で

き
る
の
で
し
ょ
う
。）

④　

最
初
の
文
に
赤
線
を
引
き
ま
す
。

　

続
い
て
、
二
つ
め
の
文
に
青
線
。

⑤　

二
つ
と
も
「
問
い
の
一
字
」
が

抜
け
て
い
ま
す
。
問
い
の
一
字
は

何
で
す
か
。（
か
）

⑥　
「
か
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
文
に
書

き
入
れ
な
さ
い
。

①　

こ
の
文
章
は
、「
問
い
の
段
落
」

と
「
答
え
の
段
落
」
と
「
ま
と
め

の
段
落
」
で
で
き
て
い
ま
す
。

②　
「
ま
と
め
の
段
落
」
は
、
ど
こ

で
す
か
。（
第
八
段
落
）

③　

で
は
、「
答
え
の
段
落
」
は
ど

こ
で
す
か
。（
第
二
〜
七
段
落
）

①　

第
二
段
落
、
赤
線
の
答
え
、
ど

二
　
段
落
構
造
を
押
さ
え
る

三
　「
答
え
」
を
押
さ
え
る

説明文教材「こまを
楽しむ」
２色の色鉛筆を使い、「問いと
答えを対応させる」指導を行う。

3年

長野県公立小学校

大
おお

川
かわ

雅
まさ

也
や

光村図書・３年上・P50-59

Japanese
国語発問 問いの文はどれですか。

　どんなこまが出てきますか。
　どんな楽しみ方ができるのですか。

　

三
年
生
に
な
っ
て
最
初
の
説
明
文

教
材
で
あ
る
。
ど
の
子
も
一
〇
回
以

上
音
読
さ
せ
た
い
。
ま
た
、
様
々
な

種
類
の
音
読
指
導
を
行
い
、
楽
し
く

音
読
さ
せ
た
い
（
音
読
指
導
に
つ
い

て
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
に
実
践
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
）。

　

音
読
指
導
の
後
、
段
落
番
号
を
振

ら
せ
る
。
そ
し
て
、
向
山
型
説
明
文

指
導
の
一
つ
、「
問
い
と
答
え
を
対

応
さ
せ
る
指
導
」
を
行
う
。
最
後
に
、

要
約
の
入
門
指
導
を
行
う
。

①　
「
問
い
の
段
落
」
は
ど
こ
で
す
か
。

　
（
第
一
段
落
）

一
　「
問
い
」
を
押
さ
え
る

ワークシート ダウンロード↓

※教科書は令和２年度版。
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当
然
、
今
ま
で
と
同
じ
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
類
題
を
一
問
、
先
ほ
ど

と
同
じ
よ
う
に
行
う
。
よ
り
、
子
供

た
ち
に
任
せ
、
教
師
は
確
認
を
行
う

の
み
で
あ
る
。

　

手
放
し
↓
確
認
の
繰
り
返
し
が
重

要
で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
は
、
分
か
っ
て
い

る
こ
と
の
説
明
を
全
く
聞
か
な

い
か
ら
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
、
既
習
を

基
に
突
破
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
授
業
に
リ

ズ
ム
が
出
る
。
不
要
な
指
示
が
減
り
、

作
業
の
み
と
な
る
。

　

ま
た
、
今
ま
で
、
算
数
が
苦
手
な

子
も
、
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
か
ら
、
自
然
と
習
得
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

新
学
期
、
既
習
の
内
容
を
生
か
せ

る
箇
所
は
、
確
認
を
し
っ
か
り
行
う
。

そ
し
て
、
授
業
に
リ
ズ
ム
を
つ
く
り

り
出
し
、
子
供
た
ち
に
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
の
定
着
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

　

確
認
を
し
な
が
ら
、
授
業
を

進
め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　

上
欄
の
問
題
を
例
に
記
す
。

　

１
５
４
＋
２
３
７
、
や
っ
て

ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

一
分
程
度
待
ち
、
指
名
し
な
が
ら
、

授
業
を
進
め
る
。

最
初
、
何
を
し
ま
す
か
。

　

一
の
位
、
４
＋
７
＝
11

次
、
何
を
し
ま
す
か
。

　

十
の
位
、
５
＋
３
＋
１
＝
９

次
、
何
を
し
ま
す
か
。

　

百
の
位
、
１
＋
２
＝
３

　

子
供
た
ち
は
、
簡
単
に
突
破
す
る
。

　

力
強
く
褒
め
る
。

　

そ
し
て
、
次
が
大
切
。

　

百
の
位
が
出
て
き
て
何
か
変

わ
り
ま
し
た
か
。

福岡県北九州市立永犬丸西小学校

大
おお

井
い

隆
たか

夫
お

「たし算とひき算の
ひっ算」
既習を活用して、リズムよく確
認して攻略！

啓林館・３年上・P39

3年
Mathematics
算数

　

こ
の
学
習
は
、
二
年
生
ま
で
に

習
っ
た
二
桁
の
た
し
算
と
ひ
き
算
の

発
展
で
あ
る
。そ
れ
が
、三
桁
に
な
っ

た
だ
け
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
、
学
習
の
時
に
は
、

説
明
を
す
る
の
で
は
な
く
、

「
や
っ
て
ご
ら
ん
」

と
、
学
習
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
な
ぜ
か
。

　

長
い
説
明
は
、
子
供
た
ち
は

聞
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
注
意
点
も
あ
る
。

子
供
に
投
げ
っ
ぱ
な
し
に
す
る
の
で

は
な
く
、

発問 これは、簡単だ！ 
やってごらんなさい。

※教科書は令和２年度版。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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（
こ
の
街
に
来
た
多
く
の
人
の
役
に

立
ち
ま
す
）

発
問
３  

Ａ
の
案
内
図
は
、
誰
に

と
っ
て
は
読
み
に
く
い
で
す
か
。

（
目
的
地
が
決
ま
っ
て
い
る
人
）

発
問
４  

そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
。

（
た
く
さ
ん
の
道
や
目
印
が
あ
る
た

め
、
ど
の
道
順
で
行
け
ば
よ
い
の
か

迷
っ
て
し
ま
う
）

　

Ｂ
の
案
内
図
も
同
様
に
行
っ
て
い

く
。四　

二
つ
の
例
を
対
比
し
、
筆

者
の
考
え
を
捉
え
る

発
問
１  

二
つ
の
例
を
対
比
し
て
分

か
る
の
は
、
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。

　

ノ
ー
ト
に
書
か
せ
、
グ
ル
ー
プ
内

で
発
表
し
、
意
見
交
流
を
さ
せ
る
。

　

次
に
、
グ
ル
ー
プ
で
出
た
意
見
を

発
表
さ
せ
る
。

　

案
内
図
を
見
る
目
的
に
よ
っ

て
、
分
か
り
や
す
さ
は
異
な
る

と
い
う
こ
と

二
つ
の
も
の
を
く
ら
べ
て
、
ち

が
い
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と

三　

Ａ
と
Ｂ
の
案
内
図
の
特
徴

を
整
理
す
る

指
示
１  

Ａ
と
Ｂ
の
案
内
図
を
比
べ

な
さ
い
。

Ａ
は
〜
だ
け
ど
、
Ｂ
は
〜
だ
。

　

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
示
し
、
Ａ
と
Ｂ

の
案
内
図
を
対
比
さ
せ
る
。

・
Ａ
は
た
く
さ
ん
の
目
印
が
あ

る
が
、
Ｂ
は
あ
ま
り
な
い
。

・
Ａ
は
道
順
が
示
さ
れ
て
い
な

い
が
、
Ｂ
は
道
順
が
示
さ
れ

て
い
る
。

発
問
１  

Ａ
の
案
内
図
は
、
何
を
表

し
て
い
ま
す
か
。

（
ど
こ
に
ど
ん
な
建
物
が
あ
る
か
を
、

だ
れ
が
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
表
し

て
い
ま
す
）

発
問
２  
Ａ
の
案
内
図
の
特
徴
は
何

で
す
か
。

「思いやりのデザイン」
作業指示を通し、対比的に説明
されている内容を押さえ、筆者
の考えを捉えさせる。

4年

埼玉県公立小学校

吉
よし

川
かわ

 たえ

光村図書・４年上・P48-49

Japanese
国語

指
示
１  

三
段
落
、「
Ａ
の
案
内
図
」

に
、
線
を
引
き
ま
す
。

指
示
２  
「
Ａ
の
案
内
図
」
と
Ａ
の

図
を
、
線
で
結
び
ま
す
。

　

図
と
文
章
を
つ
な
げ
る
作
業
を
行

い
、
こ
の
図
は
何
の
こ
と
を
言
い
た

い
の
か
理
解
さ
せ
る
。

　

Ｂ
の
案
内
図
も
同
様
に
行
う
。

説
明
１  

筆
者
は
、
Ａ
と
Ｂ
の
二
つ

の
例
を
対
比
し
て
示
し
て
い
ま
す
。

発
問
１  

対
比
と
は
何
で
す
か
。

　

教
科
書
か
ら
見
付
け
、
読
ま
せ
る
。

一　

資
料
と
文
章
を
つ
な
ぐ

二　

対
比
の
意
味
を
理
解
す
る

発問 ２つの例を対比して分かるの
は、どんなことですか。

※教科書は令和２年度版。
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「
１
番
で
す
！
」

指
示  

他
に
も
い
ま
す
ね
。
全
部
で

何
人
い
る
か
数
え
て
ご
ら
ん
。

「
八
人
で
す
！
」

指
示  

先
週
も
今
週
も
借
り
た
人
は

八
人
。
言
っ
て
ご
ら
ん
。

「
先
週
も
今
週
も
借
り
た
人
は
八
人
」

　

ポ
イ
ン
ト
は
こ
れ
だ
。

記
号
を
言
葉
に
置
き
換
え
る
。

指
示  

同
じ
よ
う
に
残
り
の
人
数
を

調
べ
て
い
き
な
さ
い
。

「
○
×
。
何
人
で
し
た
か
？
」

「
四
人
で
す
！
」

　

同
様
に
「
×
○
」「
×
×
」
も
聞

い
て
い
き
、
人
数
を
確
認
す
る
。

　

次
に
「
○
○
」
を
指
さ
し
て
聞
く
。

発
問  

こ
れ
は
、
ど
ん
な
人
が
八
人

と
言
え
ば
よ
か
っ
た
で
す
か
。

「
先
週
も
今
週
も
借
り
た
人
は
八
人
」

発
問  

で
は
、
残
り
は
ど
う
言
い
ま

す
か
。お
隣
さ
ん
と
言
っ
て
ご
ら
ん
。

　

指
名
し
て
答
え
を
確
認
。
全
体
で

も
言
わ
せ
、
繰
り
返
し
言
葉
に
置
き

換
え
る
経
験
を
さ
せ
る
と
よ
い
。

の
意
味
も
理
解
す
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
表
の
残
り
二
か
所
を
扱
う
。

発
問  

×
は
「
借
り
な
か
っ
た
」
だ

ね
。
先
週
「
借
り
な
か
っ
た
人
」、

今
週
「
借
り
な
か
っ
た
人
」
は
何

人
で
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
調
べ
て
ご

ら
ん
。

　

答
え
は
隣
同
士
で
確
認
さ
せ
る
。

指
示  

お
隣
さ
ん
に
分
か
っ
た
こ
と

を
言
っ
て
ご
ら
ん
。

　

自
由
に
話
し
て
い
る
の
を
聞
き
な

が
ら
「
先
週
借
り
な
か
っ
た
人
は
八

人
で
す
」
の
よ
う
に
ち
ゃ
ん
と
文
章

で
言
え
て
い
る
子
を
見
付
け
て
お
く
。

説
明  

○
○
さ
ん
が
と
っ
て
も
い
い

言
い
方
を
し
て
ま
し
た
。
○
○
さ

ん
も
う
一
回
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

発
問  

○
○
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に

言
っ
て
た
人
？　

す
ご
い
！　

じ
ゃ
あ
、
み
ん
な
で
言
っ
て
み
よ

う
。

　

よ
い
言
い
方
を
見
付
け
、
全
体
に

教
え
、
ま
ね
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

発
問  
先
週
も
今
週
も
借
り
て
い
る

人
が
い
ま
す
ね
。
何
番
で
す
か
？

島根県川本町立川本小学校

太
おお

田
た

政
まさ

男
お

折れ線グラフと表
○や×などの記号で書かれた
データ。これを「借りた」「借
りなかった」という言葉に置き
換えて言わせよう。

東京書籍・４年上・P30-31

4年
Mathematics
算数

　

教
科
書
の
表
に
は
「
先
週　

○　

12
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
電
子
黒
板

に
そ
の
表
を
映
し
出
す
。

指
示  
先
週
「
借
り
た
人
」
は
十
二

人
。本
当
か
な
？
数
え
て
み
よ
う
。

　

今
度
は
デ
ー
タ
が
書
か
れ
た
表
を

映
し
出
し
、
○
の
数
を
数
え
て
い
く
。

「
先
週
は
、
一
人
、
二
人
…
」
一
緒

に
子
供
た
ち
に
も
数
え
さ
せ
る
。

発
問  

先
週
と
今
週
、
借
り
た
人
が

多
そ
う
な
の
は
ど
ち
ら
で
す

か
？　

先
週
だ
と
思
う
人
？　

今
週
だ
と
思
う
人
？　

調
べ
て

ご
ら
ん
。

　

ど
ち
ら
が
多
い
か
と
問
い
か
け
る

か
ら
目
的
意
識
が
生
ま
れ
、
デ
ー
タ

発問 先週と今週、借りた人が多そ
うなのはどちらですか？

※教科書は令和２年度版。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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こ
の
要
旨
の
中
に
「
面
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
。
筆
者
に
よ
る
比
喩
表

現
だ
が
、
分
か
り
に
く
い
な
ら
ば
、

本
文
内
の
言
葉
で
言
い
換
え
さ
せ
る
。

発
問  

「
言
葉
の
意
味
を
『
面
』

で
理
解
す
る
」
と
は
ど
う
い

う
こ
と
で
す
か
。「
言
葉
の
意

味
の

を
理
解
す
る
」

と
言
い
か
え
な
さ
い
。

「
広
が
り
」「
は
ん
い
」
が
入
る
。

三
　
方
法
を
身
に
付
け
さ
せ
る

　
発
問
・
指
示
を
通
し
て
要
旨
を
ま

と
め
る
方
法
を
教
え
る
。
そ
し
て
、

年
間
を
通
し
て
徐
々
に
教
師
の
支
援

を
減
ら
し
て
い
き
、
自
力
で
要
旨
を

ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

　
文
章
に
よ
っ
て
は
、
考
え
の
一
文

に
「
考
え
」
と
「
例
示
・
説
明
」
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

場
合
は
、
さ
ら
に
「
考
え
」
の
部
分

を
特
定
さ
せ
る
。

　
筆
者
の
考
え
を
見
付
け
た
ら
、
短

く
ま
と
め
さ
せ
る
。
字
数
は
三
〇
字

以
内
が
よ
い
。
長
す
ぎ
る
と
、
子
供

が
要
旨
を
理
解
し
づ
ら
く
、
ま
た
正

誤
の
判
断
が
難
し
く
な
る
。

　
ま
と
め
方
は
二
通
り
あ
る
。

　
一
つ
は
、
最
も
大
切
な
「
一
語
」

を
選
び
、
こ
の
言
葉
が
文
末
に
く
る

よ
う
に
「
考
え
の
文
」
を
ま
と
め
る

方
法
だ
。

　
も
う
一
つ
は
、
書
き
出
し
や
文
末

を
指
定
す
る
方
法
で
あ
る
。「
〜
が

大
切
だ
。」
な
ど
、
型
を
示
す
こ
と

で
学
級
全
員
が
同
じ
よ
う
に
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
11
段
落
を
も
と
に
要
旨
を
ま
と
め

る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

二
　
要
旨
を
ま
と
め
る

「言葉の意味が分か
ること」文章の要旨
を捉える
高学年の論説文では、筆者の考
えを見付け、まとめる学習がポ
イントとなる。

5年

新潟県長岡市立越路小学校

田
た

中
なか

修
しゅう

一
いち

光村図書・５年・P48-55

Japanese
国語

発
問  

筆
者
の
考
え
が
書
か
れ

た
段
落
は
ど
れ
で
す
か
？

　
筆
者
の
考
え
は
「
終
わ
り
」
か

「
は
じ
め
と
終
わ
り
の
両
方
」
に
書

か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

「
言
葉
の
意
味
が
分
か
る
こ
と
」
で

は
、
1
段
落
と
11
・
12
段
落
に
考
え

が
あ
る
。

　
次
に
、
考
え
の
書
か
れ
た
文
を
見

付
け
る
。

発
問  

筆
者
の
考
え
が
書
か
れ

た
文
は
何
文
め
で
す
か
？

一
　「
筆
者
の
考
え
」
を
見
付
け
る

発問 要旨をまとめます。３０字以内
でまとめなさい。

※教科書は令和２年度版。
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こ
と
で
す
か
。（
一
階
部
分

の
こ
と
で
す
）

②　

５
は
何
の
こ
と
で
す
か
。

（
何
階
建
て
か
と
い
う
こ
と

で
す
）

③　

１
２
０
と
は
何
の
こ
と
で

す
か
。（
一
㎤
が
一
二
〇
個

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
）

五　

解
説

　

あ
く
ま
で
、「
一
㎤
が
何
こ
か
」

に
こ
だ
わ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
子
供
に
よ
っ
て
は
、
平
面

上
で
の
理
解
が
難
し
い
こ
と
が
あ
る
。

可
能
で
あ
れ
ば
、
こ
の
単
元
の
始
ま

る
前
か
ら
一
㎤
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
自
由
に

触
ら
せ
る
時
間
を
十
分
に
取
り
た
い
。

　

ま
た
、
教
科
書
で
は
、
一
段
め
の

体
積
や
、
何
段
積
め
る
か
を
想
像
上

で
し
か
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

そ
こ
で
、
ス
ラ
イ
ド
機
能
を
使
い
、

よ
り
具
体
的
に
立
体
的
に
イ
メ
ー
ジ

を
も
た
せ
る
こ
と
で
、
子
供
の
理
解

に
つ
な
げ
る
。

　

よ
こ
。
何
こ
で
す
か
。
数
え
ま
す
。

一
、
二
、
三
…
六
つ
で
す
ね
。

「
６
」
と
書
き
ま
す
。
青
で
薄
く
塗

り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
こ
ま
で
の
式
は
何
で
す
か
。
□

を
埋
め
て
ご
ら
ん
。（
４
×
６
＝
24
）

ビ
ル
の
一
階
部
分
の
体
積
は
、

一
㎤
が
二
四
こ
分
な
の
で
二
四

㎤
に
な
り
ま
す
。

二　

ビ
ル
何
階
分
か

　

こ
の
一
階
部
分
の
体
積
が
何
段
あ

る
か
。
数
え
ま
す
。
一
、二
、三
、四
、

五
。五
段
あ
り
ま
す
ね
。□
に
５
（
だ

ん
）
と
書
き
ま
す
。

三　

一
㎤
が
全
部
で
い
く
つ

　

一
㎤
が
全
部
で
い
く
つ
か
計
算
で

求
め
ま
す
。
４
×
６
×
５
＝
１
２
０

四　

式
の
意
味

　

確
認
で
す
。

①　
「
４
×
６
」
と
は
、
何
の

東京都港区立赤羽小学校

利
とし

田
だ

勇
ゆう

樹
き

「空間認知」をスラ
イド機能で補う
教科書では、平面上でしか表現
ができない。そこで、スライド機
能を使い、より具体的なイメージ
を子供にもたせ理解につなげる。

東京書籍・５年上・P17-20

5年
Mathematics
算数発問 ビルでいうところの1階部分で

す。

　

体
積
を
求
め
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

「
一
㎤
が
何
こ
か
」
を
常
に
考
え
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
視
覚

的
に
見
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
、
体
積

を
求
め
る
活
動
を
作
っ
た
。

一　

ビ
ル
で
い
う
一
階
部
分

　

一
段
め
。
ビ
ル
で
い
う
と
こ
ろ
の

一
階
部
分
で
す
。
た
て
の
部
分
に
指

を
置
き
ま
す
。（
ス
ラ
イ
ド
の
場
合

は
、「
指
を
差
し
て
」）
い
く
つ
あ
り

ま
す
か
。（
四
つ
）
数
え
る
よ
。
一
、

二
、
三
、
四
。
四
つ
で
す
ね
。「
４
」

と
書
き
ま
す
。
赤
で
薄
く
塗
り
ま

し
ょ
う
。

※教科書は令和２年度版。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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味
さ
せ
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
全
て
の
事
例
は
「
心

の
時
間
」
の
特
性
を
理
解
す
る
た
め

に
必
要
な
も
の
だ
。

　
し
か
し
、
事
例
の
数
や
順
序
に
は
、

筆
者
の
意
図
が
明
確
に
あ
る
。

　
最
も
重
要
な
事
例
を
検
討
さ
せ
る

発
問
は
、
児
童
が
、
事
例
の
意
図
を

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
事
例
と
主
張
と
の
関
連
を
読
み
取

る
際
に
は
、
主
張
の
前
に
書
か
れ
て

い
る
こ
と
に
注
目
さ
せ
る
と
よ
い
。

　
す
る
と
、
主
張
の
前
に
は
、
心
の

時
間
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
、

①
「
計
画
を
立
て
る
際
に
役
立
つ
」

②
「
互
い
に
気
遣
い
な
が
ら
作
業
で

き
る
」

と
い
う
筆
者
の
考
え
が
書
か
れ
て
い

る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
筆
者
の
考
え
と
密
接
に
関
わ

る
事
例
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
で
、

主
張
に
対
す
る
事
例
の
重
要
性
を
判

断
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

わ
る
」
こ
と
を
示
し
た
事
例
で
あ
る
。

　
二
つ
め
は
、「
一
日
の
時
間
帯
に

よ
っ
て
、
進
み
方
が
変
わ
る
」
こ
と

を
示
し
た
実
験
結
果
で
あ
る
。

　
三
つ
め
は
、「
身
の
回
り
の
環
境

に
よ
っ
て
、
進
み
方
が
変
わ
る
」
こ

と
を
示
し
た
実
験
結
果
で
あ
る
。

　
四
つ
め
は
、「『
心
の
時
間
』
に
は
、

人
に
よ
っ
て
感
覚
が
異
な
る
特
性
が

あ
る
」
こ
と
を
示
し
た
事
例
で
あ
る
。

　
筆
者
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
事
例
を

挙
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
読
み
手
の
理

解
を
助
け
る
と
同
時
に
、
主
張
に
説

得
力
を
も
た
せ
て
い
る
。

　
本
教
材
文
は
、
形
式
段
落
⑧
に
、

「
そ
ん
な
私
た
ち
に
必
要
な
の
は
、

『
心
の
時
間
』
を
頭
に
入
れ
て
、『
時

計
の
時
間
』
を
道
具
と
し
て
使
う
と

い
う
、『
時
間
』
と
付
き
合
う
ち
え

な
の
で
す
。」
と
い
う
筆
者
の
主
張

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
最
も
重
要
な
事
例
を
検
討
さ
せ
る

際
に
は
、
こ
の
主
張
と
の
関
係
を
吟

二
　
主
張
と
の
関
連

「時計の時間と心の
時間」
最も重要な事例を問うことで、
主張と事例の関係を捉えさせる。

6年

宮城県仙台市立蒲町小学校

富
と

樫
がし

僚
りょう

一
いち

光村図書・６年・P48-55

Japanese
国語

　
本
単
元
で
は
、
児
童
に
、
主
張
と

事
例
の
関
係
か
ら
文
章
全
体
の
構
成

を
捉
え
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　
筆
者
が
ど
の
よ
う
な
事
例
を
挙
げ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ

て
、
ど
の
よ
う
に
文
章
を
構
成
し
、

主
張
に
結
び
付
け
て
い
る
の
か
を
児

童
に
考
え
さ
せ
る
の
だ
。

　
教
材
文
「
時
計
の
時
間
と
心
の
時

間
」
で
は
、
心
の
時
間
に
関
す
る
四

つ
の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
一
つ
め
は
、「
そ
の
人
が
、
そ
の

と
き
行
っ
て
い
る
こ
と
を
ど
う
感
じ

て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
進
み
方
が
変

一
　
事
例
の
効
果

発問 あなたは、４つの事例のうち、
最も重要なものはどれだと思いま
すか。

※教科書は令和２年度版。
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算

す
）

説
明  

正
解
！　
ノ
ー
ト
に
と
じ
丸

く
ん
（
き
ち
ん
と
と
じ
た
〇
）
を

か
き
な
さ
い
。

　

解
け
た
ら
必
ず
丸
を
付
け
さ
せ
る
。

　

こ
れ
も
学
び
方
の
一
つ
で
あ
る
。

　

丸
を
丁
寧
に
書
か
せ
る
と
綺
麗
な

ノ
ー
ト
に
な
る
。

　

こ
こ
で
も
う
一
歩
詰
め
る
。

発
問
２  

な
ぜ
「
－
」
が
入
る
の
で

す
か
。
そ
の
根
拠
に
な
る
部
分
に

丸
を
付
け
な
さ
い
。

　

こ
れ
は
「
飲
ん
だ
」
に
丸
を
付
け

さ
せ
る
。

　

問
題
に
よ
っ
て
は
「

」
以
外
の

文
字
や
数
字
が
、
問
題
文
に
出
て
く

る
順
番
と
は
逆
に
な
る
式
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
次
の
指
示
を
出
す
。

指
示
４  

も
う
一
度
、
問
題
文
を
読

み
、
式
が
合
っ
て
い
る
か
確
認
し

な
さ
い
。

　

教
師
の
指
示
ど
お
り
に
行
う
こ
と

で
生
ま
れ
た
成
功
体
験
を
、
こ
の
時

期
は
数
多
く
経
験
さ
せ
て
い
き
た
い
。

詰
め
る
。

　

た
ど
た
ど
し
い
場
合
に
は
、
も
う

一
度
読
ま
せ
る
。

　

こ
れ
ら
が
い
ず
れ
「
学
び
方
」
に

つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

し
っ
か
り
読
め
た
ら
、
間
髪
を
入

れ
ず
に
次
の
指
示
を
出
す
。

指
示
１  

数
字
や
文
字
に
丸
を
付
け

な
さ
い
。

　

今
回
の
問
題
で
あ
れ
ば
、「
２
」

「

」「

」
で
あ
る
。

指
示
２  

問
題
に
出
て
く
る
順
番
に

文
字
や
数
字
を
ノ
ー
ト
に
書
き

な
さ
い
。

　

教
科
書
、
ノ
ー
ト
を
何
度
も
行
き

来
す
る
と
、
そ
こ
に
負
担
感
を
感
じ

る
子
も
多
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
教

科
書
に
書
き
込
ま
せ
る
形
に
し
て
も

良
い
。

指
示
３  

の
前
に
は
必
ず
「
＝
」

が
き
ま
す
。「
＝
」
を
書
き
入
れ

な
さ
い
。

発
問
１  
「
２
」
と
「

」
の
間
に

は
、
＋
、
－
、
×
、
÷
の
う
ち
ど

の
記
号
が
入
り
ま
す
か
。（
－
で

指示で組み立てる文
字式の問題
学び方を身に付けながら、分か
る・できるを実現する。

6年

宮城県仙台市立鶴谷小学校

菅
かん

野
の

祐
ゆう

貴
き

東京書籍・６年・P28

Mathematics
算数

や

を
用
い
て
具
体
的
な
場
面

を
式
に
表
す
問
題
。

問
題  

２
Ｌ
の
ジ
ュ
ー
ス
の
う

ち
、

Ｌ
飲
み
ま
し
た
。
残

り
は

Ｌ
で
す
。

と

の
関
係
を
式
に
表

し
ま
し
ょ
う
。

　

最
初
に
し
っ
か
り
と
問
題
文
を
読

ま
せ
る
。

　

算
数
で
は
、
自
分
で
正
し
く
読
め

る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
問
題
は
解

け
な
い
。

「
教
科
書
を
両
手
で
持
ち
ま
す
」

「
隣
の
声
が
聞
こ
え
た
人
？
」

な
ど
、
必
要
に
応
じ
て
し
っ
か
り
と

指示 問題に出てくる順番に数字や
文字を書きなさい。

※教科書は令和２年度版。

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問国
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乾
電
池
一
個
で
モ
ー
タ
ー
を
動
か

し
、
電
流
の
向
き
に
つ
い
て
学
ぶ
。

そ
の
後
、「
も
っ
と
速
く
モ
ー
タ
ー

を
回
し
た
り
、
豆
電
球
の
明
か
り
を

明
る
く
し
た
り
す
る
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
で
し
ょ
う
。
三
年
生
で
勉
強

し
た
こ
と
な
ど
を
も
と
に
し
て
予
想

を
書
き
ま
す
」
と
指
示
す
る
。「
電

池
を
増
や
す
」「
電
池
を
強
力
に
す

る
」
等
の
意
見
が
出
る
。

　

電
池
を
二
つ
使
う
回
路
は
、
教
科

１　

生
活
経
験
を
も
と
に
し
た

予
想

２　

図
を
示
し
て
実
験
さ
せ
る

書
を
参
考
に
次
の
四
つ
の
回
路
を

作
っ
て
調
べ
る
。

結
果
を
書
く
際
、「
一
個
の
乾
電

池
の
時
と
比
べ
て
」
か
ら
書
く
よ
う

に
指
示
し
、
比
較
を
意
識
さ
せ
る
。

　

市
販
の
実
験
キ
ッ
ト
の
場
合
は
、

説
明
書
ど
お
り
に
並
列
回
路
を
作
ら

せ
る
と
良
い
。
理
科
室
の
道
具
を
使

う
場
合
、
左
図
の
よ
う
に
並
列
回
路

を
作
る
。
乾
電
池
ボ
ッ
ク
ス
と
ミ
ノ

ム
シ
ク
リ
ッ
プ
付
き
導
線
が
あ
れ
ば
、

回
路
を
簡
単
に
作
れ
る
。
導
線
が
長

い
と
回
路
の
全
体
が
分
か
り
に
く
い

３　

回
路
作
り
の
コ
ツ

の
で
、
一
五
㎝
程
度
の
短
い
も
の
が

良
い
。

　

実
験
結
果
は
、
次
の
よ
う
な
表
に

ま
と
め
、
直
列
つ
な
ぎ
と
並
列
つ
な

ぎ
を
教
え
る
。

　

②
と
③
の
回
路
を
た
ど
っ
て
み
る

と
、
一
つ
の
輪
に
な
っ
て
い
る
か
、

途
中
で
分
か
れ
て
い
る
か
の
違
い
に

気
付
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４　

結
果
を
表
に
ま
と
め
る

理科

基礎・基本

Science

根拠のある予想を
させ、電池１個分
と比べた実験をす
る
生活経験を根拠にした予想
をし、実験結果を乾電池１
個分と比較した表にまとめ
て考察させる。

愛知県豊田市立飯野小学校

山
やま

内
うち

英
えい

嗣
じ

大日本図書・４年・P34-37
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ま
と
め
さ
せ
る
。

リ
モ
コ
ン
の
電
池
ボ
ッ
ク
ス
を
見

せ
、
何
つ
な
ぎ
か
を
問
う
。「
Ａ
は
、

縦
に
並
ん
で
い
る
か
ら
直
列
つ
な
ぎ
、

Ｂ
は
横
だ
か
ら
並
列
つ
な
ぎ
」
と
答

え
る
児
童
が
多
い
。

　

電
池
の
＋
、
－
の
向
き
や
、
ボ
ッ

ク
ス
の
中
の
金
具
に
注
目
さ
せ
る
と
、

Ｂ
も
直
列
つ
な
ぎ
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
他
に
も
生
活
の
中
で
使
わ
れ

て
い
る
も
の
が
何
つ
な
ぎ
か
考
え
さ

せ
、
理
科
の
学
び
と
日
常
生
活
と
の

関
連
を
意
識
さ
せ
た
い
（
参
考
：

『「
理
科
」
の
授
業
の
腕
が
上
が
る
新

法
則
』
学
芸
み
ら
い
社
）。

３　

直
列
？　

並
列
？

書
か
れ
て
い
る
定
義
を
読
ん
で
直
列

つ
な
ぎ
と
並
列
つ
な
ぎ
を
教
え
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
回
路
の
特
徴
は
何
か

を
考
え
さ
せ
る
た
め
に
、
班
で
表
に

　

シ
ョ
ー
ト
回
路
の
安
全
指
導
後
、

乾
電
池
二
個
で
モ
ー
タ
ー
を
動
か
す

回
路
を
作
ら
せ
る
。
で
き
た
回
路
は

つ
な
い
だ
図
と
実
験
結
果
（
一
個
よ

り
速
く
回
っ
た
、
乾
電
池
一
個
と
同

じ
、
回
ら
な
い
）
を
カ
ー
ド
に
記
録

さ
せ
る
。

お
よ
そ
授
業
時
間
が
一
時
間
ぐ
ら

い
あ
れ
ば
、
実
験
結
果
の
情
報
が
た

く
さ
ん
集
ま
る
。

実
験
結
果
の
カ
ー
ド
を
仲
間
分
け

し
、
共
通
点
を
見
付
け
、
教
科
書
に

１　

回
路
を
作
ら
せ
る

２　

仲
間
分
け

理科
Science

と「主体的・対話的で深い学びの授業例」「基礎・基本の授業例」

主体的・対話的

で深い学び

様々な回路を作り
分類し、それぞれ
の特徴を考える
乾電池２個の回路をたく
さん作り、分類させるこ
とで２種類のつなぎ方に
気付かせ、それぞれの特
徴を考えさせる。

愛知県豊田市立飯野小学校

山
やま

内
うち

英
えい

嗣
じ

大日本図書・４年・P34-37
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る
約
束
を
し
た
こ

う
太
と
か
ず
や
。

し
か
し
当
日
、
か

ず
や
は
遅
刻
し
試

合
も
負
け
て
し

ま
っ
た
。
こ
う
太

は
怒
っ
て
、
か
ず

や
に
「
も
う
仲
間

じ
ゃ
な
い
」
と
言
っ

て
そ
の
場
を
去
っ
た
。

　

月
曜
日
、
か
ず

や
が
試
合
に
遅
れ

た
理
由
が
「
弟
の

看
病
を
し
て
い
た

か
ら
」
だ
と
知
っ

た
こ
う
太
。
一
人

で
ぽ
つ
ん
と
座
っ

て
い
る
か
ず
や
を

見
て
い
る
う
ち
に
、

後
悔
す
る
気
持
ち

が
膨
ら
ん
で
く
る
。

　

授
業
の
流
れ
は
右
下
の
画
面
の
と

お
り
。
発
問
・
意
見
集
約
・
ふ
り
か

え
り
が
ク
ラ
ウ
ド
上
で
完
結
す
る
。

こ
の
機
能
を
利
用
す
る
と
、
簡
単
に

意
見
分
布
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
機
能
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、

私
は
「
道
徳
の
授
業
は
パ
ド
レ
ッ
ト

の
み
で
完
結
で
き
る
」
と
考
え
た
。

あ
ら
か
じ
め
パ
ド
レ
ッ
ト
に
主
な
発

問
を
入
力
し
て
お
き
（
シ
ェ
ル
フ
機

能
）、
そ
れ
に
沿
っ
て
授
業
を
進
め

る
の
だ
。
二
項
対
立
の
発
問
は
投
票

機
能
、
他
の
発
問
は
自
由
記
述
に
す

る
。
授
業
後
の
ふ
り
か
え
り
も
パ
ド

レ
ッ
ト
で
書
か
せ
る
。
今
ま
で
道
徳

ノ
ー
ト
、
板
書
、
ふ
り
か
え
り
用
プ

リ
ン
ト
な
ど
に
ば
ら
け
て
い
た
も
の

を
全
て
「
ク
ラ
ウ
ド
完
結
型
」
に
す

る
の
だ
。
一
度
基
本
型
を
作
っ
て
お
け

ば
、
そ
れ
を
コ
ピ
ー
し
て
発
問
を
変

え
る
だ
け
で
次
の
授
業
に
も
使
え
る
。

授
業
の
流
れ
が
分
か
る
の
で
、
リ
モ
ー

ト
授
業
や
一
人
学
び
に
も
使
え
る
。

〈
あ
ら
す
じ
〉

　
土
曜
日
に
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
を
す

３　
「
ち
こ
く
」
の
授
業

　

発
問
を
工
夫
し
、
子
供
た
ち
の
多

様
な
考
え
を
引
き
出
す
。
私
は
多
く

の
場
合
、
意
見
集
約
に
「
板
書
」
を

用
い
て
き
た
。
子
供
の
意
見
を
教
師

が
板
書
す
る
、
あ
る
い
は
子
供
自
身

に
板
書
さ
せ
る
。
黒
板
に
並
ん
だ
意

見
を
見
な
が
ら
、
更
に
議
論
を
深
め

る
た
め
だ
。

　

し
か
し
、
板
書
は
ど
う
に
も
時
間

が
掛
か
る
。
も
っ
と
速
く
、
簡
単
に

意
見
集
約
を
し
た
い
。
そ
こ
で
便
利

な
の
が
「
ク
ラ
ウ
ド
」
の
活
用
だ
。

１　

意
見
集
約
を
も
っ
と
速
く

　

お
す
す
め
はPadlet

（
パ
ド
レ
ッ

ト
）
だ
。
子
供
が
投
稿
し
た
意
見
が

瞬
時
に
共
有
さ
れ
る
。

　

こ
の
パ
ド
レ
ッ
ト
に
新
し
く
「
投

票
」
機
能
が
追
加
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
だ
。
手
順
は
次

の
と
お
り
。
①
「
＋
」
を
押
す
。
②

「
三
点
マ
ー
ク
」
を
押
す
。③
「
投
票
」

を
押
す
。
④
質
問
と
選
択
肢
を
入
力

す
る
。
⑤
「
公
開
」
を
押
す
。
ど
の

意
見
が
多
い
か
を
数
値
（
％
）
で
瞬

時
に
示
し
て
く
れ
る
の
で
便
利
だ
。

賛
成
・
反
対
を
問
う
よ
う
な
発
問
で

２　

ク
ラ
ウ
ド
で
完
結
で
き
る

「クラウド完結型」
の道徳授業
Padlet（パドレット）を使
えば、授業準備も意見集約
もカンタン！　リモート授
業にもラクラク対応可能！

4年道徳

兵庫県淡路市立一宮小学校

津
つ

田
だ

泰
ひろ

至
し

日本文教出版４年
P34-37「ちこく」
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　学習指導要領対応　道徳・英語・オンラインの授業実践

　自学級はゴールデンウィーク明けでも落ち
着いて英語の授業ができる。向山浩子氏が提
唱した三構成法（状況設定付き聞き話す同時
指導）で授業を展開しているからだ。三構成
法とは、以下の３つの指導からなる。

１ 単語練習
２ 状況設定とダイアローグの口頭練習
３ 勝敗のないアクティビティ

　この流れで東京書籍６年生Unit2「My 
Daily Schedule」のダイアローグ指導を行う。
１ 単語練習（Ｔ:教師 C:児童）

Ｔ: get up	 Ｃ: get up
Ｔ: go home	 Ｃ: go home
Ｔ: go to bed	 Ｃ: go to bed

　扱うのは上記３つの語彙。それぞれ２回ず
つリピート→１回ずつリピート→自分たちだ
けで発話となる。教科書の別冊であるMy 
Picture Dictionary には、他にも「一日の生
活」に関わる語彙は多数収録されているが、
学級のどの児童も答えられることを大切にする。
２ 状況設定とダイアローグの口頭練習

Ａ: What time do you get up?
Ｂ: I （usually） get up at ６ a.m.

（　）内の頻度については、この単元で初め
て出てくるので、学級の実態に応じて扱うタ
イミングを決めるとよい。

〈状況設定〉
Ｔ: �（自分を指して）Sasahara先生, I get up 

at ５ a.m. Everyone, What time do you 
get up?　C1さん!

C1:� I get up at ６ a.m.
Ｔ: You get up ６ a.m!　Everyone, Repeat!

〈答え方の練習〉�  
Ｔ: I get up at ６ a.m. C: I get up at ６ a.m.
　この後、他の児童に聞いたり、男女別や

全体に聞いたりして、答え方の練習をする。
〈尋ね方の練習〉
Ｔ: What time   Ｃ: What time
Ｔ: do you get up?　Ｃ: do you get up?
Ｔ: What time do you get up?
Ｃ: What time do you get up?
　長い尋ね方の場合は、上記のように区切
って練習すると言いやすくなる。

３ 勝敗のないアクティビティ　

T: Talking to three person. Finish. 
	 Go back to your seat. OK? 
Ｃ: OK!
Ｔ: Stand up! Ready go!
　上記のような指示は端的で分かりやすい
のでお勧めだ。勝敗のないことが重要だ。

　優れた型で授業を展開することが安定を生
み、児童の力が伸びるのである。

優れた型があるか
らこそ、安定した
授業になる
三構成法でダイアローグ指導
を行うと授業が安定するので、
児童の力を伸ばすことができる。

山形県寒河江市立陵東中学校

笹
ささ

原
はら

 大
だい

輔
すけ

東京書籍・6年・P16-25

6年英語
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Meetのマイクも「ミュート」にする。この
セッティングでハウリングなどの音声トラブ
ルを防ぐことができる。

４　危機管理にもなる
　複数の端末で入っておくことで、どれか１
台がトラブルでMeetから落ちてしまっても、
他の端末で対応できる。安定感を生むセッ
ティングをすることで、オンライン参加の子
も安心して授業を受けることができる。

ハイブリッド授業を
安定させるセッティン
グ方法～複数の端末
でMeetに入っておく
オンラインに参加している子
と教室にいる子の両方に授
業をするハイブリッド授業で
は、カメラは複数あった方
が良い。Google Meetをプ
ラットフォーム（基盤）とし
たハイブリッド授業は、セッ
ティングを工夫することで、
安定感を生むことができる。

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

のワザワザ12

オンライン・
ハイブリッド授業で使える

学びのプラットフォーム活用編

１　ハイブリッド授業で学びを止めない
　学級の数名が感染症で長期欠席した。既に
体調は回復し学習はできるが、感染症予防の
ため、まだ登校はできない。そこで持ち帰っ
ている端末を使って、Google Meetから授業
に参加できるようにした。

２　複数の端末で映像を分担する
　授業開始前にGoogle Meetに入る。
　次の３つの端末で同じMeetに入っておく。
①　教師用のノートPC（１）
②　教師用のノートPC（２）
③　教師のiPad
　教師用ノートPCを２台使うと安定したハ
イブリッド授業になる。学校によって事情は
異なるが、私は教師用のChromebookと、校
務用のノートPCの２台を併用している。
　３つの端末でMeetに入ることで、それぞ
れのカメラに授業場面の何を映すのか、分担
させることができる。

①のカメラに教室の様子を映す。オンライ
ンで参加している子にも教室の子供たちが見
えるので、一緒に授業を受けている気分にな
れる。
　②のカメラには、黒板や「ジャンボ ホワイ
ト・ノート」を映す。オンラインの子は、ノー
トに書くときに、この画面を見ることができる。

③は教科書や教材の画像を画面共有するた
めに使う。このPCの画面を教室の大型テレ
ビにつないで、教室の子供たちも同じ画面を
見て授業を受ける。

３　音声は要注意
　複数の端末で入る際には、音声のセッティ
ングに注意が必要だ。私は①に無指向性のス
ピーカーマイクをつなぐ。このマイクで教室
の声を拾い、オンラインの子に届ける。オン
ラインの子の発言もこのスピーカーから流れ
る。②と③は端末のスピーカーをオフにして、
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小２国語「馬のおもちゃの
作り方」という説明文で、
向山実践「用例の収集」
という学び方を教えた。「谷
和樹の教育新宝島」のサ
ンプルを参考に実践した。
子供たちは熱中した状態
で学び、情報活用能力を
発揮していた。

Miroで「用例の
収集」という学び
方を教える①

情報活用能力を伸ばす指導法

新時代の

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

１　「用例の収集」という学び方
「谷和樹の教育新宝島」サンプル第二弾には、
向山氏が新卒の時の実践記録が分析されてい
る。サンプルなので誰でも読むことができる。
谷和樹氏は次のように書いている。
（https://www.shintakarajima.jp/）

まずはその言葉のいろいろな使い方を、
できるだけたくさん集めさせます。これ
を「用例の収集」といいます。国語で言
葉の学習をさせるときの定石です。

「用例の収集」は低学年でも大切な学び方だ。

２　説明文の題名を検討する
まず「文章の種類（文種）」「文種と題名か

ら読み取れること」を書かせた。これまで説
明文を授業するたびに教えているので、子供
たちは、次のように書くことができた。
「この文章の種類は説明文です。題名は『馬
のおもちゃの作り方』です。つまり、この文
章には、馬のおもちゃの作り方が、分かりや
すく書かれているはずです。」

教材を通読させた後、次の発問をした。

発問   この題名は分かりやすいですか。

　全員が分かりやすいに挙手した。この発問
を学習問題として、次の指示を出した。

指示   ノートに馬の～という言葉をいっ
ぱい書きなさい。

「馬のおもちゃ」「馬の足」「馬のえさ」「馬
の目」「馬のおちち」「馬のタオル」など、た
くさんの言葉が出された。

３　情報を共有させる
　谷氏はサンプルで、次のように書いている。

　自分たちが集めた用例を、このように
全体の場に出します。「情報の共有」で

す。（中略）今の私ならGoogle Classroom
で、スプレッドシートかJam boardを使
うでしょう。

　私の学級ではMiroというアプリを使わせ
ている。全員で同じクラウド上のホワイト
ボードに入り、共同編集をする。慣れると、
２年生でも簡単に使いこなす。Miroへ入ら
せた後、付箋に１つずつ言葉を入力させる。
たくさんの付箋が並ぶ。どの子も熱中してい
た。知的な授業の中でこそ、クラウド上で

「情報を共有」するという情報活用能力が向
上していく。
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な
い
よ
ね
。

　

本
人
が
納
得
し
て
い
な
け
れ
ば
、

周
り
の
生
徒
に
も
確
認
さ
せ
る
か
も

し
れ
な
い
。
こ
こ
で
き
っ
ち
り
と
勝

負
を
し
て
詰
め
る
。
教
師
と
し
て
も

毅
然
と
し
た
態
度
を
見
せ
る
。
そ
の

後
、
全
体
に
波
及
さ
せ
る
。

　

み
ん
な
は
定
規
を
使
っ
て
い

ま
す
か
？　

一
度
、
自
分
の

ノ
ー
ト
を
確
認
し
て
ご
ら
ん
。

　

必
ず
、
そ
の
子
だ
け
で
は
な
く
、

全
体
へ
と
広
げ
る
。「
定
規
を
使
い
、

丁
寧
に
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

こ
と
を
、
強
く
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
の

で
あ
る
。

　

こ
れ
で
、九
〇
%
の
生
徒
は
、ノ
ー

ト
が
丁
寧
に
な
っ
て
い
く
。
し
か
し
、

残
り
の
一
〇
%
は
、
個
別
支
援
が
必

要
な
生
徒
で
あ
る
。
九
〇
%
が
落
ち

着
い
て
活
動
で
き
れ
ば
、
個
別
の
支

援
が
行
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
①

か
ら
③
の
よ
う
な
Ｇ
Ｗ
明
け
の
指
導

が
必
要
な
の
で
あ
る
。

ノ
ー
ト
を
持
っ
て
き
た
と
き
に
、
丁

寧
に
書
い
て
い
た
ら
、
褒
め
る
。

　

さ
ら
に
、
み
ん
な
の
前
で
褒
め
ら

れ
て
も
大
丈
夫
な
生
徒
に
は
、

　

〇
〇
さ
ん
の
ノ
ー
ト
は
、
定

規
を
使
っ
て
あ
っ
て
、
い
つ
も

美
し
い
。

と
褒
め
る
と
よ
い
。

　

丁
寧
に
ノ
ー
ト
を
書
い
た
ら
、
褒

め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、
再
度
、

全
体
に
認
識
さ
せ
る
。

③
　
や
っ
て
い
な
い
生
徒
を
詰
め
る
。

　

そ
れ
で
も
や
ら
な
か
っ
た
り
、
忘

れ
て
い
た
り
す
る
生
徒
も
い
る
。
そ

う
い
っ
た
生
徒
に
は
、
き
っ
ち
り
と

詰
め
る
。
こ
こ
で
見
落
と
せ
ば
、
一

年
間
そ
の
ま
ま
修
正
で
き
な
い
。
教

師
に
と
っ
て
も
、
生
徒
に
と
っ
て
も
、

良
く
な
い
。

　

定
規
を
使
っ
て
い
な
い
生
徒
を
見

た
と
き
は
、
次
の
よ
う
に
、
毅
然
と

伝
え
る
。

　

〇
〇
さ
ん
、
定
規
を
使
っ
て

１　

Ｇ
Ｗ
明
け
に
起
こ
る
こ
と

　

定
規
を
使
わ
な
く
な
る
、
日
付
を

書
か
な
く
な
る
、
字
が
乱
雑
に
な
る
。

す
べ
て
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け

か
ら
六
月
ま
で
に
起
こ
る
こ
と
で
あ

る
。
見
逃
せ
ば
、
修
正
で
き
ぬ
ま
ま
、

一
年
間
が
過
ぎ
る
。
授
業
も
お
の
ず

と
崩
れ
て
い
く
。
し
か
し
、
対
応
・

指
導
が
で
き
れ
ば
、
一
年
間
安
泰
で

あ
る
。
黄
金
の
三
日
間
と
違
い
、
こ

の
ア
ド
バ
ル
ー
ン
は
い
つ
や
っ
て
く

る
か
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ

を
見
逃
さ
ず
対
応
で
き
れ
ば
、
そ
の

後
、
ア
ド
バ
ル
ー
ン
が
上
が
る
頻
度

は
格
段
に
減
る
。

２　

ア
ド
バ
ル
ー
ン
へ
の
対
応

①
　
黄
金
の
三
日
間
で
行
っ
た
こ
と

を
確
認
す
る
。

　

Ｇ
Ｗ
明
け
は
黄
金
の
三
日
間
で

行
っ
た
こ
と
を
、
再
度
確
認
す
る
。

日
付
は
書
い
て
あ
り
ま
す
か
。

定
規
は
使
い
ま
し
た
か
。

　

隣
の
人
と
確
認
さ
せ
た
り
、
ノ
ー

ト
を
持
っ
て
き
た
際
に
確
認
し
た
り

す
る
こ
と
も
あ
る
。

②
　
基
本
は
、
丁
寧
な
ノ
ー
ト
を
褒

め
る
。

　

目
の
前
に
丁
寧
に
書
い
て
い
る
生

徒
が
い
れ
ば
、
す
か
さ
ず
褒
め
る
。

ノート
指導

授 業 実 践
中 学 校 の

２回目の黄金の期
間がやってくる
黄金の三日間が成功して
も、次なるアドバルーン
が上がったときの対応が
できなかったら、崩れて
いく。次なるアドバルー
ンに対応することこそ、
重要である。

富山県富山市立月岡中学校

大
おお

森
もり

雄
ゆう

一
いち



※ 
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
向
山
型
体
育
で
は
、
ビ
ブ
ス
（
ベ

ス
ト
状
の
ゼ
ッ
ケ
ン
）
を
使
っ
た
運
動
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。

47 2024. 5

体 育
授 業 実 践
中 学 校 の

バレーボール
１時間目冒頭20分
の指導
準備運動から一貫して切
り替えを素早くさせる。
全ての生徒がゲームで素
早く動けるようにするた
めに、ボールを持たない
時の基本の動きを具体的
に教える。

愛知県大府市立大府西中学校

辻
つじ

拓
たく

也
や

と
、
ど
こ
に
飛
ぶ
か
安
定
し
な
く
な

る
。
ボ
ー
ル
の
行
方
を
見
て
す
ぐ
落

下
点
に
移
動
す
る
た
め
の
「
構
え
」

を
教
え
る
。

一
足
分
、
両
足
を
ず
ら
し
な
さ

い
。

　

こ
れ
が
難
し
い
。
不
安
定
に
な
る

か
ら
だ
。
そ
の
不
安
定
さ
が
す
ぐ
動

け
る
体
勢
な
の
だ
が
、
苦
手
な
生
徒

は
ど
う
し
て
も
足
が
そ
ろ
う
。
一
足

分
だ
と
や
り
に
く
い
生
徒
に
は
、
半

足
分
ず
ら
す
よ
う
に
指
示
す
る
。

　

キ
ャ
ッ
チ
が
減
り
、
皆
が
は
じ
く

よ
う
に
な
る
と
ボ
ー
ル
は
床
に
落
ち

や
す
く
な
る
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
相

手
の
コ
ー
ト
に
ボ
ー
ル
が
落
ち
れ
ば

得
点
に
な
る
。
落
と
さ
な
い
こ
と
を

優
先
す
る
た
め
次
を
指
示
す
る
。

床
に
落
ち
そ
う
な
ら
キ
ャ
ッ
チ
。

　

積
極
的
に
キ
ャ
ッ
チ
さ
せ
る
。
そ

の
方
が
練
習
量
も
増
え
る
。

　

こ
こ
ま
で
二
〇
分
程
度
。
次
は
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
で
ゲ
ー
ム
だ
。

　

移
動
の
負
荷
を
掛
け
る
動
き
に
も

「
す
ぐ
」
を
促
す
。
で
き
る
生
徒
た

ち
に
は
速
く
走
ら
せ
る
。

　

終
わ
っ
た
生
徒
か
ら
四
人
組
で
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
に
移
行
す
る
。
四

人
で
正
方
形
を
つ
く
る
配
置
だ
。

　

こ
こ
で
「
構
え
る
」
を
具
体
的
な

動
き
で
教
え
る
。

お
へ
そ
を
ボ
ー
ル
に
向
け
な
さ
い
。

　

グ
ル
ー
プ
を
回
っ
て
評
価
す
る
。

苦
手
な
生
徒
ほ
ど
首
と
目
線
だ
け
で

ボ
ー
ル
を
追
う
。
最
初
に
教
え
た
方

が
、
後
か
ら
動
き
を
付
け
加
え
る
よ

り
は
る
か
に
容
易
で
あ
る
。

　

次
に
、
キ
ャ
ッ
チ
し
て
い
る
時
間

を
具
体
的
に
示
す
。

二
秒
以
内
に
投
げ
な
さ
い
。

　

ボ
ー
ル
を
キ
ャ
ッ
チ
せ
ず
は
じ
く

生
徒
が
自
然
と
出
て
く
る
。

「
で
き
る
人
は
、
す
ぐ
は
じ
く
」

と
付
け
加
え
て
も
い
い
。
オ
ー
バ
ー

ハ
ン
ド
、
ア
ン
ダ
ー
ハ
ン
ド
を
使
う

生
徒
が
出
始
め
る
。
こ
こ
ま
で
く
る

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
授
業
一
時
間
目
。

ビ
ブ
ス
キ
ャ
ッ
チ
※
か
ら
行
う
。

　

次
の
動
き
を
基
本
形
と
す
る
。

①　

利
き
手
で
投
げ
る
↓
反
対

の
手
で
投
げ
る

②　

頭
を
越
し
て
投
げ
る
↓
背

中
越
し
で
投
げ
る

③　

片
足
股
下
を
潜
ら
せ
る
↓

反
対
の
足
で
も
行
う

④　

①
〜
③
を
二
人
同
時
に
投

げ
て
行
う

⑤　

一
人
が
二
枚
を
同
時
に

キ
ャ
ッ
チ

　

一
つ
の
動
き
三
〇
秒
程
度
で
、
次

の
指
示
を
出
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
次
だ
。

捕
っ
た
ら
す
ぐ
○
○
。

　

○
○
に
は
「
ビ
ブ
ス
を
見
る
」「
構

え
る
」「
投
げ
る
」
な
ど
が
続
く
。

　

例
え
ば
二
人
同
時
に
投
げ
合
う
場

面
で
は
、
自
身
が
投
げ
た
ら
す
ぐ
相

手
の
投
げ
た
ビ
ブ
ス
を
見
て
、

キ
ャ
ッ
チ
の
構
え
を
つ
く
り
、

キ
ャ
ッ
チ
す
る
。
キ
ャ
ッ
チ
し
た
ら

す
ぐ
投
げ
る
。
プ
レ
ー
と
プ
レ
ー
の

空
白
を
で
き
る
だ
け
短
く
さ
せ
る
。

　

一
時
間
目
は
動
き
の
例
示
を
含
め

て
七
分
、
二
時
間
目
以
降
は
五
分
程

度
で
テ
ン
ポ
良
く
進
め
る
。

　

そ
の
後
、
体
育
館
を
一
周
し
な
が

ら
ビ
ブ
ス
キ
ャ
ッ
チ
を
さ
せ
る
。

中学校中学校でのでのTOSS実践TOSS実践



シ
ン
プ
ル
な
素
材
か
ら
知
的
広
が
り
・
奥
行
き
の

シ
ン
プ
ル
な
素
材
か
ら
知
的
広
が
り
・
奥
行
き
の

あ
る
授
業
を
つ
く
れ
る
の
が
プ
ロ
教
師

あ
る
授
業
を
つ
く
れ
る
の
が
プ
ロ
教
師

向
山
氏
は
か
つ
て
長
方
形
を
テ
ー
マ
に
し
た
授
業
を
三
時
間
行
っ
た
。

算数

木き

村む
ら 

重し
げ

夫お
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向
山
実
践
「
長
方
形
と
は
ど
う
い
う
図
形
の

こ
と
で
す
か
。
こ
と
ば
で
い
い
な
さ
い
。」（
学

級
通
信
『
す
な
い
ぱ
あ
』
№
25　

一
九
七
七
年

四
月
三
十
日
）
は
必
読
だ
。
向
山
氏
は
「
久
し

ぶ
り
に
、
し
っ
と
り
と
し
た
授
業
だ
っ
た
」
と

書
く
。

　

広
島
の
藤
原
氏
。
長
方
形
を
作
図
さ
せ
る
展

開
。
知
的
奥
行
き
が
欲
し
い
。
四
〇
点
。

（
教
師
は
黒
板
に
長
方
形
を
描
く
）

発
問  

長
方
形
と
は
ど
ん
な
形
で
す
か
。

指
示  

お
と
な
り
に
言
い
な
さ
い
。

指
示  

指
名
な
し
で
発
表
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

説
明  

ま
ず
、
教
科
書
に
描
き
ま
す
。【
例
題
】

指
示  

た
て
３
cm
、
よ
こ
■
cm
の
長
方
形
を

か
き
ま
す
。

　

埼
玉
の
細
井
氏
。
長
方
形
問
題
を
テ
ン
ポ
良

く
次
々
と
出
す
「
一
字
読
解
」
の
よ
う
な
授
業
。

も
っ
と
多
様
な
発
問
が
欲
し
い
。
四
五
点
。

（
１
）
長
方
形
を
板
書
す
る
。

（
２
）
こ
の
形
を
何
と
言
い
ま
す
か
。

（
３
）
ノ
ー
ト
に
長
方
形
を
か
き
ま
す
。

（
４
）
長
方
形
の
特
徴
を
３
つ
ノ
ー
ト
に
か
き

ま
す
。
か
け
た
ら
先
生
に
持
っ
て
来
ま
す
。

（
５
）
長
方
形
の
面
積
を
求
め
る
公
式
を
ノ
ー

ト
に
か
き
ま
す
。

（
６
）
横
×
縦
で
も
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

東
京
の
徳
本
氏
。
五
つ
の
授
業
を
構
想
し
た
。

知
的
広
が
り
を
感
じ
さ
せ
る
。
五
五
点
。

　

五
つ
の
授
業
案
が
考
え
ら
れ
る
。

　

一
つ
め
は
、
長
方
形
の
系
統
的
な
考
え
方
で

の
授
業
で
あ
る
。（
中
略
）

　

二
つ
め
は
、
図
形
の
初
期
の
指
導
に
つ
い
て

の
大
き
な
提
案
で
あ
る
。（
中
略
）
そ
の
場
合
、

幼
児
期
か
ら
の
発
達
段
階
を
踏
ま
え
た
見
方
が

必
要
に
な
る
。
例
え
ば
、
斜
め
線
が
か
け
る
課

題
を
８
割
の
子
供
が
通
過
す
る
の
は
五
歳
、
丸

や
三
角
が
か
け
る
の
が
四
歳
と
い
っ
た
よ
う
な

発
達
段
階
を
踏
ま
え
る
の
で
あ
る
。

　

三
つ
め
は
、
長
方
形
の
語
り
の
授
業
で
あ
る
。

　

四
つ
め
は
、
三
年
生
以
上
の
補
教
で
行
う
難

問
そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
復
習
の
授
業
で
あ
る
。

　

五
つ
め
は
、
算
数
的
活
動
の
授
業
で
あ
る
。

長
方
形
の
敷
き
詰
め
で
あ
っ
た
り
、
箱
の
形
を

写
し
取
っ
た
り
す
る
活
動
で
あ
る
。

　

北
海
道
の
赤
塚
氏
。
四
角
形
を
分
類
し
た
集

合
の
授
業
。
集
合
は
難
し
い
概
念
だ
。
ベ
ン
図

を
理
解
さ
せ
る
た
め
に
は
、
も
っ
と
た
く
さ
ん

の
図
形
体
験
が
欲
し
い
。
六
〇
点
。

発
問
１  

四
角
形
と
は
、
ど
ん
な
形
で
す
か
。

ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。
子
供
た
ち
に
発
表

さ
せ
る
。
四
角
形
の
定
義
で
あ
る
「
四
本
の

直
線
で
囲
ま
れ
た
形
」
を
確
認
す
る
。

向山型に挑戦！

東
京
都
日
本
文
化
大
学
・
講
師



2024. 549

向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問

ら
、
あ
っ
さ
り
否
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

Ｇ
Ｐ
Ｔ
:
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
方

形
は
円
に
完
全
に
ぴ
っ
た
り
収
ま
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
円
の
中
に

描
か
れ
た
正
方
形
は
、
円
に
完
全
に
内
接

し
ま
す
。

Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
反
論
し
て
み
た
。

木
村
:
長
方
形
の
対
角
線
は
常
に
円
の
中

心
を
通
り
ま
す
ね
。
す
る
と
円
周
角
は
九

〇
度
に
な
り
ま
す
ね
。
四
つ
の
頂
点
は
円
周

上
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
「
長
方
形
は
円

に
ぴ
っ
た
り
収
ま
る
」
と
言
え
ま
せ
ん
か
？

　

数
秒
の
沈
黙
後
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
謝
っ
て
き
た
。

Ｇ
Ｐ
Ｔ
:
す
み
ま
せ
ん
、
誤
解
が
生
じ
て

い
ま
し
た
。
ご
指
摘
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
確
か
に
、
長
方
形
の
対

角
線
は
常
に
円
の
中
心
を
通
り
ま
す
。
こ

の
性
質
に
よ
り
、
円
内
に
描
か
れ
た
長
方

形
は
円
に
ぴ
っ
た
り
収
ま
り
ま
す
。

長
方
形
の
性
質
に
迫
っ
て
み
た
。

説
明  「
Ａ
Ｉ
に
説
明
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し

た
。」
中
略
①
~
⑳

指
示  「
こ
の
中
で
、
絶
対
に
違
う
も
の
を
１

つ
選
び
な
さ
い
」「
検
討
し
な
さ
い
」

　

子
供
た
ち
に
討
論
さ
せ
る
。
指
示
「
で
は
、

君
た
ち
が
長
方
形
を
説
明
し
な
さ
い
」

　

討
論
を
通
し
て
長
方
形
の
情
報
が
蓄
積
し
た

子
供
た
ち
は
、
長
方
形
を
ど
う
説
明
す
る
だ
ろ

う
か
、
興
味
深
い
。
六
六
点
。

　

ど
な
た
も
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
長
方
形

の
性
質
で
次
の
発
見
を
し
た
子
供
が
い
た
な
ら
、

「
天
才
長
方
形
少
年
！
」
と
激
賞
し
た
い
。

木
村
:
大
発
見
で
す
。

「
ど
の
長
方
形
も
円
に
ぴ
っ
た
り
お
さ
ま

る
」

　

確
か
め
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
確
認
し
た

発
問
２  

長
方
形
と
は
、
ど
ん
な
四
角
形
で

す
か
。
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。
発
表
さ
せ

る
。
解
の
一
つ
と
し
て
長
方
形
の
定
義
で
あ

る
「
４
つ
の
か
ど
が
、
み
ん
な
直
角
に
な
っ

て
い
る
四
角
形
」
を
確
認
す
る
。

発
問
３  

長
方
形
と
四
角
形
。
ど
ち
ら
の
意

味
が
広
い
で
す
か
。
挙
手
さ
せ
る
。「
四
角

形
」
と
い
う
答
え
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

指
示
１  
長
方
形
と
四
角

形
の
関
係
を
図
に
し
ま
す
。

同
じ
よ
う
に
か
き
な
さ
い
。

　

上
の
よ
う
な
図
に
な
る
。

説
明
１   

こ
の
よ
う
な
図

を
ベ
ン
図
と
い
い
ま
す
。

　

山
口
の
林
氏
は
断
言
す
る
。

Ｂ
案　

■
発
問
・
指
示

　

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
使
っ
た
授
業
も
、
ま
た

楽
し
く
な
る
。
も
し
仮
に
、
向
山
氏
が
今
、
現

役
の
教
師
な
ら
ば
間
違
い
な
く
Ａ
Ｉ
を
使
っ
た

算
数
授
業
を
し
た
で
あ
ろ
う
。

説
明  「
長
方
形
を
説
明
し
ま
す
」
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①
判
断
と
方
針
②
実
行
③
助
言
の

サ
イ
ク
ル
で
専
門
家
と
連
携
す
る

子
供
の
問
題
点
を
判
断
し
、
方
針
を
立
て
、
実
行
し
た
指
導
に
助
言
を
受
け
る
。

　

①
子
供
の
問
題
点
を
判
断
し
方
針
を
立
て
る
。

②
方
針
を
も
と
に
指
導
を
実
行
す
る
。
③
そ
の

指
導
に
助
言
を
も
ら
う
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
を
回

す
こ
と
が
専
門
家
と
の
連
携
だ
。

　

特
定
の
人
を
狙
っ
て
相
手
の
顔
を
激
し
く

引
っ
か
い
て
し
ま
う
Ｙ
君
の
指
導
で
あ
る
。

一
　
問
題
点
を
判
断
し
、
方
針
を
立
て
る

【
問
題
点
の
判
断
】

①
暴
力
で
問
題
解
決
を
す
る
こ
と
。

②
問
題
行
動
を
振
り
返
る
と
き
の
語
彙
が
少
な

い
た
め
に
、
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

【
方
針
】

①
困
っ
た
こ
と
を
言
葉
で
伝
え
る
。

②
日
常
生
活
で
使
え
る
語
彙
を
増
や
す
。

二
　
実
行
す
る

①
L
C
S
A
（
言
語
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）
を
実
施
し
た
。
口
頭
指

示
の
理
解
や
、
語
彙
知
識
な
ど
、
多
く
の
項

目
で
六
歳
前
後
の
学
力
で
あ
る
と
出
た
。

②
発
達
段
階
（
四
〜
六
歳
児
レ
ベ
ル
）
に
合
っ

た
教
材
の
選
定
を
し
て
学
習
を
し
た
。

③
彼
が
好
き
な
レ
ゴ
で
作
っ
た
作
品
を
通
じ
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
た
。

三
　
助
言
を
受
け
る

　

谷
和
樹
先
生
に
助
言
を
も
ら
っ
た
（
以
下
、

文
責
：
松
尾
）。

①
「
困
っ
た
」
な
ど
の
抽
象
的
な
「
現
象
」
と

自
分
の
「
状
態
」
が
結
び
付
い
て
い
な
い
。

②
Ｙ
君
が
使
え
る
語
彙
か
ら
、
徐
々
に
知
ら
な

い
語
彙
を
学
習
さ
せ
る
。

③
Ｙ
君
が
し
よ
う
と
し
て
い
る
行
動
を
、
説
明

で
き
る
よ
う
に
言
語
化
し
て
あ
げ
る
。

④
具
体
物
を
利
用
し
て
言
葉
の
学
習
を
す
る
。

　

判
断
と
方
針
を
修
正
し
た
。

【
問
題
点
の
判
断
】

①
Ｙ
君
は
自
分
の
状
態
を
説
明
で
き
な
い
。

②
具
体
物
が
な
い
と
学
習
が
難
し
い
。

【
方
針
】

①
彼
が
自
分
の
行
動
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
記
録
を
取
り
、
振
り
返
る
。

②
具
体
物
を
使
っ
て
語
彙
指
導
を
す
る
。

　

修
正
し
た
判
断
と
方
針
の
も
と
指
導
し
た
。

【
指
導
】

①
学
校
生
活
の
な
か
で
、
彼
が
困
っ
て
い
る
場

面
な
ど
を
写
真
に
撮
り
、
そ
の
と
き
の
状
況

を
振
り
返
っ
て
整
理
す
る
練
習
を
し
た
。

②
彼
の
部
屋
の
写
真
な
ど
を
使
っ
て
、
語
彙
の

学
習
を
し
た
。
ま
た
、
学
校
に
あ
る
備
品
の

名
称
を
一
つ
一
つ
確
認
し
た
。

　

再
度
、
谷
先
生
に
助
言
を
受
け
た
。

①
感
情
に
関
す
る
語
彙
の
表
現
は
、
絵
カ
ー
ド

な
ど
の
代
替
物
を
使
っ
て
表
現
さ
せ
る
。

　

感
情
の
ゾ
ー
ン
表
を
作
り
、
感
情
を
色
で
分

け
、
自
分
の
感
情
を
色
で
表
現
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
ま
た
、
ゾ
ー
ン
表
と
一
緒
に
、
感
情
を

表
現
す
る
言
葉
を
掲
示
し
、
常
に
Ｙ
君
が
見
て

使
え
る
よ
う
に
し
た
。
同
じ
よ
う
に
し
て
、
Ｙ

君
の
主
治
医
や
作
業
療
法
士
、
理
学
療
法
士
に

も
助
言
を
受
け
、
指
導
を
改
善
し
て
い
る
。

翔和学園でのドラマ

松尾 大輝
NPO法人翔和学園教務

N
P
O
法
人
翔
和
学
園
教
務

松ま
つ

尾お

大だ
い

輝き
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小こ

嶋じ
ま

悠ゆ
う

紀き

発達障害のある子供をさらに伸ばす！　1年間の支援プラン！

N
P
O
法
人
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
理
事

㈱
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ

発
達
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　

五
月
の
Ｇ
Ｗ
が
過
ぎ
た
あ
た
り
か

ら
、
発
達
障
害
の
あ
る
子
供
が
新
し

い
環
境
に
慣
れ
る
時
期
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
時
期
あ
た
り
か
ら

特
性
や
傾
向
を
強
く
出
し
始
め
る
。

　

す
る
と
、
次
の
よ
う
な
状
態
に
な

る
こ
と
が
多
い
。

「
四
月
に
は
参
加
で
き
て
い
た
の
に
、

Ｇ
Ｗ
後
に
一
気
に
参
加
で
き
な
か
っ

た
り
、
渋
っ
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
」

　

す
る
と
先
生
た
ち
は
、

「
四
月
は
で
き
て
い
た
ん
だ
か
ら

…
…
」

と
ち
ょ
っ
と
強
め
の
指
示
や
言
葉
を

使
っ
て
し
ま
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
で
で
き
る
こ
と

も
あ
る
が
、
根
本
的
な
解
決
に
は

な
っ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
発
達
障
害
の
子
供
た
ち

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
、
重
要
な
点
を
、

ま
ず
は
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

　

そ
れ
は
、

「
四
月
は
緊
張
感
の
中
で
、
我
慢
し

な
が
ら
で
も
や
っ
て
し
ま
っ
て
い
た

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
」

と
い
う
点
で
あ
る
。

　

四
月
は
緊
張
感
を
も
っ
て
い
る
。

　

緊
張
感
が
あ
る
と
、
多
少
の
特
性

を
抑
え
て
も
、
何
と
な
く
取
り
組
ん

で
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
無
理
を
し

て
い
る
と
い
う
状
態
だ
。

　

み
な
さ
ん
も
無
理
を
す
れ
ば
、
一

回
な
ら
、
一
〇
〇
ｍ
走
を
全
力
で
走

れ
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
そ
れ
を
「
休
み
も
な
く

連
続
で
何
回
も
走
れ
！
」
と
言
わ
れ

た
ら
で
き
る
だ
ろ
う
か
？

　

も
ち
ろ
ん
で
き
る
わ
け
が
な
い
。

　

そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

　

四
月
に
緊
張
感
で
一
〇
〇
ｍ
を
全

力
疾
走
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
疲
れ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
無
理
が
「
あ
っ
た
の
で

は
」
と
い
う
前
提
で
、
ま
ず
は
ア
セ

ス
メ
ン
ト
を
し
て
ほ
し
い
。

　

も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
、
集
団

か
ら
の
離
脱
が
始
ま
っ
た
場
合
、

「
本
人
と
『
ど
ん
な
点
が
苦
し
い
の

か
』
を
相
談
す
る
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

四
月
に
で
き
て
い
た
ら
か
ら
と
、

上
か
ら
高
圧
的
に
制
御
を
か
け
よ
う

と
す
る
こ
と
は
、
逆
効
果
で
あ
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
だ
。

　

そ
の
上
で
、

「
ど
こ
ら
へ
ん
で
あ
れ
ば
、
参
加
で

集
団
に
入
れ
な
い
！
　
授
業
に
参
加
で
き
な
い
！
　

子
供
の
授
業
に
お
け
る
支
援
プ
ラ
ン

ま
ず
は
ア
セ
ス
メ
ン
ト
あ
り
き
。
し
か
し
、
放
置
で
は
な
い
。

き
そ
う
な
の
か
」

「
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
で
あ
れ
ば
で

き
そ
う
か
」

「
何
の
時
間
で
あ
れ
ば
参
加
で
き
る

の
か
」

と
い
う
点
を
、
本
人
と
合
意
形
成
を

取
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　

や
は
り
こ
こ
で
も
ポ
イ
ン
ト
は
、

「
本
人
と
確
認
し
て
、
合
意
を
し
て

い
く
」

と
い
う
こ
と
だ
。

　

そ
の
上
で
保
護
者
と
も
情
報
を
共

有
し
て
、
合
意
形
成
を
取
っ
て
支
援

を
行
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

大
切
な
こ
と
は
常
に
、

「
そ
の
子
に
と
っ
て
は
ど
う
な
の

か
？
」

と
い
う
観
点
で
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
続

け
る
こ
と
で
あ
る
。

【
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ア
カ
ウ
ン
ト
】

@
oshietekojit



52

『
愛
着
障
害
の
克
服　
「
愛
着
ア
プ

ロ
ー
チ
」
で
、人
は
変
わ
れ
る
』（
岡

田
尊
司
著　

光
文
社　

二
〇
一
六

年
）
を
基
に
心
理
士
か
ら
学
ん
だ
こ

と
を
ま
と
め
る
。

不
安
型
（
と
ら
わ
れ
型
）

　

過
去
の
愛
着
関
係
に
と
ら
わ
れ
て

お
り
、
怒
り
の
感
情
が
強
い
。
親
に

対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
に
押

し
流
さ
れ
、混
乱
し
た
り
、話
が
延
々

と
続
い
た
り
す
る
。
い
じ
め
を
受
け

る
側
に
な
り
や
す
い
。
ま
た
、
不
安

障
害
や
依
存
症
に
な
り
や
す
い
。

不
安
型
（
と
ら
わ
れ
型
）
愛
着

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

①
　
共
感
す
る

　

少
し
で
も
自
分
の
こ
と
を
否
定
・

拒
否
さ
れ
た
と
感
じ
る
と
、
気
分
を

害
し
、
相
手
に
対
し
て
批
判
的
に
な

る
。
自
分
の
こ
と
を
受
け
入
れ
て
も

ら
え
な
い
こ
と
に
悲
憤
慷
慨
す
る
だ

け
で
な
く
、
自
分
を
受
け
入
れ
な
い

相
手
は
お
断
り
だ
と
い
う
反
応
を
引

き
起
こ
し
て
し
ま
う
。「
そ
ん
な
こ

と
は
気
に
し
な
く
て
い
い
」
と
い
っ

た
具
合
に
、
対
処
法
を
助
言
し
よ
う

と
し
た
り
、
相
手
の
心
配
や
不
安
を

否
定
的
に
あ
し
ら
っ
て
し
ま
う
と
、

攻
撃
的
な
態
度
を
誘
う
こ
と
に
な
る
。

心
を
込
め
て
聞
く
、
相
手
の
思
い
を

よ
く
受
け
止
め
、
大
変
さ
や
苦
労
を

ね
ぎ
ら
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

②
　
高
い
応
答
性
で
寄
り
添
う

　

ま
め
で
手
間
を
い
と
わ
な
い
（
高

い
応
答
性
を
も
つ
）
人
が
好
ま
れ
る
。

い
つ
も
自
分
の
こ
と
を
か
ま
っ
て
く

れ
た
り
、
世
話
を
し
て
く
れ
た
り
、

関
わ
り
を
も
っ
て
く
れ
る
人
を
切
実

に
必
要
と
し
て
い
る
。
不
安
型
の
人

の
安
全
基
地
と
な
り
、
支
え
て
い
こ

う
と
す
る
場
合
、
反
応
を
常
に
心
掛

け
る
必
要
が
あ
る
。

③
　
こ
ち
ら
か
ら
歩
み
寄
る

　

親
密
な
関
係
に
な
る
ほ
ど
、
素
直

で
な
い
反
応
を
見
せ
る
。
そ
れ
は
、

甘
え
方
の
一
つ
の
様
式
で
あ
る
。
も

と
も
と
不
安
型
の
人
は
、
相
手
が
ど

う
受
け
止
め
る
か
を
気
に
し
す
ぎ
て
、

本
音
が
な
か
な
か
言
え
な
い
。
言
わ

な
く
て
も
分
か
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

気
持
ち
は
強
い
た
め
、
そ
の
部
分
を

汲
み
取
っ
て
も
ら
え
な
い
と
イ
ラ
イ

ラ
し
て
し
ま
う
。
不
機
嫌
や
拒
否
、

攻
撃
は
、
不
安
型
の
人
の
文
法
で
は
、

「
も
っ
と
自
分
の
気
持
ち
に
目
を
向

け
て
」「
も
っ
と
気
持
ち
を
分
か
っ

て
」
と
い
う
〝
抗
議
〞
な
の
で
あ
る
。

そ
う
い
う
と
き
に
は
、「
ど
う
し
た

の
？
」
と
尋
ね
る
の
が
良
い
。「
別

に
」
と
い
っ
た
拒
否
的
な
反
応
し
か

返
っ
て
こ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
こ
は
ひ
る
ま
ず
に
「
な
に
か
嫌
な

こ
と
が
あ
っ
た
の
？
」
な
ど
と
問
い

か
け
て
い
く
。「
良
か
っ
た
ら
話
し

て
」
な
ど
控
え
め
に
促
す
の
も
良
い
。

④
　
依
存
的
な
特
性
に
対
し
て
は
、

主
体
性
を
尊
重
す
る

　

自
分
で
決
め
る
の
が
苦
手
で
あ
る
。

重
大
な
決
定
だ
け
で
な
く
、
些
細
な

判
断
も
、
自
分
一
人
で
す
る
の
は
自

信
が
な
い
。
誰
か
に
す
ぐ
相
談
し
た

く
な
る
。
そ
の
た
め
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
に
も
な
じ
み
や
す
い
。
本
人
が
自

信
が
な
さ
そ
う
に
で
あ
れ
、
自
分
の

気
持
ち
や
考
え
を
言
っ
た
と
き
に
は
、

そ
の
こ
と
を
肯
定
的
に
評
価
し
、
支

持
す
る
。

医療・療育現場からの発信！

愛
着
障
害
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て

心
理
士
か
ら
学
ん
だ
愛
着
障
害
の
ア
プ
ロ
ー
チ
法
。

笹さ
さ

野の

達た
つ

哉や

㈱
ｏ
ｎ
ｅ
ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｃ
も
こ
も
こ

安原 昭博
安原こどもクリニック　院長

安原ドクター語録語録
から学ぶ

特別支援教育

アドバイザー
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プロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる 作業療法

１　

感
覚
器
が
脳
を
育
て
る

　

発
達
と
は
、
中
枢
神
経
系
が
中
心
に
な
り
、

末
梢
神
経
質
を
介
し
て
、全
身
と
協
調
し
、種
々

の
機
能
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
外
界
か
ら
の
刺
激

を
正
し
く
感
知
し
、
素
早
く
反
応
す
る
感
覚
器

の
存
在
が
必
須
で
あ
る
。

　

感
覚
は
、
五
感
（
視
覚
・
聴
覚
・
味
覚
・
嗅

覚
・
体
性
感
覚
）
＋
固
有
覚
※
１
・
前
庭
覚
※
２

で
入
力
す
る
。
そ
の
情
報
を
脳
内
で
処
理
し
、

瞬
時
に
、
運
動
・
動
作
・
行
動
と
し
て
見
え

る
形
で
表
現
さ
れ
る
。
自
分
の
体
を
自
然
に
使

い
こ
な
す
こ
と
が
ゴ
ー
ル
だ
。

※
配
慮
点　

　

・
リ
ズ
ム
感
を
大
切
に
す
る

　

・
自
分
の
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ

　

・
身
の
こ
な
し
・
器
用
な
動
き

　

・
無
理
な
く
楽
し
め
る

２　

ア
セ
ス
メ
ン
ト
二
種

　

体
が
自
然
に
動
い
て
い
る
か
、
学
習
の
準
備

が
で
き
る
体
に
な
っ
て
い
る
か
を
見
取
る
方
法

を
紹
介
す
る
。

⑴　

腹
臥
位
伸
展
位
：
Ｐ
Ｅ
Ｐ

何
秒
保
持
で
き
る
か
﹇
観
察
点
﹈

①　

肘
が
体
の
外　
　

②　

背
中
の
ア
ー
チ

③　

股
関
節
が
浮
上

④　

姿
勢
保
持
の
ま
ま
質
問
に
答
え
ら
れ
る
か

⑤　

抵
抗
に
ど
の
程
度
耐
え
ら
れ
る
か

目
安　

四
歳
三
〇
秒　

五
歳
六
〇
秒

　
　
　

六
歳
七
〇
秒

⑵　

背
臥
位
屈
曲
位
：
Ｓ
Ｆ
Ｐ

何
秒
保
持
で
き
る
か
﹇
観
察
点
﹈

①　

全
身
を
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
丸
め
る

②　

肩
甲
骨
下
角
が
床
か
ら
離
れ
て
い
る

③　

頸
、
股
、
膝
関
節
を
屈
曲
し
て
い
ら
れ
る

④　

姿
勢
保
持
の
ま
ま
質
問
に
答
え
ら
れ
る
か

⑤　

抵
抗
に
ど
の
程
度
耐
え
ら
れ
る
か

目
安　

四
歳
二
秒　

五
歳
五
秒

　
　
　

六
歳
七
秒

⑶　

解
釈
で
き
る
こ
と

○
前
庭
機
能
の
成
熟
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

○
運
動
企
画
※
３　

姿
勢
の
保
持
が
で
き
る
か

○
同
時
収
縮
し
て
い
る
筋
肉
が
あ
る
か

○
姿
勢
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
Ｔ
Ｌ
Ｒ
、
S
T
N
R

の
統
合
）
↓
原
始
反
射

　

聞
こ
え
な
い
声
を
体
か
ら
受
け
取
っ
て
、
学

ぶ
た
め
の
体
づ
く
り
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
学
校

現
場
に
広
め
た
い
。

【
引
用
文
献
】

『
人
間
発
達
学
』（
竹
下
研
三
著　

中
央
法
規
）

『
人
間
発
達
学
』（
福
田
恵
美
子
編　

中
外
医
学
社
）

『
脳
科
学
の
教
科
書
・
神
経
編
』（
理
化
学
研
究

所
脳
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
編　

岩
波
書

店
）

神
奈
川
県
相
模
原
市
立
大
島
小
学
校　

鈴す
ず

木き

恭き
ょ
う

子こ

今
こ
そ
シ
ン
プ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
！

中
枢
神
経
系
の
成
熟
度
を
見
取
り
、
継
続
し
た
指
導
が
成
果
を
生
む
。

福
ふく

田
だ

恵
え

美
み

子
こ

長野保健医療大学
　特任教授
障害科学博士
発達支援飛翔のもり
　顧問
メリーランド高等学院
　センター長

アドバイザー

福田恵美子先生に学ぶ

作業療法作業療法

※
１  

筋
力
の
緊
張
状
態
、
位
置
関
係
に
関
す
る
感
覚
。

※
２  

筋
肉
の
調
整
機
能
等
に
関
す
る
感
覚
。

※
３

頭
の
中
で
身
体
の
運
動
を
計
画
し
、
動
作
を
行
う
こ
と
。



TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
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五
色
百
人
一
首
を
学
級
の
シ
ス
テ
ム
に
取
り
入
れ
る

子
供
た
ち
が
安
定
し
、
毎
日
学
校
に
行
く
の
が
楽
し
み
に
な
っ
た
。

真ま

野の

二じ

郎ろ
う

北
海
道
江
別
市
立
対
雁
小
学
校

「
先
生
、
百
人
一
首
が
し
た
い
！
」

　

朝
、
子
供
た
ち
は
百
人
一
首
を
楽

し
み
に
教
室
へ
入
っ
て
く
る
。
毎
日
、

朝
の
会
の
最
後
に
百
人
一
首
を
行
っ

て
い
る
。
行
う
時
間
を
決
め
る
こ
と

で
、
子
供
た
ち
は
見
通
し
を
も
ち
、

安
定
し
た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
欠
席

し
が
ち
な
子
や
教
室
へ
入
る
の
に
抵

抗
感
が
あ
る
子
も
、
朝
か
ら
登
校
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

〈
超
盛
り
上
が
る
ポ
イ
ン
ト
〉

①　

札
の
最
初
の
文
字
や
言
葉
を
覚

え
さ
せ
、
取
れ
る
よ
う
に
す
る
。

読
む
時
は
「
間
」
を
空
け
る
。

②　

取
れ
な
い
子
に
は
、
そ
の
子
の

見
て
い
る
札
や
覚
え
た
札
を
読
み
、

意
図
的
に
取
ら
せ
る
。

③　

リ
ー
グ
戦
を
行
う
。
勝
つ
と
位

が
上
が
り
、
負
け
る
と
位
が
下
が

る
。
繰
り
返
せ
ば
、
皆
が
同
じ
レ

ベ
ル
に
な
り
白
熱
す
る
。

④　

一
番
強
い
リ
ー
グ
と
弱
い
リ
ー

グ
を
入
れ
替
え
る
「
革
命
」
を
す

る
。
教
師
と
、
一
番
強
い
子
が

じ
ゃ
ん
け
ん
し
、
教
師
が
勝
て
ば

革
命
す
る
。

　

五
色
百
人
一
首
は
、
学
級
経
営
に

欠
か
せ
な
い
教
材
だ
。

クラス全員が熱中するこの教材！

苦
手
な
子
が
「
で
き
た
！
」
と
声
を
上
げ
る
百
玉
そ
ろ
ば

ん
・
20
玉
そ
ろ
ば
ん
・
個
人
用
百
玉
そ
ろ
ば
ん

子
供
の
事
実
か
ら
感
じ
た
教
具
の
力
。

西さ
い

城じ
ょ
う

慶け
い

太た

栃
木
県
公
立
小
学
校

「
１
＋
３
＝
７
」

　

一
年
生
担
任
だ
っ
た
頃
、
こ
う
答

え
た
子
供
が
い
た
。
数
の
概
念
が
全

く
身
に
付
い
て
い
な
い
。
こ
の
子
に

ど
う
教
え
た
ら
い
い
の
か
悩
ん
だ
。

こ
の
窮
地
を
救
っ
て
く
れ
た
の
が
、

「
20
玉
そ
ろ
ば
ん
」
だ
。
２
＋
３
＝

５
、
３
＋
５
＝
８
…
…
一
玉
一
玉
ス

ラ
イ
ド
さ
せ
な
が
ら
一
生
懸
命
た
し

算
を
し
て
い
た
。
正
解
し
て
「
ヨ
ッ

シ
ャ
‼
」
そ
の
子
は
、
算
数
を
得
意

教
科
と
し
て
く
れ
た
。

　

四
年
生
担
任
の
時
、
算
数
が
苦
手

で
教
室
か
ら
逃
げ
る
子
供
が
い
た
。

「
小
数
」
の
単
元
で
は
、
授
業
始
め
に

全
体
指
導
用
の
百
玉
そ
ろ
ば
ん
で
小

数
を
数
え
る
練
習
を
し
た
。
そ
し
て
、

ク
ラ
ス
の
児
童
全
員
に
個
人
用
百
玉

そ
ろ
ば
ん
を
渡
し
、
写
真
の
よ
う
な

ル
ー
ル
の
下
、
問
題
を
出
し
た
。
教

師
が
小
数
を
言
い
、
子
供
が
玉
を
入

れ
る
活
動
か
ら
始
め
、
慣
れ
て
き
た

ら
子
供
同
士
の
ペ
ア
で
問
題
を
出
し

合
う
活
動
へ
と
展
開
さ
せ
た
。

　

そ
の
子
は
四
五
分
間
教
室
で
学
習

で
き
た
。「
簡
単
〜
」
と
得
意
そ
う

に
学
習
し
て
い
た
姿
が
忘
れ
ら
れ
な

い
。「
教
具
の
力
」
に
救
わ
れ
た
。
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するだけで、その日、学級が明るくなると言っても過言ではない。
　今回ご紹介する内容はあえて書かない。是非、QRコードを読み込み、
実演から順にご覧いただきたい。超簡単に割り箸を浮かすことができる。
100円ショップの材料で製作も可能である。学級で披露した後は、子供
たちにも同じ体験をさせてあげてほしい。道具は低学年・中学年であれば、
先生方が事前に人数分用意してあげると良い。学級に自然と会話が生ま
れる。子供たちはやり方をマスターすると、友達と協力し、浮かせ方を
創造する。右写真は１人の子が浮かせ番をし、もう１人の子がそれに合
わせてジェスチャーを入れるというもの。子供たちの工夫は本当にすば
らしい。拙著『教室でマジック』（学芸みらい社）には32個の手品が掲
載されている。こちらも活用いただきたい。

学級手品！「浮く割り箸」
自然と会話が生まれる！　表現を工夫し創造する！

三重県伊勢市立明野小学校　高
たか

橋
はし

久
ひさ

樹
き

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
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１　
「
式
を
書
き
な
さ
い
」

問
題
を
読
ま
せ
た
直
後
に
、
向
山

氏
が
出
し
た
指
示
。
そ
の
後
、
次
の

フ
レ
ー
ズ
で
子
供
た
ち
に
確
認
す
る
。

　

ま
ず
、
日
付
は
書
い
て
い
ま

す
か
。
ペ
ー
ジ
数
は
書
い
て
あ

り
ま
す
か
。
問
題
の
番
号
も
書

い
て
あ
り
ま
す
か
。

わ
ず
か
一
〇
秒
。
子
供
た
ち
へ
の

た
っ
た
一
〇
秒
の
フ
レ
ー
ズ
が
、
毎

日
重
な
り
、
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ
、

大
き
な
財
産
と
な
る
。

２　
「
こ
れ
は
優
し
い
で
す
ね
。
優

し
い
訳
を
説
明
で
き
る
人
」

書
い
た
式
を
読

ま
せ
た
後
、
向
山

氏
は
こ
の
よ
う
に

子
供
た
ち
に
問
う
。

子
供
か
ら
は
、「
あ
い
、
あ
い
、

あ
い
〜
！
」
と
僕
を
当
て
て
ほ
し
い

と
い
う
子
供
の
心
の
声
が
漏
れ
る
。

向
山
氏
が
発
言
を
促
す
と
、
子
供
た

ち
は
（
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
！
）

と
答
え
る
。
向
山
氏
は
伝
え
た
。

　

教
科
書
に
書
い
て
あ
り
ま
す

ね
（
と
認
め
る
）。

　

教
科
書
に
書
い
て
あ
る
こ
と

を
見
る
の
も
、
お
勉
強
の
う
ち
だ
。

こ
れ
ら
の
フ
レ
ー
ズ
の
言
い
方
も

重
要
だ
。「
強
弱
」「
緩
急
」
が
あ
り
、

「
柔
ら
か
さ
」
と
「
強
さ
」
を
も
っ

た
言
い
方
だ
。
重
要
な
発
問
・
指
示

を
す
る
際
の
「
立
ち
位
置
」
や
子
供

へ
の
丸
付
け
を
す
る
際
の
「
教
師
の

動
き
」
な
ど
。
こ
の
よ
う
な
教
態
も

映
像
全
集
か
ら
学
び
た
い
。

動画

すぐに使える学級活動のコツ
話し合い活動 学級レク お楽しみ会・ ・ etc

　デジタル連動

向山洋一向山洋一のの言葉言葉
から学ぶから学ぶ教育実践教育実践
～「向山洋一映像全集」より～～「向山洋一映像全集」より～

こ
の
フ
レ
ー
ズ
が
学
習
習
慣
を
身
に
付
け
る

映
像
全
集
第
三
巻
「
算
数
の
授
業
映
像
」
か
ら
向
山
氏
の
フ
レ
ー

ズ
を
分
析
す
る
。

利と
し

田だ

勇ゆ
う

樹き

東
京
都
港
区
立
赤
羽
小
学
校

向山洋一向山洋一のの言葉言葉
から学ぶから学ぶ教育実践教育実践
～「向山洋一映像全集」より～～「向山洋一映像全集」より～



TOSSランド・TOSS-SNS・TOSSメディア活用実践
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遠くまで出かけることのできないあなた。 
TOSS-SNSがあれば最先端の情報に 
くい付いていくことができます
家にいながらできる最強の教師修業ツール。

北海道石狩市立花川小学校 赤
あか

塚
つか

邦
くに

彦
ひこ

　コロナ以前。全国各地で行われているセミナーは、現地に行かなければ受講することができ
なかった。独身時代は１か月に１度は北海道から海を渡り、各種セミナーに参加していた。し
かし、結婚し、子供が生まれ、なかなか身動きを取ることができない状態になった。最先端の
情報を得る機会がなくなったことを意味する。そんな私のためにあると思えたのが、

TOSS-SNS（現Workplace→お申込みはhttps://snsform.toss-online.com/shinki/）

である。TOSSでは毎週末どこかでセミナーが開催されている。各事務局がその様子を写真で
投稿していたり、参加者が感想を発信したりしている。情報に飢えていた私は、その発信に全
て目を通し、どのような内容が話されていたのか、どのような書籍の紹介をされていたのかの
概要を知ることができたのだ。もちろん、自分で聞いたことではないので、詳細は分からない。
しかし、向かうべき方向性を知ることができただけでもモチベーションは一気にアップした。
現在、私がTOSSを続けているのはSNSで最先端情報をつかむことができたからと言っても過
言ではない。
　コロナを経て、現在は家にいながらでもセミナーを受講できるハイブリッド時代に突入した。
ハイブリッド時代になり、SNSの役目は終わったのか。そんなことはない。SNSは

全国のTOSSメンバーとのツーウェイ

の場となっている。各地のオンライン、ハイブリッドセミナーに参加し、そのことをSNSに発
信する。発信したことへのコメントをいただくことがある。そのことをきっかけにオンライン
サークル「アツマロウスタグル」を2021年に結成した。セミナーだけでは味わうことのできな
いツーウェイでのやり取りを行っている。
　自分のライフスタイルに合わせて活用できるTOSS-SNSは最強の教師修業ツールである。

【今月のコンテンツ】

TOSS-SNS

TOSS指導法授業が激変！ 最前線

TOSS-SNSにオンライン
サークルのグループを作り、
連絡に使ったり、サークル
動画の共有もしたりしてい
る。
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ほ
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
利
田
先
生
で
も
、
〇
〇

先
生
（
隣
の
先
生
）、
校
長
先
生

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
お
う
ち

の
人
も
、
話
を
聞
い
て
く
れ
ま

す
。

　

悩
ん
だ
ら
、
近
く
の
大
人
に
、

相
談
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

で
は
、
国
語
の
授
業
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

決
し
て
声
を
荒
げ
な
い
。
そ
し
て

ネ
チ
ネ
チ
と
や
ら
ず
に
、
サ
ッ
と
授

業
モ
ー
ド
に
切
り
替
え
る
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
便
利
な
道
具
だ
が
、

使
い
方
に
よ
っ
て
は
、
人
を
悲
し
い

気
持
ち
に
さ
せ
て
し
ま
う
。

　

一
方
的
に
、「
こ
れ
は
い
い
」「
こ

れ
は
駄
目
」
と
決
め
ず
、
子
供
に
、

な
ぜ
？

と
考
え
さ
せ
な
が
ら
、
ル
ー
ル
を

作
っ
て
い
く
。
そ
の
こ
と
が
、
こ
れ

か
ら
の
子
供
た
ち
の
「
情
報
モ
ラ

ル
」
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　

先
生
も
、
と
っ
て
も
悲
し
い

気
持
ち
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
こ
と
は
、
決
し

て
あ
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
い
い

と
思
う
人
？

　

誰
も
手
を
挙
げ
な
い
。

い
け
な
い
と
思
う
人
？

　

ザ
ッ
と
全
員
の
手
が
挙
が
っ
た
。

　

先
生
も
同
じ
気
持
ち
で
す
。

二
年
二
組
は
と
っ
て
も
優
し
く

て
良
い
ク
ラ
ス
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
い
う
こ
と
が

あ
っ
て
は
、
悲
し
い
気
持
ち
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
二
度
と
、

起
こ
ら
な
い
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

た
だ
、
そ
れ
を
や
っ
た
人
も
、

も
し
か
し
た
ら
、
心
の
中
で
悩

ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

や
っ
た
こ
と
は
よ
く
な
い
で

す
が
、
近
く
の
人
に
相
談
し
て

先
生
！
　
お
れ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
誰
か
が
勝
手
に
打
ち
込
ん

だ
！

朝
、
Ａ
さ
ん
か
ら
訴
え
が
。
画
面

を
見
る
と
、

ば
か
く
そ

と
い
う
文
字
。
私
は
、

「
教
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
大

切
な
話
で
す
か
ら
、
朝
の
会
に
話
を

さ
せ
て
く
だ
さ
い
」

と
Ａ
さ
ん
に
告
げ
た
。

　

時
間
に
な
り
、
い
つ
も
ど
お
り
朝

の
会
が
始
ま
る
。（
…
先
生
か
ら
の

お
話
で
す
。）

手
を
膝
に
置
き
な
さ
い
。

　

私
の
第
一
声
に
、
い
つ
も
と
違
う

空
気
が
教
室
に
流
れ
る
。

　

朝
、
あ
る
子
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
見
る
と
、
そ
の
子
に
身
に
覚

え
の
な
い
で
き
ご
と
が
あ
り
ま

し
た
。

　

キ
ー
ボ
ー
ド
ソ
フ
ト
の
自
分

の
名
前
の
と
こ
ろ
に
、「
ば
か

く
そ
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

感
想
を
。

（
か
わ
い
そ
う
）（
嫌
な
気
持
ち
に

な
る
）（
悲
し
い
で
す
）

「ばかくそ」は
誰が打った⁉
～情報モラルを
はじめの一歩教
える
子供たちの端末に、身に
覚えのない「悪口」が。
教師が毅然と指導するこ
とで、GIGA崩壊を防ぐ。

東京都港区立赤羽小学校

利
とし

田
だ

勇
ゆう

樹
き

GIGAスクール
端末１人１台時代の
指導術

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！
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て
好
き
に
選
ん
で
良
い
。
ポ
イ
ン
ト

は
「
す
ぐ
に
終
わ
る
」
こ
と
だ
。
し

つ
こ
く
や
る
と
確
実
に
嫌
わ
れ
る
。

３　

ル
ー
ル
と
ペ
ナ
ル
テ
ィ

　

つ
ま
り
、

①　
正
し
い
（
頑
張
る
）
行
動

を
す
る
例
↓
帰
り
支
度
を
素

早
く
す
る

②　
得
を
す
る
例
↓
早
く
下
校

が
で
き
る
等

と
い
う
「
ル
ー
ル
」
を
作
る
。

　

そ
し
て
、

③　
正
し
く
な
い
行
動
を
す
る

　
例
↓
掃
除
の
時
間
に
さ
ぼ
る

④　
損
を
す
る
例
↓
追
加
で
ご

み
拾
い
を
す
る
等

と
い
う
「
ペ
ナ
ル
テ
ィ
」
を
設
け
る

こ
と
で
学
級
は
安
定
す
る
。
こ
れ
は
、

中
学
年
は
も
ち
ろ
ん
、
低
学
年
・
高

学
年
の
学
級
経
営
に
お
い
て
も
大
切

に
し
た
い
考
え
方
で
あ
る
。

３　

ル
ー
ル
と
ペ
ナ
ル
テ
ィ

静
か
に
席
に
座
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

頑
張
っ
て
い
る
子
に
得
を
さ
せ
る
だ

け
で
子
供
の
動
き
は
激
変
す
る
の
だ
。

２　

頑
張
っ
て
い
な
い
子
が
損
す
る

　

逆
に
、
頑
張
っ
て
い
な
い
子
に

ち
ょ
っ
と
し
た
損
を
さ
せ
る
時
も
あ

る
。
例
え
ば
、
教
室
の
ご
み
拾
い
を

す
る
場
面
で
、
Ａ
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん
が

一
所
懸
命
に
掃
除
を
し
て
、
他
の
子

供
た
ち
が
あ
ま
り
積
極
的
に
掃
除
を

し
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
。
そ
の
時

は
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
Ａ
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん
は
、
最
初

か
ら
最
後
ま
で
一
所
懸
命
に
ご

み
を
拾
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か

ら
、
も
う
終
わ
っ
て
よ
い
で
す
。

他
の
子
た
ち
の
取
組
は
イ
マ
イ

チ
で
し
た
。
あ
と
二
〇
個
、
ご

み
を
拾
い
な
さ
い
」

　

時
に
は
こ
の
よ
う
な
「
ペ
ナ
ル

テ
ィ
」
を
課
す
こ
と
で
、
正
し
く
な

い
行
動
を
教
え
て
い
く
。
な
お
、
ペ

ナ
ル
テ
ィ
の
内
容
は
実
態
に
合
わ
せ

２　

頑
張
っ
て
い
な
い
子
が
損
す
る

１　

頑
張
っ
て
い
る
子
が
得
を
す
る

「
学
級
経
営
で
一
番
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
は
何
で
す
か
」
と
尋
ね
ら
れ

た
時
、
い
つ
も
私
は
「
頑
張
っ
て
い

る
子
が
得
を
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
」

と
答
え
る
。
こ
の
考
え
方
こ
そ
が
学

級
経
営
の
一
番
の
肝
だ
と
自
信
を

も
っ
て
言
え
る
か
ら
だ
。

　

例
え
ば
、
帰
り
の
会
の
前
、
友
達

と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
だ
ら
だ

ら
と
帰
り
の
支
度
を
し
て
い
る
子
が

い
た
と
し
よ
う
。
一
方
で
、
早
く
準

備
を
終
え
て
静
か
に
待
っ
て
い
る
子

た
ち
が
い
る
。
後
者
の
子
た
ち
に
何

の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
せ
ず
に
数
分
間
待

１　

頑
張
っ
て
い
る
子
が
得
を
す
る

た
せ
、
し
ゃ
べ
っ
て
い
た
子
た
ち
と
同

じ
よ
う
に
下
校
さ
せ
た
ら
、
ど
う
思

う
だ
ろ
う
か
。「
早
く
準
備
し
な
き
ゃ

よ
か
っ
た
」
と
思
う
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
の
経
験
が
積
み
重
な
っ

て
い
く
と
、
ク
ラ
ス
か
ら
正
し
い
行

動
を
す
る
子
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い

き
、
学
級
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
る
。

　

逆
に
、
以
下
の
よ
う
に
告
げ
た
ら

ど
う
だ
ろ
う
。

「
今
か
ら
名
前
を
呼
ぶ
子
、
起

立
。
準
備
が
早
か
っ
た
ね
！　

偉
い
！　
さ
よ
う
な
ら
！
」

　

す
る
と
、
次
の
日
に
は
、
そ
の
子

た
ち
を
ま
ね
て
さ
ら
に
多
く
の
子
が

【学級経営の肝】
頑張っている子が
得をするシステム

頑張っている子が「損」をす
るシステムになっているから
クラスが荒れるのだ。

長崎県公立小学校

岩
いわ

永
なが

将
しょう

大
だい

学年別

低学年    中学年    高学年    中高 

学級経営のポイント
すぐに使える
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た
だ
し
手
書
き
の
文
字
に
お
い
て

Ｏ
Ｃ
Ｒ
機
能
を
使
っ
た
際
は
、チ
ェ
ッ

ク
が
必
須
と
な
る
。
け
れ
ど
、
黒
板

に
書
い
た
文
字
な
ど
も
同
様
に
テ
キ

ス
ト
化
で
き
る
た
め
万
能
で
あ
る
。

３　

紙
の
情
報
を
ど
ん
ど
ん
テ

キ
ス
ト
デ
ー
タ
化
す
る
良
さ

　

こ
の
Ｏ
Ｃ
Ｒ
機
能
で
あ
る
が
、
校

務
だ
け
で
な
く
様
々
活
用
の
場
面
が

あ
る
。
例
え
ば
、
使
い
た
い
言
葉
を

テ
キ
ス
ト
化
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ

の
原
稿
を
書
い
て
い
る
二
月
現
在
の

ト
ー
ク
ラ
イ
ン
の
長
谷
川
博
之
氏
の

激
励
の
一
言
を
、
ス
キ
ャ
ン
し
て

デ
ー
タ
化
し
て
み
た
。
こ
の
よ
う
に
、

引
用
し
た
い
言
葉
を
写
真
に
撮
っ
て

お
け
ば
、
自
分
の
蓄
積
に
も
な
る
。

３　

紙
の
情
報
を
ど
ん
ど
ん
テ

キ
ス
ト
デ
ー
タ
化
す
る
良
さ

③　

画
像
や
写
真
に
書
い
て
あ

る
文
字
を
テ
キ
ス
ト
化

④　

パ
ソ
コ
ン
の
画
面
に
映
っ

た
文
字
も
テ
キ
ス
ト
化

⑤　

手
書
き
で
書
い
た
文
字
を

テ
キ
ス
ト
化

Google

レ
ン
ズ
に
も
似
た
よ
う
な

機
能
が
あ
る
が
、
こ
の
ア
プ
リ
は
性

能
が
良
い
。
と
り
わ
け
、
手
書
き
の

文
字
を
テ
キ
ス
ト
化
す
る
際
に
も
効

果
を
発
揮
す
る
。
私
の
殴
り
書
き
の

字
を
ス
キ
ャ
ン
し
た
と
こ
ろ
、
次
の

よ
う
に
な
っ
た
。

１　

な
ぜ
紙
資
料
し
か
な
い
の
か
。

不
思
議
な
学
校
現
場

　

先
日
、
ク
ラ
ブ
の
集
金
に
つ
い
て

の
引
き
継
ぎ
資
料
を
探
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
紙
の
資
料
が
見
付
か
っ
た
。

デ
ー
タ
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
ど
う
や

ら
一
太
郎
で
作
成
が
さ
れ
て
い
る
。

デ
ー
タ
を
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
で
開
く

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
時

に
、W

ord

に
一
か
ら
打
ち
込
む
と

時
間
が
掛
か
る
。
そ
う
し
た
場
合
に

役
に
立
つ
ア
プ
リ
が
、vFlat Scan 

- PD
F Scanner

で
あ
る
。

　

こ
の
ア
プ
リ
は
、
紙

資
料
の
テ
キ
ス
ト
を
正

１　

な
ぜ
紙
資
料
し
か
な
い
の
か
。

不
思
議
な
学
校
現
場

確
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
文

字
を
読
み
取
る
Ｏ
Ｃ
Ｒ
機
能
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
紙
資
料
を
数
秒
で
、

テ
キ
ス
ト
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

書
類
作
成
が
五
分
で
終
わ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

２　

使
い
方
と
実
際

　

こ
の
ア
プ
リ
は
、
大
き
く
分
け
る

と
五
つ
の
方
法
で
、
テ
キ
ス
ト

（
デ
ー
タ
）
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①　

紙
を
読
み
取
り
、
テ
キ
ス

ト
化

②　

Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
そ
の
ま
ま
読
み

取
り
テ
キ
ス
ト
化

２　

使
い
方
と
実
際

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

vFlat Scan - 
PDF Scanner
は、紙の資料を
データの資料に
変えることがで
きる

学校現場は恐ろしいほど
の紙文化。紙の資料の文
字起こしをする必要がな
くなるOCR機能は、まさ
に神機能。

神奈川県大和市立林間小学校

村
むら

上
かみ

諒
りょう

時間短縮の仕事術仕事術
仕事に役立つこのアプリ！
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フ
ォ
ロ
ー
す
る
の
か
、
そ
の
対
応
を

身
に
付
け
る
の
か
。

　

こ
れ
は
学
級
参
観
に
行
っ
た
り
、

サ
ー
ク
ル
で
訊
く
の
が
い
い
。

　

自
分
の
授
業
ビ
デ
オ
を
見
て
も
ら

い
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
の
も
い
い
。

人
に
見
て
も
ら
お
う
。
自
分
一
人
で

は
限
界
が
あ
る
。

４

　

備
忘
録
に
、
チ
エ
ッ
ク
表
を
付
け

て
、
い
つ
も
振
り
返
れ
る
よ
う
に
す

る
の
も
い
い
。

　

私
は
「
笑
顔
」
と
「
笑
い
」
が
足

り
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
備
忘

録
に
「
笑
顔
一
分
練
習
」「
笑
い
二

分
練
習
」
と
書
い
て
い
る
。
そ
う
し

て
、
笑
顔
を
意
識
し
て
い
る
。

５

　

間
違
っ
て
も
「
〇
級
だ
か
ら
お
れ

は
頑
張
っ
た
。
す
ご
い
」
で
終
わ
っ

て
は
い
け
な
い
。
調
子
に
乗
っ
て
努

力
が
止
ま
り
、
実
力
が
落
ち
る
。

　

検
定
で
の
学
び
を
普
段
に
生
か
そ

う
。
検
定
を
受
け
て
お
し
ま
い
で
は

な
い
。
自
戒
を
こ
め
て
言
う
。

２

　

具
体
の
場
面
で
考
え
る
。

　

例
え
ば
、「
１
０
０
」
が
答
え
の

問
題
が
あ
っ
た
と
す
る
。「
33
」
等

の
明
ら
か
な
間
違
い
を
子
供
が
言
っ

た
時
。

「
33
ね
。
い
い
ね
。
そ
れ
よ
り
も
…

上
で
す
（
笑
顔
で
）」

　

こ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
な
子
が
答
え

を
言
っ
て
い
く
。
答
え
が
出
た
後
に
、

「
い
ろ
い
ろ
と
答
え
や
意
見
を
言
っ

て
く
れ
た
人
が
い
た
か
ら
、
答
え
が

ど
ん
ど
ん
と
し
ぼ
ら
れ
た
ね
。
発
言

し
た
人
、
赤
鉛
筆
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

〇
を
付
け
ま
す
。
ナ
イ
ス
で
す
」

と
フ
ォ
ロ
ー
し
た
い
。
こ
れ
以
外
で

も
い
ろ
い
ろ
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

対
応
す
る
言
葉
を
考
え
て
お
き
た
い
。

　

対
応
が
良
け
れ
ば
、
子
供
は
「
発

表
し
て
良
か
っ
た
」
と
感
じ
る
。

　

本
当
の
温
か
な
表
情
、
対
応
を
追

求
し
た
い
。
続
け
る
と
、
発
表
す
る

子
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
。

３

　

実
際
に
間
違
い
を
ど
う
う
ま
く

　

子
供
が
楽
し
ん
で
授
業
を
受
け
る

に
は
、
検
定
の
学
び
を
普
段
に
生
か

す
こ
と
が
大
事
だ
。

　

一
〇
〇
回
以
上
練
習
し
、
指
示
、

発
問
が
頭
に
入
り
、
授
業
も
流
れ
る
。

子
供
の
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
も
「
大
丈
夫
。

い
い
よ
、
お
し
い
」
と
言
っ
て
、
笑

顔
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
検
定

の
授
業
。
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
。

　

し
か
し
、
普
段
の
授
業
で
は
で
き

な
い
人
が
多
い
（
私
が
そ
う
）。

　

本
稿
は
検
定
項
目
「
あ
た
た
か
な

表
情
、
対
応
」
を
ど
う
普
段
で
き
る

よ
う
に
す
る
か
の
一
案
を
提
案
す
る
。

１

　

子
供
が
間
違
え
た
時
や
訳
が
分
か

ら
な
い
発
言
を
し
た
時
。
笑
顔
で
対

応
で
き
て
い
る
か
。

子
供
の
間
違
い
を
「
し
め
た
、
子

供
た
ち
の
学
び
の
チ
ャ
ン
ス
」
と
本

当
に
、
思
え
て
い
る
な
ら
、
笑
顔
で

あ
る
だ
ろ
う
。
な
か
な
か
難
し
い
。

　

さ
ら
に
つ
っ
こ
ん
で
考
え
る
。
子

供
の
間
違
い
を
「
ス
ル
ー
す
る
か
。

少
し
扱
う
か
」
の
瞬
時
の
判
断
時
。

教
師
の
顔
に
困
惑
を
見
せ
な
い
よ
う

に
し
た
い
。
こ
れ
も
難
し
い
。

　

笑
顔
で
、
余
裕
を
も
っ
て
、
楽
し

そ
う
に
対
応
す
る
と
、
子
供
は
安
心

し
て
授
業
を
受
け
ら
れ
る
。

ここを意識するとここを意識すると授業授業がが変わる変わる！！
凄腕教師になるため凄腕教師になるためのスキルスキル

授業技量検定Ｄ表より

検定でできたことを
普段の授業で
生かしてこそ
価値あり

あたたかな表情・対応を45分
続けるのは難しい。常に意識し、
鍛え続けよう。

大阪府箕面市立西南小学校

山
やま

本
もと

東
はる

矢
や
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T
O
S
S
あ
ん
し
ん

先
生
ガ
ー
ド
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSSあんしん先生ガード

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できますのでトラブルに対応します。
利用料は、年間6,380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSSあんしん先生ガードホームページ　https://toss-senseiguard.com

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
南み

な
み

舞ま
　い衣

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：木村雄介

休
ん
で
い
た
子
へ
の
補
習
は

し
な
い
と
い
け
な
い
の
か

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
欠
席
し
て
い

た
子
供
の
保
護
者
か
ら
、
休
ん
で
い

た
分
の
授
業
の
補
教
を
し
て
ほ
し
い

と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校

と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら

い
い
で
し
ょ
う
か
。

　

た
だ
、
子
供
が
欠
席
し
て
い
る
と
き

に
、
こ
れ
を
ど
う
フ
ォ
ロ
ー
し
、
更
に

個
別
で
の
教
育
の
機
会
を
ど
う
提
供
し

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
二
番
目
の
問

題
に
な
り
ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
学
校
は
で
き
る
だ
け
対
応
し
た
方

が
良
い
と
言
え
ま
す
。

　

た
だ
し
、
個
別
で
の
対
応
は
定
時
内

で
で
き
る
範
囲
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

欠
席
が
長
時
間
に
及
ぶ
場
合
、「
授

業
に
追
い
つ
け
る
よ
う
に
、
個
別
に
か

つ
直
ち
に
対
応
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

要
望
に
一
〇
〇
％
応
じ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
休
ん
で
い
る
と
し
て
も
、
で

き
る
だ
け
学
習
に
遅
れ
が
出
な
い
よ
う

に
、
あ
る
程
度
、
熱
が
下
が
っ
て
き
て

い
る
状
態
で
あ
れ
ば
、
可
能
で
あ
れ
ば

教
科
書
を
読
ん
で
お
く
よ
う
連
絡
す
る
、

プ
リ
ン
ト
は
郵
送
、
も
し
く
は
ポ
ス
ト

に
入
れ
る
等
を
し
て
、
あ
る
程
度
、
授

業
が
進
ん
だ
分
の
学
習
の
機
会
の
提
供

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

休
ん
で
い
た
分
の
授
業
を
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
一
定
の
時

間
を
取
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

学
校
と
し
て
、
担
任
の
先
生
だ
け
で

な
く
、
他
の
先
生
も
含
め
て
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
で
休
ん
だ
子
供
た
ち
を
中
心
に

ど
こ
か
で
補
習
を
行
う
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
対
応
し

て
い
た
だ
い
た
方
が
良
い
と
言
え
ま
す
。

　

部
活
に
お
い
て
、
ア
ク
セ
サ

リ
ー
禁
止
の
校
則
を
守
っ
て
い

な
か
っ
た
生
徒
を
休
日
の
試
合

に
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
保
護
者
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
に

発
展
し
ま
し
た
。
学
校
と
し
て
ど

う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

T
O
S
S
あ
ん
し
ん

先
生
ガ
ー
ド
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

学
校
に
は
、
子
供
に
教
育
の
機
会
を

提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
授
業
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
義
務
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

た
ま
た
ま
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
一
人
の

子
供
が
欠
席
し
て
い
た
と
し
て
も
、
集

団
教
育
を
受
け
る
機
会
の
提
供
を
し
て

い
る
以
上
、
果
た
し
た
と
言
え
ま
す
。
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時
間
差
が
で
き
、「
空
白
」
が
生
ま
れ
る
時

に
ど
う
す
る
か
。

時
間
差
を
埋
め
る
授
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
必
要
で
あ
る
。

算
数
は
、
時
間
差
が
生
ま
れ
や
す
い
教
科
で

あ
る
。
問
題
を
解
く
の
が
速
い
子
も
い
れ
ば
、

時
間
が
掛
か
る
子
も
い
る
。

こ
う
し
た
時
間
差
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

向
山
氏
の
ノ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
仕
方
が
有
効
だ
。

例
え
ば
、
練
習
問
題
を
六
問
解
く
と
き
、
次

の
よ
う
に
指
示
す
る
。

指
示

三
問
目
ま
で
で
き
た
ら
、
ノ
ー
ト

を
持
っ
て
き
ま
す
。

「
三
問
目
」
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
一
問
目
で

持
っ
て
こ
さ
せ
る
と
、
す
ぐ
に
終
わ
る
子
が
多

く
、
列
が
で
き
て
し
ま
う
。

　

丸
を
付
け
た
ら
、
更
に
次
の
指
示
を
す
る
。

指
示

黒
板
に
書
き
な
さ
い
。

　

自
分
の
解
き
方
を
黒
板
に
書
か
せ
る
。
向
山

実
践
で
は
、
黒
板
を
八
等
分
し
て
書
か
せ
る
場

合
が
多
い
。
苦
手
な
子
が
参
考
に
で
き
る
。

そ
れ
で
も
問
題
を
解
く
手
が
動
か
な
い
子
は

い
る
。
そ
の
時
に
は
、
次
の
指
示
だ
。

指
示

途
中
で
も
い
い
か
ら
、
ノ
ー
ト
を

持
っ
て
き
ま
す
。

　

一
問
で
も
、
一
つ
の
数
字
で
も
合
っ
て
い
た

ら
、
丸
を
付
け
る
。
何
も
書
い
て
な
け
れ
ば
、

解
き
方
を
短
く
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

得
意
な
子
も
、
苦
手
な
子
も
、
全
員
が
授
業

に
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
積
み
重
ね
が
「
全
員

を
大
切
に
す
る
学
級
づ
く
り
」
に
つ
な
が
る
。

〈
算
数
の
問
題
を
解
く
場
面
〉

勉
強
の
で
き
る
子
は
、
す
ら
す
ら
と
解

い
て
い
る
。
す
で
に
、
解
き
終
わ
っ
て
暇

そ
う
に
し
て
い
る
子
も
い
る
。

勉
強
の
苦
手
な
子
は
、
ま
だ
何
問
も

残
っ
て
い
る
。
一
問
目
で
手
が
止
ま
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
子
も
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
で
き
る
子
と
苦
手
な
子

の
間
に
時
間
差
が
で
き
る
。
授
業
の
中
に
、

「
空
白
」
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
「
空
白
」

が
、
五
月
頃
か
ら
徐
々
に
増
え
て
く
る
。

授
業
崩
壊
か
ら
、
学
級
崩
壊
に
も
つ
な
が

り
か
ね
な
い
。
そ
ん
な
時
に
お
す
す
め
す

る
、
向
山
氏
の
算
数
実
践
を
紹
介
す
る
。

学級崩壊を防ぐ

若手若手
必読！必読！

向山実践の
トンイポ

神
奈
川
県
横
浜
市
立
高
田
小
学
校

水み
ず

本も
と

和か
ず

希き

授
業
中
に
生
ま
れ
る
「
空
白
」
に
対
応
し
、

「
日
々
の
授
業
の
安
定
」
を
目
指
す

学
級
を
安
定
さ
せ
る
に
は
、「
日
々
の
授
業
の
安
定
」
が
欠
か
せ
な
い
。
五
月
の
今

だ
か
ら
こ
そ
、力
を
入
れ
た
い
授
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
、算
数
を
例
に
し
て
紹
介
す
る
。
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日
記
と
学
級
通
信
な
く
し
て
奇
跡
は
生
ま
れ
ず

「
も
し
も
こ
の
学
級
に
日
記
と
学
級
通
信
と
が
な
か
っ
た
ら
」
と
い
う
問
い
を
子
供
が
立
て
、
論

じ
、
そ
れ
に
対
し
て
子
供
か
ら
も
大
人
か
ら
も
大
量
の
レ
ス
ポ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
。
こ
れ
は
、
自

治
的
集
団
の
一
側
面
で
あ
る
。

　

様
々
な
事
情
に
よ
り
自
分
の
自
由
に
使
え
る

空
き
時
間
が
ほ
と
ん
ど
な
い
環
境
下
で
、
日
記

指
導
（
学
級
全
員
及
び
他
学
級
数
名
）
と
学
級

通
信
発
行
を
続
け
て
き
た
。

　

日
記
と
学
級
通
信
は
、
生
徒
と
教
師
が
、
生

徒
同
士
が
、
そ
し
て
生
徒
と
保
護
者
と
が
交
流

す
る
極
め
て
重
要
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
そ
れ
な

し
に
私
の
学
級
経
営
は
語
れ
な
い
。
断
言
す
る

が
、
こ
の
二
つ
の
ツ
ー
ル
が
な
け
れ
ば
、
子
供

も
大
人
も
口
を
そ
ろ
え
て
「
奇
跡
」
と
評
す
る

よ
う
な
事
実
は
生
ま
れ
よ
う
が
な
い
。

　

二
月
初
旬
、
あ
る
生
徒
が
次
の
内
容
を
日
記

に
書
い
た
。

■
今
日
の
討
論
で
は
久
し
ぶ
り
に
発
言
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
と
て
も
悔
し
い
で
す
が
、
聞
い

て
い
る
だ
け
で
も
た
く
さ
ん
の
気
づ
き
を
メ
モ

で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

　

新
兵
衛
は
死
ん
だ
の
か
の
討
論
あ
た
り
か
ら

追
い
つ
け
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
新
兵
衛
は
死
ん
で
「
後
悔
す
る
よ
う
な

感
じ
」
が
「
後
悔
」
へ
と
は
っ
き
り
変
わ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
で
す
が
、
飛
び
交
う

意
見
を
聞
く
う
ち
、
い
や
、
違
う
気
が
す
る
と

思
い
、
別
の
パ
タ
ー
ン
を
考
え
て
は
そ
れ
も
自

分
の
中
で
違
う
気
が
し
て
、
頭
が
混
乱
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

結
局
、
自
分
の
意
見
を
確
立
で
き
ず
に
討
論

が
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
何
と
も
言
え
な
い
歯
が

ゆ
さ
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。（
な
ん
な
ら
本
当
に

か
ゆ
か
っ
た
で
す
。）（
Ｔ
さ
ん
）
■

　

彼
女
は
学
年
一
二
〇
名
の
中
で
も
言
語
運
用

能
力
に
お
い
て
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
。

　

そ
の
彼
女
が
「
追
い
つ
け
な
く
な
」
り
、「
頭

が
混
乱
し
」
た
の
だ
。

　

し
か
も
、「
飛
び
交
う
意
見
を
聞
く
う
ち
」

に
、
自
分
の
考
え
が
揺
ら
ぎ
、
新
た
な
論
を
構

築
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
だ
。

　

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
ま
で
に
は
発
言
の
形
に
は

な
ら
な
か
っ
た
が
、
彼
女
の
学
び
の
プ
ロ
セ
ス

に
は
極
め
て
大
き
な
意
味
が
あ
る
。

「
自
分
の
考
え
を
明
確
に
言
語
化
で
き
な
い
！　

伝
わ
る
よ
う
に
整
理
で
き
な
い
！
」

　

こ
の
葛
藤
こ
そ
学
び
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
。

　

そ
の
証
拠
に
、
彼
女
は
思
索
に
思
索
を
重
ね

て
臨
み
、
本
日
の
授
業
で
大
活
躍
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
本
日
も
日
記
の
ほ
と
ん
ど
が
授

業
に
お
け
る
学
び
や
気
付
き
、
そ
し
て
ふ
り
返

り
の
記
録
だ
っ
た
。

　

あ
る
生
徒
が
立
て
た
「
も
し
も
こ
の
学
級
に

日
記
と
学
級
通
信
と
が
な
か
っ
た
ら
」
と
い
う

問
い
に
対
す
る
日
記
も
二
〇
を
超
え
た
。「
打

て
ば
響
く
」
関
係
性
の
中
で
、
心
の
交
流
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。

　

過
言
で
な
く
、
日
々
が
ド
ラ
マ
で
あ
る
。

実践日誌圧倒的圧倒的
長谷川博之の

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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三
　
命
令
で
子
供
を
動
か
す

命
令
で
子
供
を
動
か
す
の
は
も
っ

と
難
し
い
。

命
令
で
子
供
を
動
か
す
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
基
本
的
に

見
に
行
け
る
範
囲

に
子
供
が
い
る
場
合
で
あ
る
。

・
体
育
館
で
集
会
を
し
ま
す
。

（
趣
意
）

・
椅
子
を
並
べ
て
会
場
を
設
営
し

な
さ
い
。（
任
務
）

子
供
た
ち
は
自
分
で
判
断
し
、
必

要
だ
と
思
う
こ
と
を
実
行
す
る
。

教
師
の
声
が
届
く
範
囲
や
、
目
で

見
渡
せ
る
範
囲
よ
り
外
に
子
供
が
行

く
こ
と
も
あ
る
。

そ
し
て
訓
令
は
、
さ
ら
に
難
し
い
。

（
続
く
）

「
教
科
書
を
出
し
な
さ
い
」

「
三
回
跳
ん
だ
ら
集
ま
り
な
さ
い
」

こ
れ
ら
は
み
ん
な
号
令
で
あ
る
。

単
純
な
指
示
に
見
え
る
。

し
か
し
、
号
令
で
子
供
た
ち
を
動

か
す
の
は
簡
単
で
は
な
い
。

一
時
一
事
の
原
則

簡
明
の
原
則

空
白
禁
止
の
原
則

等
々
、
い
く
つ
も
の
原
則
を
使
い
こ

な
す
技
量
を
、
教
師
が
身
に
付
け
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

何
よ
り
重
要
な
の
は
、

こ
の
先
生
の
指
示
に
従
っ
て
動
く

と
、
心
地
よ
い

と
い
う
感
覚
を
、
子
供
た
ち
が
感
じ

て
い
る
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
う
で
な

け
れ
ば
、
集
団
は
た
ち
ま
ち
崩
れ
る
。

号
令
で
動
か
す
の
は
「
教
師
の
統
率

力
が
高
い
」
こ
と
が
前
提
な
の
で
あ

る
。

一
　
号
令
・
命
令
・
訓
令
の
違
い

趣
意
説
明
の
原
則
の
中
で
、
向
山

氏
は
号
令
と
命
令
と
訓
令
と
の
違
い

を
示
し
て
い
る
。

①
　
号
令
は
「
任
務
」
だ
け
を
示

し
た
も
の
。

②
　
命
令
は
「
趣
意
」
と
「
任

務
」
の
両
方
を
示
し
た
も
の
。

③
　
訓
令
は
「
趣
意
」
だ
け
を
示

し
て
「
任
務
」
を
相
手
に
任
せ

る
も
の
。

も
ち
ろ
ん
、
号
令
よ
り
も
命
令
が
、

命
令
よ
り
も
訓
令
が
高
級
で
あ
る
。

た
だ
し
、
常
に
訓
令
が
よ
い
、
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。

状
況
に
応
じ
て
使
い
分
け
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

二
　
号
令
で
子
供
を
動
か
す

号
令
で
子
供
を
動
か
す
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
基
本
的
に

声
の
届
く
範
囲

で
あ
る
。

教
師
が
陣
頭
指
揮
を
し
て
い
る
場

合
だ
。

「
全
員
起
立
」

東京都・玉川大学教職大学院教授

谷
たに

和
かず

樹
き

【解説】授業の原則10カ条
「趣意説明の原則」（３）

指示には「号令」と「命令」と
「訓令」がある。どんな場面の
指示なのか。子供たちの人数は
どれくらいなのか。単純なこと
なのか、複雑なことなのか。時
間はどれくらいか。そういった
条件によって、号令・命令・訓
令を使い分けることが必要だ。

～子供が変わる教師のベーシックスキル～

谷 和樹
教授の

「授業の原則10カ条」
講  座
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愛
知
で
の
ラ
イ
セ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
で
五
段
を

い
た
だ
い
た
。
学
校
で
行
っ
て
い
る
授
業
の
ほ

と
ん
ど
が
「
個
別
（
少
人
数
）
指
導
」
で
あ
る

自
分
が
、
大
勢
の
前
で
授
業
を
し
て
、
五
段
に

な
れ
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
。

　

最
初
に
ラ
イ
セ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
受
検
し
た

と
き
、
特
別
支
援
学
校
の
「
少
人
数
」
の
授
業

を
し
た
。
知
的
障
害
が
あ
る
児
童
二
名
の
設
定

で
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
授
業
を
始
め
、
や

り
取
り
し
な
が
ら
絵
本
を
読
み
進
め
た
。
受
検

後
、
向
山
洋
一
氏
に
絵
本
指
導
を
褒
め
ら
れ
た
。

で
も
、
少
人
数
の
指
導
の
授
業
で
受
検
す
る
の

は
こ
れ
で
終
わ
り
に
し
よ
う
と
決
め
た
。
一
斉

授
業
で
行
い
た
い
と
思
っ
た
。

　

今
か
ら
三
五
年
ほ
ど
前
、
県
の
教
員
と
し
て

採
用
試
験
に
合
格
し
た
が
、
辞
令
に
は
「
出
向

を
命
じ
る
」
と
書
か
れ
て
い
て
、
知
的
障
害
の

児
童
施
設
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
学
校

の
よ
う
な
授
業
で
は
な
く
、
手
先
を
使
っ
た
作

業
学
習
が
中
心
の
毎
日
だ
っ
た
。

『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』（
明
治
図
書
）
が
創
刊

さ
れ
た
頃
で
あ
り
、
毎
日
、
向
山
氏
の
本
を
読

ん
で
い
た
。
早
く
学
校
の
現
場
に
戻
り
、
向
山

氏
の
よ
う
な
実
践
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

た
。
同
じ
年
に
教
員
に
な
っ
た
同
級
生
か
ら

日
々
遅
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
焦
り
を
感

じ
て
い
た
。

　

そ
の
中
で
自
分
が
行
っ
た
の
が
、
作
業
学
習

で
一
人
一
人
と
向
き
合
い
、
記
録
を
丹
念
に
取

り
、
分
析
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

　

そ
れ
を
サ
ー
ク
ル
に
も
っ
て
行
っ
た
。
フ
ー

プ
と
び
な
わ
で
知
ら
れ
る
故
・
高
畑
庄
蔵
氏
と

の
学
習
会
で
あ
る
。
高
畑
氏
か
ら
は
授
業
の
分

析
の
仕
方
、
指
導
の
方
法
な
ど
を
教
え
て
も

ら
っ
た
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
本
を
読
み
、
本

に
引
く
蛍
光
マ
ー
カ
ー
を
ど
ち
ら
が
早
く
使
い

終
え
る
か
競
う
こ
と
も
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
も

頻
繁
に
出
か
け
た
。
こ
う
し
て
施
設
勤
務
の
二

年
間
は
終
わ
っ
た
。

　

学
校
現
場
で
働
く
よ
う
に
な
っ
て
何
年
か
し

た
あ
と
、
T
O
S
S
関
西
中
央
事
務
局
が
設
立

さ
れ
た
。
向
山
氏
に
お
願
い
を
し
て
、
事
務
局

に
入
れ
て
い
た
だ
い
た
。
月
に
一
回
、
平
日
に

年
休
を
取
り
、
富
山
か
ら
大
阪
ま
で
通
っ
た
。

特
急
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
に
は
数
百
回
乗
っ
た
。

次
第
に
関
西
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、
講
座
を
さ
せ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
大
勢
の
前
で
話
す
機

会
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
阪
ラ
イ
セ
ン
ス

セ
ミ
ナ
ー
で
四
段
を
い
た
だ
い
た
日
、
伴
一
孝

氏
に
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
た
。

「
五
十
嵐
先
生
は
特
別
支
援
学
校
だ
が
、
こ
れ

ま
で
大
勢
の
前
で
何
度
も
講
座
を
し
て
き
た
こ

と
が
、授
業
技
量
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」

　
特
別
支
援
学
校
の
教
師
も
高
段
者
に
な
れ
る

大
勢
の
前
で
何
度
も
話
を
す
る
こ
と
が
、
授
業
技
量
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

富
山
県
特
別
支
援
学
校

五い
が
ら
し
十
嵐
勝か

つ

義よ
し

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

私の
教師道
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一
　
単
行
本
で
は
な
く
冊
子
資
料

　

Ａ
５
判
の
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
の
冊
子
で
あ
る
。「
算

数
指
導
に
お
け
る
操
作
活
動
」（
東
書
教
育
シ
リ
ー

ズ
）
と
「
楽
し
い
計
算
」（
学
校
図
書
）
二
五
ペ
ー

ジ
。
ど
ち
ら
も
薄
い
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
大
切
に

保
管
す
る
た
め
に
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
一
緒
に
さ

れ
て
い
た
。

　

前
者
の
目
次
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

１
は
じ
め
に
、
２
操
作
と
は
、
３
操
作
の
教
育

的
な
ね
ら
い
と
役
割
、
４
操
作
を
取
り
入
れ
る
と

き
の
留
意
点
、
５
指
導
事
例

　

こ
の
う
ち
１
〜
４
章
は
、学
芸
大
学
助
教
授
（
当

時
）・
杉
山
吉
茂
氏
の
執
筆
で
あ
っ
た
。

二
　
向
山
氏
の
着
眼
点

　

１
と
３
の
内
容
部
分
に
は
、向
山
氏
の
ア
ン
ダ
ー

ラ
イ
ン
が
数
か
所
に
引
か
れ
て
い
た
。

　

例
え
ば
、
１
は
学
習
指
導
要
領
か
ら
「
操
作
」

と
い
う
言
葉
を
拾
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

こ
で
は
「
具
体
的
な
操
作
」「
操
作
的
な
活
動
」
に

青
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
学
習
指
導
要

領
に
当
た
る
、
と
い
う
向
山
氏
の
研
究
的
な
姿
勢

が
こ
こ
で
も
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
た
。

　

向
山
氏
の
次
の
着
眼
は
、「
操
作
の
教
育
的
ね
ら

い
と
役
割
」
の
内
容
で
あ
っ
た
。
執
筆
者
の
杉
山

氏
は
、
こ
こ
で
次
の
項
を
論
じ
て
い
る
。

　

①
概
念
形
成
、
②
原
理
の
理
解
、
③
課
題
解
決

の
た
め
、
④
確
認
の
た
め
、
⑤
主
体
的
に
学
習
を

進
め
る
た
め
、
⑥
説
明
の
補
助
の
た
め
、
⑦
評
価

の
た
め
、
⑧
技
能
と
習
熟
の
た
め
。

　

こ
れ
ら
八
項
目
の
中
で
、
向
山
氏
の
青
線
書
き

込
み
は
①
と
②
に
集
中
し
て
い
た
。
こ
れ
も
操
作

活
動
の
意
味
の
核
心
を
、
ま
ず
捉
え
よ
う
と
す
る

向
山
氏
の
考
え
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

①
で
は
、
数
の
「
３
」
の
理
解
は
お
は
じ
き
や

数
え
棒
な
ど
を
扱
う
こ
と
を
経
験
す
る
こ
と
、
ま

た
三
角
形
や
四
角
形
の
概
念
形
成
に
は
形
を
分
け

た
り
、
仲
間
を
集
め
た
り
す
る
こ
と
な
ど
の
活
動

に
青
線
が
引
か
れ
て
い
た
。
ま
た
測
定
指
導
の
四

段
階
（
直
接
比
較
、
間
接
比
較
、
任
意
単
位
、
標

準
単
位
）
に
も
引
か
れ
て
い
る
。

　

②
で
は
、
８
＋
４
の
繰
り
上
が
り
計
算
で
、
10

を
作
る
た
め
の
補
数
２
を
考
え
る
た
め
に
お
は
じ

き
の
操
作
に
言
及
す
る
部
分
に
引
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
か
ら
は
、
具
体
的
な

事
例
に
着
眼
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

三
　
操
作
活
動
に
つ
い
て
の
補
足

　

そ
の
他
、
操
作
活
動
に
つ
い
て
参
考
に
な
る
文

献
と
し
て
次
の
三
冊
を
取
り
上
げ
る
。

文
部
省
『
指
導
計
画
の
作
成
と
低
学
年
の
指
導
』

大
日
本
図
書

平
岡
忠
編
著
『
操
作
的
活
動
を
活
か
し
た
授
業
』

明
治
図
書
、
授
業
研
究
一
九
八
二
年
八
月
号
特
集
：

子
ど
も
を
変
え
る
操
作
的
活
動
の
授
業

「
操
作
」
の
用
語
は
、
私
が
新
採
の
昭
和
五
二
年

の
学
習
指
導
要
領
で
「
具
体
的
な
操
作
を
通
し
て
」

の
言
葉
が
初
出
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
「
具
体

的
な
事
象
の
取
り
扱
い
を
通
し
て
」
で
あ
り
、
さ

ら
に
昔
に
遡
る
と
、
操
作
的
活
動
は
ル
ソ
ー
が
着

想
し
、
デ
ユ
ー
イ
が
論
究
し
た
、
と
広
岡
亮
蔵
は

述
べ
て
い
る
。
ル
ソ
ー
は
自
然
な
生
活
の
中
で
の

学
習
を
重
視
し
て
い
た
。ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
や
フ
レ
ー

ベ
ル
が
そ
れ
ら
の
流
れ
を
豊
か
に
汲
み
取
っ
て
実

践
し
、
さ
ら
に
精
緻
な
論
究
を
加
え
提
唱
し
た
の

が
デ
ュ
ー
イ
の
「
反
省
的
思
考
」
で
あ
っ
た
。

算
数
指
導
に
お
け
る

操
作
活
動
の
意
義

向
山
氏
が
得
る
情
報
は
、
こ
の
よ
う
な
冊
子
か
ら
で

も
貪
欲
に
取
り
入
れ
る

『算数指導における操作
活動』（東京書籍）ほか

板い
た

倉く
ら

弘ひ
ろ

幸ゆ
き

東
京
都
台
東
区
立
大
正
小
学
校
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q
　
A

」

Q 一
筆
箋
は
、
書
き
た
く
な
る
時
に

書
き
た
い
こ
と
を
書
け
ば
良
い

中
間
層
の
子
に
も
日
の
目
を
浴
び
さ
せ
る
。

と
い
う
言
葉
で
す
。
全
員
に
同
じ
枚
数
を
出
す

こ
と
ま
で
は
、
し
な
く
て
も
い
い
と
思
い
ま
す

が
、
学
期
で
せ
め
て
、
一
回
ぐ
ら
い
は
全
員
に

渡
し
た
い
な
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、『
新
版
子
供
を
動
か
す
法
則
』

（
学
芸
み
ら
い
社
）
の
中
で
「
特
別
少
年
院
に

入
っ
て
い
る
子
供
た
ち
に
は
、
あ
る
特
徴
が
あ

る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
特
徴
の
一

つ
が
、
学
校
で
一
度
も
先
生
か
ら
褒
め
ら
れ
た

こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
向
山
氏
は
、

「
学
校
で
一
度
も
褒
め
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
と

か
、
何
か
を
成
し
遂
げ
て
、
そ
の
達
成
感
を
味

わ
っ
た
経
験
が
な
い
と
い
う
の
は
、
教
師
の
怠

慢
じ
ゃ
な
い
の
か
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
言
葉
も
私
の
中
で
の
強
い
ス
タ
ー
ト
地
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

放
っ
て
お
い
た
ら
、
一
部
の
賢
い
子
た
ち
や

先
生
に
う
ま
く
近
づ
い
て
く
る
子
、
あ
る
い
は

逆
に
や
ん
ち
ゃ
な
子
が
褒
め
ら
れ
る
。
そ
う

な
っ
た
時
に
、
私
は
、
お
そ
ら
く
、
勉
強
が
で

き
な
い
子
も
そ
う
な
の
で
す
が
、
お
と
な
し
く

頑
張
っ
て
い
る
中
間
層
の
子
た
ち
が
全
く
日
の

目
を
浴
び
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
、
私
は
一
筆
箋
を
な
る
べ

く
多
く
の
子
に
渡
し
た
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
当
に
私
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
発
言
だ
っ
た
ら
、

「
〇
〇
く
ん
は
、
今
日
の
社
会
の
時
間
で
、
資

料
と
資
料
、
二
つ
の
資
料
を
結
び
付
け
て
発
表

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
が
、
他
の
子
の
お
手

本
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
を
大
き
く
前

進
さ
せ
て
く
れ
そ
う
で
す
。」

な
ど
と
書
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
勉

強
の
こ
と
で
す
ね
。
別
の
例
だ
と
、

「
〇
〇
さ
ん
は
、
今
朝
、
玄
関
の
除
雪
作
業
を
、

私
が
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
に
気
付
き
、
教

室
か
ら
真
っ
先
に
外
に
飛
び
出
し
て
き
て
、『
先

生
、
雪
か
き
し
ま
す
よ
』
と
言
っ
て
、
手
伝
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
優
し
さ
は
、
ご
家
庭
の

教
育
力
の
賜
物
で
す
ね
。
素
敵
で
す
。」
と
か
、

書
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
一
筆
箋
の
原
点
は
、
向
山
洋
一
氏
の

「
ど
ん
な
子
も
大
切
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
一
人
の
例
外
も
な
く
」

石
坂
先
生
は
一
筆
箋
を
た
く
さ
ん
書
か

れ
る
と
い
う
の
を
聞
い
て
い
ま
す
。
石

坂
先
生
、
一
筆
箋
に
ど
ん
な
内
容
を
書

か
れ
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
た
い
で
す
。

＆＆

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

石い
し

坂ざ
か

陽あ
き
ら

石
川
県
金
沢
市
立

千
坂
小
学
校

自
分
が
書
き
た
い
こ
と
を
書
け
ば
い
い

　

特
に
、
内
容
を
決
め
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
向
山
洋
一
氏
が
か
つ
て
、
「
一
筆

箋
は
書
き
た
く
な
る
か
ら
書
く
ん
だ
よ
」
と
い

う
こ
と
を
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
頑
張
り
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
て
、

そ
の
結
果
、
書
く
と
い
う
こ
と
が
そ
も
そ
も
の

始
ま
り
で
す
。
で
す
か
ら
、
内
容
と
し
て
は
、

A

動画
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授
業
観
察

　

し
か
し
、
劇
団
四
季
の
公
演
を
参
観
で
き

る
地
区
は
限
ら
れ
る
。
山
間
僻
地
や
島
嶼
地

区
の
小
学
校
は
、
日
帰
り
で
参
観
で
き
る
条

件
に
は
な
い
。
東
京
都
の
小
学
校
長
会
で
は
、

文
化
的
機
会
の
格
差
是
正
の
た
め
に
、
補
助

金
等
の
措
置
な
ど
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
効
果
は
限
定
的
で
あ
る
。

二　

管
理
職
に
よ
る
授
業
観
察

　

五
月
は
、
管
理
職
に
よ
る
授
業
観
察
月
間

で
も
あ
る
。
東
京
都
で
は
、
二
十
数
年
前
か

ら
、
管
理
職
が
教
員
の
授
業
観
察
を
学
期
に

一
回
程
度
参
観
す
る
よ
う
奨
励
し
て
き
た
。

　

当
初
は
職
員
団
体
の
強
い
抵
抗
も
あ
っ
た
。

教
室
を
施
錠
し
て
入
れ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、

参
観
す
る
時
間
を
テ
ス
ト
に
振
り
替
え
た
り
、

作
業
学
習
だ
け
に
し
た
り
し
て
形
骸
化
す
る

動
き
も
あ
っ
た
。

る
。
子
供
た
ち
は
昼
食
を
日
比
谷
公
園
で
と

る
。
し
か
し
、
雨
の
季
節
、
日
比
谷
公
園
内

で
は
雨
宿
り
の
場
が
な
い
。
そ
こ
で
、
近
所

に
あ
る
泰
明
小
学
校
の
講
堂
を
昼
食
場
所
に

借
用
す
る
依
頼
が
来
る
。
一
般
に
告
知
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
毎
年
か
な
り
の
学

校
が
来
る
。

　

劇
団
四
季
の
公
演
は

﹃
人
間
に
な
り
た
が
っ
た
猫
﹄

﹃
魔
法
を
捨
て
た
マ
ジ
ョ
リ
ン
﹄

﹃
ユ
タ
と
不
思
議
な
仲
間
た
ち
﹄

な
ど
名
作
揃
い
。
学
芸
会
の
演
目
に
、
劇
団

四
季
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
取
り
入
れ
る
学
校

も
多
い
。
こ
れ
ま
で
、
日
生
劇
場
や
劇
団
四

季
が
文
化
的
行
事
に
果
た
し
て
き
た
役
割
は

大
き
い
。

　

た
っ
た
一
回
の
参
観
で
、
鋭
敏
な
感
性
を

揺
さ
ぶ
ら
れ
、
そ
の
後
の
人
生
を
左
右
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
。

一　

新
緑
の
日
比
谷
公
園

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
日
比
谷
公
園
。

敷
地
内
に
建
つ
「
松
本
楼
」
横
の
大
銀
杏
も

新
緑
の
衣
を
ま
と
う
。
園
内
の
イ
ベ
ン
ト
に

近
郷
近
在
の
衆
が
集
う
。

　

日
比
谷
公
園
は
、
ず
っ
と
歴
史
の
舞
台
と

な
っ
て
き
た
。
日
露
戦
争
後
の
ポ
ー
ツ
マ
ス

条
約
反
対
の
日
比
谷
焼
き
討
ち
事
件
、
七
〇

年
安
保
反
対
の
過
激
派
学
生
に
よ
る
松
本
楼

放
火
と
全
焼
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
年

越
し
テ
ン
ト
村
。

　

野
外
音
楽
堂
（
野
音
）
は
、
コ
ン
サ
ー
ト

会
場
や
政
治
集
会
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
き
た
。

警
視
庁
に
も
近
く
、テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
相
棒
」

の
ロ
ケ
地
に
も
使
わ
れ
る
。

　

日
比
谷
公
園
前
の
日
生
劇
場
。
毎
年
六
月

か
ら
七
月
に
、
劇
団
四
季
の
公
演
に
、
首
都

圏
各
地
の
小
学
校
か
ら
地
下
鉄
で
や
っ
て
く

の

新
時
代

73

学
校
物
語

学
校
物
語

学
校
物
語
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対
し
て
緊
張
し
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
、
ど
の

教
師
も
、
数
年
一
度
の
研
究
授
業
し
か
経
験

し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
無
理
も
な
い
。

　

し
か
し
、
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
自
然
体

で
授
業
を
公
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

年
度
末
、
参
観
し
た
全
て
の
授
業
を
印
刷

合
本
に
し
て
全
教
職
員
に
配
付
。
こ
の
合
本

で
、
他
の
教
師
の
授
業
実
践
を
学
べ
る
と
考

え
た
か
ら
だ
。

　

合
本
を
配
付
す
る
と
職
員
団
体
の
長
が
、

抗
議
に
来
た
。
私
は
、
み
ん
な
で
授
業
力
を

磨
く
手
掛
か
り
に
な
る
は
ず
だ
と
説
明
し
た
。

不
満
そ
う
に
退
席
し
た
が
、
三
年
後
に
は
、

誰
も
が
、
そ
の
授
業
記
録
の
合
本
に
好
意
的

に
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
実
践
を
全
国
連
合
小
学
校
長
会

の
機
関
誌
で
紹
介
し
た
。
反
響
が
あ
り
、
翌

年
、
続
編
を
執
筆
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
二
〇
年
が
過
ぎ
た
。。
管
理
職

に
よ
る
授
業
参
観
は
、
全
国
的
に
も
着
実
に

進
ん
で
き
た
。
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
。
し
か

し
、
ま
だ
、
一
部
の
地
域
で
は
、
管
理
職
の

授
業
参
観
に
対
す
る
教
職
員
の
ア
レ
ル
ギ
ー

も
残
っ
て
い
る
。
是
非
、
関
係
者
の
努
力
で

改
善
を
期
待
し
た
い
。

は
、
職
員
団
体
の
強
い
地
域
で
あ
る
。
教
育

委
員
会
か
ら
の
落
下
傘
校
長
を
、
学
校
内
外

の
人
々
は
、
冷
徹
な
目
で
見
て
い
た
。

　

ま
だ
、
老
獪
さ
も
会
得
し
て
い
な
い
私
は
、

直
球
勝
負
で
、
授
業
観
察
に
よ
る
教
員
の
授

業
力
向
上
を
図
ろ
う
と
考
え
た
。

　

基
本
的
な
方
策
を
次
の
よ
う
に
立
案
し
た
。

○
全
教
員
を
対
象
と
し
、
学
期
に
一
回
ず
つ
、

年
間
三
回
観
察

○
授
業
参
観
週
間
を
設
け
、
事
前
に
都
合
の

よ
い
日
と
時
間
を
参
観
日
と
し
て
設
定

○
向
山
は
授
業
記
録
を
取
り
、
そ
の
記
録
を

授
業
者
に
配
付

○
課
題
の
あ
る
授
業
・
改
善
が
必
要
な
授
業

は
、
後
刻
、
授
業
者
と
協
議

○
授
業
は
開
始
か
ら
終
了
ま
で
、
一
単
位
時

間
す
べ
て
を
参
観

○
授
業
観
察
中
は
、
急
な
来
客
や
電
話
を
取

り
継
が
な
い

○
児
童
の
顔
が
分
か
る
よ
う
に
前
の
席
か
ら

参
観

○
授
業
者
は
座
席
表
を
用
意

○
（
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
）
授
業
者
は
、
授

業
略
案
を
準
備

　

初
め
の
う
ち
、
教
師
た
ち
は
私
の
参
観
に

　

ま
た
、
授
業
参
観
に
来
て
も
、
教
室
内
の

掲
示
を
見
る
だ
け
、
あ
る
い
は
教
室
を
数
分

間
の
ぞ
く
だ
け
の
学
校
も
あ
っ
た
。

　

管
理
職
の
側
に
も
課
題
は
あ
っ
た
。
二
十

数
年
前
の
管
理
職
は
、
授
業
を
見
る
こ
と
も

見
ら
れ
る
こ
と
も
機
会
が
な
か
っ
た
人
も
い

た
。
教
室
で
担
任
の
授
業
を
参
観
す
る
の
は

タ
ブ
ー
と
思
う
管
理
職
も
い
た
。

　

文
京
区
教
育
委
員
会
は
、
全
小
中
学
校
幼

稚
園
の
全
教
室
を
毎
年
参
観
す
る
施
策
を

と
っ
て
い
た
。
小
学
校
で
は
、
校
長
が
先
頭

に
な
っ
て
各
教
室
を
案
内
す
る
。
中
学
校
の

い
く
つ
か
は
、
教
頭
か
教
務
主
任
が
案
内
す

る
。
校
長
の
中
に
は
教
室
に
入
っ
て
こ
な
い

人
も
い
た
。
そ
れ
が
マ
ナ
ー
と
勘
違
い
し
て

い
る
の
か
、
廊
下
で
我
々
の
参
観
が
終
わ
る

の
を
待
っ
て
い
る
。
せ
っ
か
く
の
機
会
を

も
っ
た
い
な
い
も
の
だ
と
思
っ
た
。

　

そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
か
ら
、
東
京
都
が

奨
励
し
て
も
、
授
業
参
観
に
基
づ
く
管
理
職

の
指
導
助
言
は
、
実
効
を
上
げ
に
く
か
っ
た
。

三　

校
長
と
し
て
の
授
業
実
践

　

二
〇
〇
〇
年
に
校
長
に
な
っ
た
。
赴
任
先
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基
本
的
に
、
Ｎ
教
授
の
講
義
は
、
大
教
室

で
二
〇
〇
名
～
三
〇
〇
名
の
履
修
生
が
い
る
。

出
席
の
点
呼
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

そ
こ
で
、
最
初
に
取
り
入
れ
た
の
は
、
講
義

の
初
め
に
「
講
義
の
自
己
評
価
レ
ポ
ー
ト
」

と
い
う
シ
ー
ト
を
配
り
、
講
義
の
終
わ
り
に

提
出
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
れ
は
、
シ
ー
ト
を
も
ら
い
、
適
当

な
こ
と
を
書
き
、
授
業
を
エ
ス
ケ
ー
プ
し
て
、

友
人
に
提
出
し
て
も
ら
う
者
が
出
て
き
た
。

ま
た
、
授
業
の
中
で
そ
の
シ
ー
ト
を
書
く
の

は
、
授
業
に
集
中
で
き
な
い
と
言
う
者
や
紙

資
源
の
浪
費
だ
と
い
う
指
摘
も
出
て
き
た
。

　

そ
こ
で
、
次
に
、
そ
の
自
己
評
価
レ
ポ
ー

ト
を
大
学
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
で
講
義
の
次

の
日
ま
で
に
提
出
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

紙
資
料
の
整
理
を
す
る
手
間
が
な
く
な
っ
た

が
、
や
は
り
、
授
業
に
は
出
席
せ
ず
、
ネ
ッ

ト
に
上
が
っ
た
配
布
資
料
を
見
て
提
出
す
る

者
が
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

　

そ
の
次
の
方
法
と
し
て
、
出
席
者
が
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
に
学
生
証
を
か
ざ
し
、
そ
れ
で
、

出
欠
の
確
認
を
す
る
方
法
を
導
入
し
た
。
こ

二　

授
業
出
席
を
め
ぐ
る
攻
防

で
あ
る
。
大
学
在
学
中
の
時
間
を
ど
う
使
う

か
は
学
生
の
自
由
で
あ
る
。
出
席
す
る
価
値

が
あ
る
と
思
う
学
生
が
出
席
し
て
く
れ
ば
い

い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
Ｎ
教
授
が
そ
の
よ
う
な

ゆ
る
い
態
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る

と
、
と
た
ん
に
学
生
は
授
業
に
出
て
こ
な
く

な
る
。
教
室
の
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
の
授
業
の
時
に
出
席

者
が
三
割
く
ら
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
れ
で
は
、
ま
じ
め
に
出
席
し
て
い
る
学
生

が
気
の
毒
だ
し
、
討
論
中
心
に
進
め
る
授
業

の
活
性
化
が
図
ら
れ
な
い
。
理
想
ば
か
り

言
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
。
Ｎ
教
授
も
学
生
の

出
席
が
上
が
る
対
応
を
取
る
こ
と
と
し
た
。

　

大
学
は
義
務
教
育
で
は
な
い
。
学
び
た
い

人
が
学
び
を
求
め
て
や
っ
て
く
る
。
大
学
生

は
若
い
と
は
い
え
、
二
〇
歳
前
後
で
あ
る
。

一
人
の
立
派
な
人
格
、
個
性
で
あ
る
。
だ
か

ら
、
で
き
る
だ
け
、
学
生
た
ち
を
大
人
扱
い

し
て
、
型
に
は
め
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
由
な

考
え
、
行
動
を
尊
重
し
て
伸
ば
し
て
い
く
。

　

以
上
が
、
Ｎ
教
授
の
学
生
に
対
す
る
基
本

的
な
姿
勢
で
あ
る
。
そ
し
て
、
教
師
は
、
学

生
が
幸
せ
な
人
生
を
歩
む
た
め
の
ひ
と
つ
の

材
料
に
な
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

だ
か
ら
、
教
授
に
な
っ
た
当
初
は
、
授
業

の
出
席
は
取
っ
て
い
な
か
っ
た
。
学
費
を

払
っ
て
い
る
の
は
、学
生
（
ま
た
は
そ
の
親
）

一　

Ｎ
教
授
の
学
生
に
対
す
る
基
本
姿
勢

教
師
は
つ
ら
い
よ

Ｎ
教
授
と
学
生
の
攻
防
。
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と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
。
だ
か
ら
み

ん
な
大
学
行
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
﹂

（
シ
リ
ー
ズ
四
〇
作
「
寅
次
郎
サ
ラ
ダ
記
念

日
」）

満
男
﹁
人
間
、
何
の
た
め
に
生
き
て
ん
の
か

な
？
﹂

寅
さ
ん
﹁
ほ
ら
、
あ
あ
生
ま
れ
て
き
て
よ

か
っ
た
な
あ
っ
て
思
う
こ
と
が
何
べ
ん
か
あ

る
じ
ゃ
な
い
。
そ
の
た
め
に
人
間
生
き
て
ん

じ
ゃ
ね
ぇ
の
か
な
。
そ
の
う
ち
お
ま
え
に
も

そ
う
い
う
と
き
が
く
る
よ
。
頑
張
れ
﹂

（
シ
リ
ー
ズ
三
九
作
「
寅
次
郎
物
語
」）

　

未
来
あ
る
学
生
た
ち
に
は
、
み
な
幸
せ
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。
そ
の
幸
せ
を

も
た
ら
し
た
も
の
に
感
謝
し
て
ほ
し
い
。
そ

し
て
、
そ
の
幸
せ
の
お
す
そ
分
け
を
周
り
の

人
に
し
て
あ
げ
ら
れ
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

Ｎ
教
授
は
寅
さ
ん
に
近
づ
き
た
い
と
思
い
つ

つ
教
室
に
向
か
う
。

ト
を
行
う
な
ど
の
提
案
も
あ
っ
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
多
く
の
学
生
は
高
校

ま
で
に
叩
き
込
ま
れ
た
「
勉
強
」
と
い
う
こ

と
か
ら
な
か
な
か
脱
却
で
き
な
い
。
勉
強
は

先
生
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
、
そ
し
て
楽
し

く
な
い
も
の
。
だ
か
ら
、
強
制
さ
れ
て
す
る

も
の
。
そ
し
て
、
評
価
は
他
人
と
の
比
較
を

気
に
す
る
。
そ
う
い
う
意
識
が
強
い
。
学
び

と
は
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
う
こ
と
を
大
学

生
に
な
っ
て
か
ら
教
え
る
の
で
は
遅
い
の
で

は
な
い
か
。
高
校
生
か
ら
教
え
な
い
と
い
け

な
い
の
か
な
と
最
近
思
う
Ｎ
教
授
で
あ
る
。

　

男
は
つ
ら
い
よ
シ
リ
ー
ズ
、
フ
ー
テ
ン
の

寅
さ
ん
の
教
育
、
人
生
に
つ
い
て
の
言
葉
。

満
男
﹁
何
の
た
め
に
勉
強
す
る
の
か
な
？
﹂

寅
さ
ん
﹁
人
間
、
長
い
間
生
き
て
り
ゃ
い
ろ

ん
な
こ
と
に
ぶ
つ
か
る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
時
、

俺
み
た
い
に
勉
強
し
て
な
い
ヤ
ツ
は
降
っ
た

サ
イ
コ
ロ
の
出
た
目
で
決
め
る
と
か
、
そ
の

時
の
気
分
で
決
め
る
よ
り
し
よ
う
が
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
勉
強
し
た
ヤ
ツ
は
自
分
の
頭
で
、

き
ち
ん
と
筋
道
を
立
て
て
、
は
て
こ
う
い
う

時
は
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
か
な
あ
？

四　

教
師
は
つ
ら
い
よ

れ
に
よ
っ
て
、
基
本
的
に
は
、
出
席
者
の
確

認
は
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
れ

も
、
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
学
生
証
を
か
ざ
し

た
後
、
Ｎ
教
授
が
黒
板
を
向
い
て
い
る
と
き

な
ど
気
が
付
か
な
い
間
に
教
室
を
抜
け
出
す

者
が
現
れ
た
。
い
た
ち
ご
っ
こ
で
あ
る
。
学

生
た
ち
の
方
が
対
応
は
素
早
い
。
あ
ま
り
こ

う
い
う
策
に
溺
れ
ず
、
魅
力
あ
る
授
業
の
創

出
に
力
を
注
ぐ
方
が
賢
明
で
あ
る
と
再
認
識

す
る
の
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、「
先
生
の
講
義
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
」
と
毎
回
出
席
す
る
殊
勝
な
学
生
も
、

多
く
は
な
い
が
い
る
。
こ
れ
ら
の
学
生
か
ら
は
、

不
真
面
目
な
学
生
や
不
正
を
働
く
学
生
と
同

じ
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
不
満
を
漏
ら

し
、
き
つ
く
対
応
す
べ
き
と
い
う
声
が
あ
る
。

　

ま
た
、
対
応
策
と
し
て
、「
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
は
、授
業
の
最
後
頃
に
回
し
た
ら
い
い
」

と
い
う
意
見
や
席
を
固
定
す
る
と
い
う
ア
イ

デ
ア
が
寄
せ
ら
れ
た
。
評
価
で
授
業
出
席
点

を
高
く
す
る
こ
と
や
毎
回
の
講
義
の
最
後
に

小
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
、
授
業
に
出
席
し
て

い
な
い
と
答
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
中
間
テ
ス

三　

ま
じ
め
な
学
生
か
ら
の
つ
き
あ
げ

イラスト：水川勝利
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向
山
論
文

T
O
S
S
授
業
技
量
検
定
「
七
段
」
の
資
質

谷
和
樹
氏
・
伴
一
孝
氏
の
七
段
昇
段
の
瞬
間
、
嵐
の
よ
う
に
続
く
長
い
長
い
長
い
拍
手
。

桑く
わ

原ば
ら

和か
ず

彦ひ
こ

茨
城
県
笠
間
市
立
岩
間
第
三
小
学
校

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
、
夢
の
競
演
で
の
で
き

ご
と
で
あ
る
。
終
了
近
く
に
な
っ
て
、
私

は
「
突
然
で
す
が
」
と
言
っ
て
、
次
の
よ

う
に
発
言
し
た
。

「
本
日
の
模
擬
授
業
、
及
び
、
本
日
ま
で

の
実
践
を
ふ
ま
え
、
伴
君
、
谷
君
を
七
段

に
昇
段
さ
せ
ま
す
」

　

会
場
は
、ほ
ん
の
一
瞬
、静
ま
り
か
え
っ

た
。
あ
ま
り
に
も
突
然
で
、
思
っ
て
も
い

な
か
っ
た
こ
と
な
の
で
「
事
情
を
理
解
す

る
」
の
に
、
一
秒
の
何
分
の
一
か
の
時
間

が
必
要
だ
っ
た
の
だ
。

　

伴
君
、
谷
君
は
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
技
量
検
定
」

を
う
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
な

の
に
昇
段
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

一
瞬
の
静
け
さ
の
後
、
会
場
か
ら
割
れ

ん
ば
か
り
の
拍
手
が
起
こ
っ
た
。
五
百
人

の
参
加
者
が
、
手
が
痛
く
な
る
ほ
ど
の
拍

手
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
形
で
壇
上
に
い
た
両

君
は
深
々
と
頭
を
下
げ
た
。
嵐
の
よ
う
な

拍
手
は
、
長
く
長
く
長
く
続
い
た
。
拍
手

は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
鳴
り
や
ま
な

か
っ
た
。
会
場
に
い
た
参
加
者
は
、
両
君

の
七
段
昇
段
を
心
か
ら
納
得
し
て
い
た
の

で
あ
る
。（
中
略
）

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
技
量
検
定
を
作
っ
た
と
き

「
授
業
を
正
し
く
評
定
で
き
る
人
」「
評
定

し
た
こ
と
の
代
案
を
示
し
演
じ
て
見
せ
ら

れ
る
人
」
を
育
て
、
シ
ス
テ
ム
化
す
る
こ

と
が
最
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
た
。

　

正
し
い
評
定
ぬ
き
に
検
定
は
な
い
。
実

力
な
き
人
が
評
定
す
る
と
き
、
そ
の
シ
ス

テ
ム
は
崩
壊
す
る
。

　

実
力
の
六
つ
の
段
階
、
A
表
、
B
表
、

⑴
桑
原
は
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
一
人
の
参
加
者

と
し
て
参
加
し
て
い
た
。
当
時
の
様
子
が
、
向

山
氏
の
論
文
を
再
び
読
む
こ
と
で
鮮
明
に
甦
っ

て
き
た
。
ド
ラ
マ
を
見
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

長
く
長
く
止
ま
な
い
拍
手
は
、
本
当
に
そ
の
と

お
り
だ
っ
た
。
そ
の
拍
手
の
意
味
は
、
七
段
へ

の
祝
福
と
い
う
気
持
ち
は
も
ち
ろ
ん
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
そ
の
長
さ
は
谷
氏
と
伴
氏
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
活
動
の
道
の
り
が
比
例
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
作
っ
て
く
れ
た
向
山
氏
へ
の
感
謝

も
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
光
景
は
、
憧
れ
か
ら
、

「
七
段
に
昇
れ
る
ん
だ
」
と
い
う
目
標
と
な
っ
た
。

⑵
向
山
氏
の
次
の
文
は
大
変
重
た
い
。

「
七
段
へ
の
昇
段
は
『
一
年
間
の
す
べ
て
の
活

動
』
が
対
象
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
つ
ま
り
、

セ
ミ
ナ
ー
等
で
の
模
擬
授
業
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
技
量

検
定
で
の
評
定
、
代
案
、
そ
れ
ら
す
べ
て
が
対

象
と
な
る
と
思
っ
て
い
た
。
一
発
、
受
検
で
は

な
い
の
で
あ
る
。」

桑
原
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
歴
二
八
年
に
な
る
。
山

あ
り
谷
あ
り
で
あ
っ
た
が
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
続
け

て
き
て
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー
参
加
や
授
業
技
量
検

定
挑
戦
は
続
け
て
き
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
参
加

す
る
だ
け
で
は
な
く
企
画
し
主
催
も
し
た
。
そ

の
数
は
優
に
百
を
超
え
る
。
サ
ー
ク
ル
を
作
り
、

向山洋一が教育界に創ってきたもの
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百
人
一
首
大
会
や
子
ど
も
観
光
大
使
な
ど
社
会

貢
献
活
動
を
し
た
。
近
年
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
の
活
動
や
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
向
山
型
体
育
を
諸
先
輩
方
か
ら
引
き
継

ぎ
、
継
承
・
発
展
に
尽
力
を
尽
く
し
て
い
る
。

こ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
向
山
氏
の
「
五
年
や

十
年
で
生
れ
る
実
力
で
は
な
い
。
自
分
一
人
で

成
長
し
た
わ
け
で
は
な
い
。」
で
あ
る
。
一
人

で
成
長
し
た
と
勘
違
い
し
た
ら
駄
目
な
の
だ
。

錯
覚
し
て
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
離
れ
て
い
く
方
を
何

人
か
見
て
き
た
。
そ
の
度
に
「
自
分
は
違
う
。

そ
ん
な
力
は
な
い
」
と
思
っ
て
い
た
。
自
分
が

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
学
べ
て
い
る
か
ら
こ
そ
子
供
の
事

実
が
生
ま
れ
、
教
職
の
仕
事
が
何
と
か
で
き
て

い
る
。
だ
か
ら
今
は
、
恩
送
り
と
し
て
自
分
を

慕
っ
て
く
れ
る
仲
間
に
出
し
惜
し
み
な
く
継
承

し
て
い
る
。

⑶
桑
原
が
六
段
に
昇
段
し
た
年
か
ら
、
次
の
受

検
ま
で
の
二
年
間
、
上
記
の
向
山
氏
の
言
葉
を

自
宅
の
仕
事
場
の
壁
に
貼
っ
て
い
た
。「
す
べ

て
の
活
動
が
対
象
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
指

針
に
邁
進
し
て
き
た
。
正
直
、
困
難
な
案
件
も

数
多
く
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
度
に
向
山
氏

の
言
葉
を
励
み
に
立
ち
向
か
っ
た
。
そ
し
て
二

〇
二
三
年
十
二
月
に
、
高
段
者
検
定
セ
ミ
ナ
ー

に
て
受
検
の
機
会
を
経
て
、
七
段
に
昇
段
し
た
。

C
表
、
D
表
、
E
表
、
F
表
を
つ
く
り
な

が
ら
、
最
も
重
要
と
思
っ
た
の
は
、
A
表
、

有
段
者
の
認
定
だ
。（
中
略
）

　

初
段
、
二
段
が
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
生
ま

れ
、
二
年
か
け
て
、
や
っ
と
五
段
が
生
ま

れ
た
。
五
段
は
特
別
だ
。
五
段
に
な
れ
ば

「
Ａ
表
の
審
査
」
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。

「
自
分
の
得
意
な
分
野
を
研
究
す
る
」
だ

け
で
は
と
て
も
、
五
段
に
は
な
れ
な
い
。

　

五
段
の
実
力
を
示
し
、
か
つ
有
段
者
の

評
定
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。

　

五
段
の
中
で
つ
き
抜
け
た
の
が
六
段
で

あ
る
。
授
業
力
の
最
高
峰
と
い
っ
て
い
い

だ
ろ
う
。
六
段
ま
で
は
実
力
勝
負
が
基
本

で
あ
り
、「
授
業
」
と
「
審
査
」
の
両
方

の
力
が
求
め
ら
れ
る
。

　

私
は
、
七
段
は
別
格
で
あ
る
と
考
え
て

い
た
。
七
段
へ
の
昇
段
は
「
一
年
間
の
す

べ
て
の
活
動
」
が
対
象
で
あ
る
と
考
え
て

い
た
。

　

つ
ま
り
、
セ
ミ
ナ
ー
等
で
の
模
擬
授
業
、

T
O
S
S
技
量
検
定
で
の
評
定
、
代
案
、

そ
れ
ら
す
べ
て
が
対
象
と
な
る
と
思
っ
て

い
た
。

　

一
発
、
受
検
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

剣
道
を
や
っ
た
人
な
ら
お
分
か
り
だ
ろ

う
。
五
段
ま
で
は
「
試
合
」
に
よ
る
勝
負

で
昇
段
す
る
。

　

四
段
、
五
段
の
人
が
最
も
強
い
。

　

そ
れ
を
通
り
こ
し
て
、
別
の
「
品
格
」

等
の
基
準
で
六
段
、
七
段
は
選
ば
れ
て
い

く
。
T
O
S
S
の
技
量
検
定
も
、
七
段
か

ら
上
は
、
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
し
た

い
と
考
え
て
い
た
。

　

何
百
人
、
何
千
人
の
T
O
S
S
技
量
検

定
を
通
過
し
た
人
々
に
、
そ
の
実
力
、
そ

の
見
識
、
そ
の
評
定
、
衆
に
抜
き
ん
出
て

い
る
と
納
得
し
て
も
ら
え
る
人
を
選
ぶ
と

い
う
方
法
で
あ
る
。

　

今
回
の
「
夢
の
競
演
」
で
の
「
七
段
昇

段
」
は
そ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
た
。（
中
略
）

「
夢
の
競
演
」
で
、
教
育
の
仕
事
は
何
世

代
に
も
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
て
い
く
仕
事

な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
心
か
ら
感
じ
て
い

た
。

　

七
段
誕
生
に
二
十
五
年
か
か
っ
た
。

（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
明
治
図
書
、
二
〇

〇
六
年
七
月
号
）
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韓
（
ハ
ン
）
先
生
と
二
〇
名
の

韓
国
の
先
生
方
が
、
研
究
所
の
あ

る
旗
の
台
を
訪
れ
た
。

　

韓
先
生
は
日
本
に
留
学
中
、
向

山
先
生
の
指
導
法
に
大
変
心
酔
し
、

そ
の
後
ず
っ
と
向
山
先
生
の
本
の

翻
訳
を
は
じ
め
様
々
な
活
動
を
さ

れ
て
い
る
。

　

韓
国
で
、
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル

の
よ
う
な
学
び
の
場
を
提
唱
し
、

韓
国
の
先
生
方
と
何
度
も
日
本
を

訪
れ
、
T
O
S
S
の
先
生
方
の
授

業
を
参
観
し
、
研
究
会
の
場
を

も
っ
て
き
た
。

　

師
尾
も
、
一
五
年
近
く
前
に
、

韓
先
生
と
韓
国
の
先
生
方
の
訪
問

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。「
漢
字

文
化
」
の
授
業
を
し
、
向
山
先
生

に
介
入
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を

思
い
出
す
。

　

向
山
先
生
が
韓
国
で
の
研
究
会

へ
招し
ょ
う

聘へ
い

さ
れ
、
私
た
ち
も
、
韓

国
へ
は
二
度
ほ
ど
出
掛
け
た
こ
と

が
あ
る
。

　

大
き
な
ホ
ー
ル
で
、
向
山
先
生

が
登
壇
さ
れ
た
時
の
こ
と
を
今
で

も
覚
え
て
い
る
。
発
達
障
害
の
お

子
さ
ん
の
場
面
を
示
し
、

「
教
室
で
、
そ
の
よ
う
な
お
子
さ

ん
は
い
ま
せ
ん
か
？
」

と
会
場
に
問
い
か
け
る
と
、
会
場

の
先
生
方
が
大
き
く
頷
い
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
子
供
た
ち
が
、
日
本

と
同
じ
様
子
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
た
。

　

韓
先
生
は
、
向
山
先
生
の
講
演

の
通
訳
を
し
な
が
ら
、
解
説
も
さ

れ
て
、
韓
国
の
先
生
方
へ
向
山
先

生
の
指
導
法
を
示
し
て
い
っ
た
。

　

韓
先
生
一
行
は
、
九
時
半
か
ら

一
時
間
、
旗
の
台
で
向
山
先
生
の

資
料
見
学
と
研
究
会
、
そ
の
後
、

T
O
S
S
の
先
生
の
授
業
参
観
、

夜
は
少
人
数
で
向
山
先
生
と
会
食

の
予
定
だ
っ
た
。

　

夕
方
、
食
事
会
場
で
待
っ
て
い

る
と
、
お
疲
れ
も
見
せ
ず
韓
先
生

は
入
っ
て
こ
ら
れ
た
。

　

関
西
中
央
事
務
局
の
許
先
生
が
、

一
日
同
行
さ
れ
た
。
T
O
S
S
の

指
導
法
を
よ
く
知
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
の
お
仕
事
ぶ
り
で
、
通
訳
と

し
て
も
、
韓
先
生
を
す
ご
く
サ

ポ
ー
ト
さ
れ
た
そ
う
だ
。

　

韓
国
の
先
生
方
は
、
千
葉
雄
二

先
生
の
授
業
の
う
ま
さ
と
授
業
の

中
で
の
笑
顔
に
驚
き
、
大
変
感
銘

を
受
け
て
い
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

ま
た
、
谷
先
生
の
そ
の
場
で
の
授

業
の
分
析
に
も
、「
い
つ
分
析
し

た
の
か
、
時
間
が
な
か
っ
た
は
ず

だ
。
魔
法
の
よ
う
だ
」
と
言
わ
れ

て
い
た
。

　

韓
先
生
か
ら
の
一
日
の
報
告
を
、

向
山
先
生
は
に
こ
や
か
に
聞
い
て

い
た
。

　

韓
先
生
は
二
時
間
の
授
業
を

立
っ
て
聞
き
、
通
訳
も
さ
れ
て
い

た
と
の
こ
と
。
御
年
九
四
歳
、
本

当
に
す
ば
ら
し
い
。
韓
先
生
が
八

十
歳
代
の
時
、
階
段
を
駆
け
上
る

姿
を
見
て
、
驚
い
た
こ
と
を
思
い

出
し
た
。
お
元
気
の
秘
訣
を
お
聞

き
す
る
と
、
多
く
の
人
に
同
じ
質

問
を
受
け
る
そ
う
だ
。
午
前
一
時
間
、

午
後
一
時
間
は
散
歩
を
さ
れ
る
と

の
こ
と
。
ご
長
男
が
お
医
者
様
で

よ
く
診
て
く
れ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

騒
人
社
の
書
籍
の
『
S
D
G
s

ど
こ
ど
こ
』
の
絵
本
を
差
し
上
げ

る
と
、
熱
心
に
見
て
く
だ
さ
り
、

し
ば
ら
く
物
探
し
を
さ
れ
、
答
え

の
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
な
ど
、
興

味
を
示
し
て
く
だ
さ
り
、「
よ
い
本

で
す
ね
」
と
褒
め
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

韓
先
生
に
お
会
い
し
て
、
健
康

の
秘
訣
は
、
穏
や
か
な
笑
顔
、
知

的
な
こ
と
へ
の
興
味
・
関
心
、
散

歩
の
継
続
と
分
か
っ
た
。
取
り
あ

え
ず
頑
張
る
。

となりの座席の女発
女 社 長 奮 戦 記

師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ株式会社

騒人社

長きにわたる韓先生との 
教育交流
韓国の先生方、TOSSの谷先生と 
千葉先生のすごさに驚く！
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向山洋一の
日常から学ぶ仕 事 術

美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人 TOSS

　

令
和
六
年
一
月
二
七
日
、
九
段

会
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
年

に
一
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
模
擬
授
業

全
国
大
会
が
開
か
れ
た
。
今
年
で

一
五
回
目
と
な
る
。

　

各
地
で
開
か
れ
た
予
選
会
を
勝

ち
抜
い
て
き
た
先
生
方
が
、
授
業

を
競
う
。
今
年
は
、
四
賞
の
う
ち

三
賞
に
女
性
の
先
生
が
選
ば
れ
た
。

　

最
優
秀
賞
に
尾
川
智
子
先
生

（
福
井
）、
優
秀
賞
に
滝
沢
寛
子
先

生
（
茨
城
）、
審
査
員
特
別
賞
に

山
崎
麻
子
先
生
（
香
川
）
が
受
賞

さ
れ
た
。

　

唯
一
の
男
性
受
賞
者
は
優
秀
賞

の
松
川
奉
央
先
生
（
岩
手
）。

　

二
三
年
前
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育

が
始
ま
っ
た
頃
は
、
男
性
の
授
業

者
が
多
か
っ
た
が
、
今
は
予
選
会

か
ら
多
く
の
女
性
も
登
壇
さ
れ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
の
歴
史
と
広
が

り
を
感
じ
る
。

【
２
０
２
４
年
度
の
開
催
予
定
】

６
／
29　

１
８
２
回　

九
州
沖
縄

７
／
20　

１
８
３
回　

関
東

９
／
14　

１
８
４
回　

中
国

10
／
５　

１
８
５
回　

北
陸

10
／
12　

１
８
６
回　

関
西

11
／
２　

１
８
７
回　

東
海

11
／
23　

１
８
８
回　

四
国

１
／
25　
　
　

16
回　

全
国
大
会

予
選
会
の
み
（
北
海
道
・
東
北
）

【
仕
事
術
１
】

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
が
推
進
し
て
い
る
郵

便
教
育
や
観
光
ま
ち
づ
く
り
教
育
、

親
守
詩
大
会
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
鈴
木
俊
博
氏

が
行
政
や
企
業
、
関
連
団
体
と
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
つ
な
げ
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

毎
年
、
招
待
し
て
い
る
冬
合
宿

に
、
今
年
は
仕
事
の
都
合
で
欠
席

と
の
返
事
が
届
い
て
い
た
。

　

そ
れ
が
合
宿
当
日
、
都
内
か
ら

離
れ
た
府
中
市
の
会
場
ま
で
来
ら

れ
た
。
そ
し
て
祝
儀
だ
け
置
い
て

帰
ら
れ
よ
う
と
し
た
。

　

そ
れ
だ
け
の
た
め
に
、
時
間
の

合
間
を
ぬ
っ
て
会
場
ま
で
足
を
運

ぶ
姿
に
、
そ
こ
ま
で
す
る
の
か
と

驚
い
た
。
鈴
木
氏
が
多
く
の
企
業

顧
問
を
し
て
い
る
理
由
が
分
か
っ

裏話人気女性ライタートークラインだけの裏話

女性が輝くエネルギー
模擬授業全国大会
エネルギー教育の歴史と広がり。

た
。
あ
の
よ
う
な
行
動
や
姿
勢
か

ら
相
手
の
信
頼
を
得
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　

こ
の
ま
ま
見
送
っ
て
は
い
け
な

い
と
強
引
に
引
き
留
め
て
、
向
山

先
生
、
谷
先
生
が
い
る
ホ
ー
ル
ま

で
ご
案
内
し
た
。

【
仕
事
術
２
】

　

そ
の
日
は
大
雪
が
降
る
天
気
予

報
だ
っ
た
。
数
日
前
か
ら
予
防
的

通
行
止
め
を
す
る
と
か
、
降
雪
の

影
響
で
電
車
の
運
行
に
影
響
が
出

る
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
た
。

　

窓
の
外
を
眺
め
て
は
何
時
頃
か

ら
大
雪
に
な
る
の
か
気
が
気
で
な
い
。

　

ま
、
図
々
し
い
私
は
、
三
時
に

帰
る
と
宣
言
し
て
い
た
が
、ち
ょ
っ

ぴ
り
後
ろ
め
た
か
っ
た
。
そ
ん
な

時
だ
、
向
山
先
生
か
ら
電
話
。

「
大
雪
が
降
る
よ
う
だ
か
ら
、
皆

さ
ん
早
め
に
帰
り
な
さ
い
」。

　

神
の
声
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
向
山
先
生
は
台

風
な
ど
の
有
事
の
時
に
は
す
ぐ
に

皆
に
指
示
を
下
さ
る
。

　

私
は
、「
や
っ
た
～
」
と
ば
か

り
に
一
目
散
に
帰
っ
た
。
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飯
いい

田
だ

清
きよ

美
み

石川県科内灘町立白帆台小学校

　

カ
ワ
イ
イ
も
の
が
大
好
き
だ
。

キ
ラ
キ
ラ
し
た
も
の
、
ピ
ン
ク
の

も
の
。
そ
ん
な
も
の
た
ち
を
見
る

と
心
が
躍
る
。
最
初
の
出
会
い
は

小
樽
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
館
で
見
付
け

た
ピ
ン
ク
＆
金
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
万

華
鏡
。
癒
し
の
音
色
、
う
っ
と
り

す
る
デ
ザ
イ
ン
。
毎
日
眺
め
た
。

　

や
が
て
「
カ

ワ
イ
イ
も
の
に

も
っ
と
取
り
囲

ま
れ
て
い
た

い
」
と
い
う
欲
求
が
抑
え
き
れ
な

く
な
り
、
そ
れ
な
ら
自
分
で
作
ろ

う
と
思
い
立
っ
た
。

　

ま
ず
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
。
百
円

シ
ョ
ッ
プ
の
キ
ラ
キ
ラ
シ
ー
ル
を

ぐ
る
ぐ
る
貼
り
付
け
た
。「
カ
ワ

イ
イ
！
」
何
と
も
言
え
な
い
満
足

感
に
浸
れ
た
。
次
は
消
し
ゴ
ム
、

次
は
ホ
ッ
チ
キ
ス
、
次
は
電
卓
。

完
成
す
る
た
び
に
気
分
が
上
が
っ

て
い
く
。
マ
ウ
ス
、
カ
レ
ン
ダ
ー
、

リ
モ
コ
ン
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
爪
切

り
、
印
鑑
入
れ
、
鉛
筆
立
て
、
鉛

筆
削
り
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
、
テ
ー
プ
台
、

目
覚
ま
し
時
計
、ク
リ
ッ
プ
、キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
、ス
マ
ホ
、テ
ィ
ッ
シ
ュ
。

　

家
用
、
学
校
用
、
ど
ん
ど
ん
増

え
て
い
く
。
休
日
に
一
つ
作
る
デ

コ
活
が
楽
し
く
て
仕
方
が
な
い
。

で
き
た
ら
飾
る
。「
カ
ワ
イ
イ
！
」

面
倒
な
計
算
や
ホ
チ
キ
ス
止
め
が

「
楽
し
い
！
」
一
個
一
個
が
愛
情

い
っ
ぱ
い
の
宝
物
な
の
で
扱
い
は

丁
寧
、
片
付
け
も
ば
っ
ち
り
。
万

が
一
授
業
の
後
に
リ
モ
コ
ン
マ
ウ

ス
を
忘
れ
て
き
て
も
、
キ
ラ
キ
ラ

シ
ー
ル
で
び
っ
し
り
デ
コ
っ
て
あ

る
の
で
子
供
が
「
こ
れ
先
生
の
で

し
ょ
」
と
持
っ
て
き
て
く
れ
る
。

　

こ
こ
ま
で
く
る
と
、
机
ま
わ
り

だ
け
で
な
く
部
屋
中
ピ
ン
ク
の
キ

ラ
キ
ラ
に
し
た
い
と
い
う
欲
求
が
、

ま
た
し
て
も
抑
え
ら
れ
な
く
な
る
。

ペ
ン
キ
塗
り
や
ミ
シ
ン
に
ま
で
デ

コ
活
範
囲
拡
大
。
本
棚
、
ベ
ッ
ド
、

テ
ー
ブ
ル
を
ピ
ン
ク
に
塗
り
、
サ

テ
ン
布
に
レ
ー
ス
の
フ
リ
ル
を
縫

い
付
け
て
つ
る
し
た
ら
、
さ
す
が

に
家
族
も
苦
笑
い
。
孫
だ
け
は

「
ば
あ
ば
の
お
部
屋
カ
ワ
イ
イ
！
」

と
賛
同
し
て
く
れ
た
。
違
う
方
向

へ
暴
走
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

な
い
で
も
な
い
。
し
か
し
、
日
々

の
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
し
、
明
日
も

元
気
に
楽
し
く
仕
事
を
す
る
た
め

に
も
、
キ
ラ
キ
ラ
デ
コ
を
気
が
済

む
ま
で
や
ろ
う
と
決
め
て
い
る
私

で
あ
る
。

女性教師の fabulous school life

文房具キラキラデコで
気分をあげる

休日に１つ、大好きなカワイイものを作るデコ活で
仕事も楽しくなる。

学校生活を彩る文具・通勤スタイル・etc.
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「
五
色
百
人
一
首
埼
玉
県
大
会
」
の

事
務
局
長
を
務
め
て
二
年
に
な
る
。

地
域
に
根
ざ
し
た
大
会
運
営
を
目
指

し
、
次
の
三
つ
に
取
り
組
ん
だ
。

大
会
時
間
の
短
縮

１
　

五
色
百
人
一
首
大
会
の
良
さ
は
、

好
き
な
色
を
一
色
選
び
、
エ
ン
ト

リ
ー
で
き
る
こ
と
だ
。
し
か
し
、
五

色
開
催
と
す
る
と
、
大
会
時
間
が
長

く
な
る
。

　

そ
こ
で
、
会
場
を
一
階
と
二
階
に

分
け
、
さ
ら
に
部
屋
を
仕
切
り
、
同

時
に
二
色
行
う
な
ど
の
工
夫
を
し
た
。

　

審
判
も
セ
ル
フ
ジ
ャ
ッ
ジ
に
す
る

こ
と
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
を
最
小

限
に
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
ら
の
工
夫
に
よ
り
、
一
時
間

認
し
た
の
で
、
自
信
を
も
っ
て
本
番

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

多
く
の
学
校
か
ら
の
参
加

３
　

社
会
貢
献
活
動
も
年
間
を
通
し
て

行
っ
て
き
た
。
県
内
で
百
人
一
首
を

行
っ
て
い
る
の
は
四
会
場
だ
。
オ
ン

ラ
イ
ン
教
室
か
ら
の
参
加
者
も
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
大
会
に
は
、
県
内
二

〇
校
を
超
え
る
学
校
か
ら
参
加
者
が

集
ま
っ
た
。

　

学
校
で
五
色
百
人
一
首
を
行
う
だ

け
で
な
く
、
地
域
で
の
先
生
方
の
取

組
も
、
大
会
参
加
に
つ
な
が
っ
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
教
室
で
自
信
を
付
け

た
子
が
優
勝
し
た
り
、
最
年
少
の
園

児
が
「
札
を
三
枚
取
っ
た
」
と
喜
ぶ

姿
が
見
ら
れ
た
り
、
一
人
一
人
に
ド

ラ
マ
が
生
ま
れ
る
大
会
と
な
っ
た
。

　

一
人
で

も
多
く
の

子
供
が
参

加
し
て
く

れ
る
よ
う
、

今
年
度
も

働
き
か
け

て
い
く
。

半
で
、
大
会
を
運
営
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
。

チ
ー
ム
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
埼
玉

２
　

大
会
を
行
う
に
当
た
り
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
埼
玉
か
ら
事
務
局
を
募
集
し
た
。

サ
ー
ク
ル
を
超
え
、
多
く
の
先
生
方

が
、
参
加
を
表
明
し
て
く
れ
た
。

　

大
会
事
務
局
会
議
は
、
月
例
の
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
埼
玉
会
議
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

後
、
開
催
す
る
よ
う
に
し
た
。
県
メ

ン
バ
ー
が
集
う
会
議
の
後
な
の
で
、

事
務
局
も
参
加
し
や
す
く
、
準
備
や

連
絡
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で

き
た
。

　

読
み
手
は
立
候
補
で
募
集
し
た
。

　

初
め
て
読
み
手
に
挑
戦
し
た
ス

タ
ッ
フ
も
い
た
。
皆
で
読
み
方
を
確

『教育コミュニティ』とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年３月にリニューアル創刊し
た、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年４月号より、『教育トークライン』と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティWEB　５月号　■CONTENTS■
【連載】
１．TOSS社会貢献活動報告〈五色百人一首〉……渡辺喜男
２．学校外でのビジネスマナー……田村純子
３．子ども観光大使活動報告……溝端久輝子
４．NPO TOSS予定表（主なセミナーなど）
【特別コンテンツ】
●TOSS春フェスレポート！
「TOSS教え方セミナー」からリニューアルした「TOSS春
フェス」の様子をレポートします。

■教育コミュニティ
WEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス
　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、
　コメントを書き込むだけ！

社会貢献活動への取り組み

「
五
色
百
人
一
首
埼
玉
県
大
会
」
開
催

チ
ー
ム
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
埼
玉
で
つ
く
り
上
げ
た
、
地
域
に
根
ざ
し
た
県
大
会
。

吉よ
し

川か
わ

た
え

埼
玉
県
公
立
小
学
校



共に教育を語る仲間がいると、教師修業は何倍も楽しくなります！
授業の腕を上げたい先生、子供が熱中する授業をしたい先生は、ぜひTOSSサークルにご参
加ください。TOSSサークルウェブページから、各地のサークルを検索できます。

鬼ごっこを盛り上げる教師の対応６
子供たちを夢中にさせる、鬼ごっこの逃げ方・追いかけ方

愛知県清須市立西枇杷島中学校 中
なか

川
がわ

聡
そう

一
いち

郎
ろう

　

鬼
ご
っ
こ
の
盛
り
上
が
り
は
、
教
師

の
「
対
応
」
で
大
き
く
変
わ
る
。

　

小
学
三
年
生
を
担
任
し
た
と
き
、
一

年
の
思
い
出
の
一
つ
に
、
多
く
の
子
が

「
鬼
ご
っ
こ
」
を
挙
げ
た
。

　

鬼
ご
っ
こ
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
対

応
を
六
つ
紹
介
す
る
。

１　

声
を
出
す

　

太
郎
君
を
追
い
か
け
て
い
る
と
し
よ

う
。「
太
郎
君
〜
」
と
名
前
を
呼
び
な

が
ら
追
い
か
け
る
。
女
子
な
ら
悲
鳴
を

あ
げ
て
逃
げ
て
い
く
。「
き
ゃ
ー
！　

き
も
い
！
」
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
反
応
は
教
師
の
キ
ャ
ラ
に
も
よ
る

た
め
、
や
り
す
ぎ
に
は
注
意
し
た
い
。

　

名
前
で
な
く
て
も
、「
待
て
〜
！
」

「
う
ぉ
〜
！
」
な
ど
で
も
よ
い
。
後
ろ

か
ら
声
を
上
げ
て
追
い
か
け
ら
れ
る
の

は
、
結
構
ス
リ
ル
が
あ
る
。

２　

大
き
な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
す
る

　

あ
と
ち
ょ
っ
と
の
と
こ
ろ
で
逃
げ
ら

れ
た
と
す
る
。「
く
そ
〜
！
」
と
大
げ

さ
に
悔
し
が
る
。
捕
ま
っ
た
ら
「
や
ら

れ
た
〜
！
」
と
大
げ
さ
に
悔
し
が
る
。

教
師
の
悔
し
が
る
姿
は
、
子
供
た
ち
の

楽
し
み
だ
。

３　

隠
れ
る

　

追
う
側
で
あ
れ
ば
、
木
陰
な
ど
に
身

を
潜
め
、
子
供
が
近
づ
い
て
き
た
と
こ

ろ
で
一
気
に
飛
び
出
す
。

　

逃
げ
る
側
で
あ
れ
ば
、
あ
え
て
バ
レ

や
す
い
と
こ
ろ
に
隠
れ
て
お
く
。
子
供

た
ち
が
見
付
け
、
近
づ
い
て
く
る
。
す

ぐ
に
は
逃
げ
な
い
。「
先
生
、
気
付
い

て
い
な
い
ぞ
！
」
と
い
う
ワ
ク
ワ
ク
感

を
も
た
せ
る
。
近
づ
い
て
き
た
と
こ
ろ

で
「
バ
レ
た
！
」
と
言
っ
て
逃
げ
出
す
。

４　

緩
急
を
付
け
る

　

長
い
休
み
時
間
中
、
ず
っ
と
は
走
れ

な
い
。
私
は
疲
れ
た
ら
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
真
ん
中
で
し
ゃ
が
ん
だ
り
、
座
り
込

ん
だ
り
す
る
。
す
る
と
、
子
供
た
ち
が

近
づ
い
て
く
る
。
追
う
側
で
あ
れ
ば
、

一
気
に
立
ち
上
が
り
追
い
か
け
る
の
で

あ
る
。

５　

ギ
リ
ギ
リ
を
攻
め
る

　

あ
と
少
し
で
子
供
を
捕
ま
え
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
、
諦
め
る
。
あ
と
少
し
で
子

供
に
捕
ま
り
そ
う
、
と
い
う
と
こ
ろ
で

加
速
す
る
。「
で
き
そ
う
で
、
で
き
な

い
」
が
面
白
い
。

６　

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る

　

休
み
時
間
終
了
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。

子
供
た
ち
と
一
緒
に
下
駄
箱
へ
向
か
う
。

「
速
か
っ
た
な
！
」「
悔
し
い
な
ぁ
〜
」

と
会
話
し
な
が
ら
、
鬼
ご
っ
こ
の
余
韻

に
浸
る
。

谷編集長の評定

よくある対応だが、こうしてまとめると面白い。 こうしたオー
バーリアクションは小学校中学年までであろう。高学年ではま
た違った集団づくりがありそうだ。その旨を明記するとさらに良い。

A’
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向
山
日
記

二
月
一
日
㈭	

ト
ー
ク
ラ
イ
ン
六

月
号
特
集
プ
ロ
ッ
ト
チ
ェ
ッ
ク
。

分
か
り
に
く
い
部
分
を
指
摘
し
た
。

二
月
八
日
㈭	

夕
方
か
ら
ア
ネ
ッ

ク
ス
一
階
で
、
中
央
事
務
局
会

議
に
出
席
。
全
国
か
ら
五
〇
名

以
上
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
。

懇
親
会
は
、
木
曽
路
。
関
西
か

ら
溝
端
先
生
、
愛
知
か
ら
井
戸

先
生
も
参
加
さ
れ
た
。

二
月
十
日
㈯	

郵
便
セ
ミ
ナ
ー
の

後
、行
雄
た
ち
と
芝
公
園
で
昼
食
。

二
月
十
一
日
㈰	

両
国
の
谷
・
長

谷
川
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
。

二
月
十
二
日
㈪	

テ
レ
ビ
で
将
棋

観
戦
。
朝
日
杯
覇
者
の
永
瀬
九

段
の
対
局
。

二
月
十
六
日
㈮	

谷
先
生
の
メ
ル

マ
ガ
「
教
育
新
宝
島
」
読
む
。

す
ご
い
量
だ
な
あ
。
谷
は
立
派

だ
が
俺
も
や
る
な
あ
。

二
月
十
七
日
㈯	

昨
日
の
続
き
。

谷
先
生
の
メ
ル
マ
ガ
「
教
育
新
宝

島
」
読
む
。
跳
び
箱
を
跳
ば
せ

る
技
術
は
分
か
り
や
す
い
。
で

も
日
本
で
最
初
に
雑
誌
や
研
究

会
で
発
表
し
た
の
は
向
山
だ
っ
た
。

そ
の
前
は
、
跳
ば
せ
る
方
法
を

技
術
と
し
て
表
現
で
き
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
隠
し
財
産

に
し
た
の
で
は
な
い
と
思
う
。

二
月
十
九
日
㈪	

ト
ー
ク
ラ
イ
ン

五
月
号
Ｑ
Ａ
を
収
録
。
い
じ
め

の
芽
を
摘
み
取
る
配
慮
に
つ
い

て
話
し
た
。

二
月
二
二
日
㈭	

練
馬
区
大
泉
西

小
学
校
の
授
業
力
向
上
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
。
谷
先
生
と
行
雄

が
講
師
。

二
月
二
四
日
㈯	
谷
先
生
の
メ
ル

マ
ガ
「
教
育
新
宝
島
」
読
む
。

一
枚
の
向
山
学
級
の
教
室
環
境

の
絵
が
多
く
を
語
っ
て
く
れ
て

い
る
な
あ
。

二
月
二
六
日
㈪	

板
倉
先
生
が
教

材
開
発
の
基
礎
研
究
の
レ
ポ
ー

ト
を
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
き
た
。

さ
す
が
。
板
倉
先
生
初
め
て
の

お
店
で
師
尾
先
生
、
向
山
と
懐

か
し
い
学
年
会
（
三
人
会
）。

谷
日
記

二
月
二
日
㈮	

広
島
へ
。
堤
校
長

の
学
校
で
校
内
研
。
夜
一
献
。

二
月
三
日
㈯	

広
島
セ
ミ
ナ
ー
。

二
月
四
日
㈰	

メ
ル
マ
ガ
執
筆
日
。

二
月
六
日
㈫	

５m
in.

ア
ン
サ
ー

収
録
・
デ
ジ
タ
ル
チ
ー
ム
、
さ

ら
に
執
行
部
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
。

二
月
七
日
㈬	

正
進
社
販
売
店
説

明
会
。
終
了
後
は
T
O
S
S
和

サ
ー
ク
ル
。

二
月
八
日
㈭	

Ｎ
Ｐ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

会
議
。
中
央
事
務
局
会
議
。
旗

の
台
に
は
二
〇
名
が
参
加
。
洋
一

先
生
、
行
雄
先
生
と
い
つ
も
の
店
。

二
月
九
日
㈮	

佐
賀
の
本
庄
小
学

校
研
究
会
。
日
帰
り
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
佐
賀
代
表
の
山
下
先
生
が
研

究
主
任
で
頑
張
っ
て
い
る
。
学
校

の
先
生
方
と
佐
賀
空
港
で
一
献
。

二
月
十
日
㈯	

郵
便
セ
ミ
ナ
ー
オ

ン
ラ
イ
ン
。「
シ
ー
リ
ン
グ
ス

タ
ン
プ
」
の
実
演
提
案
を
し
た
。

先
生
方
の
授
業
も
好
評
。

二
月
十
一
日
㈰	

谷
・
長
谷
川
セ

ミ
ナ
ー
東
京
。
長
谷
川
の
実
践

向山・谷日記
2024年2月

の
事
実
と
谷
の
講
座
の
コ
ラ
ボ
。

二
月
十
二
日
㈪	

谷
企
画
会
議
。

二
月
十
七
日
㈯	

教
材
活
用
セ
ミ

ナ
ー
。
谷
、
小
嶋
、
手
塚
、
牧

野
の
模
擬
採
択
が
好
評
？

二
月
十
八
日
㈰	

メ
ル
マ
ガ
執
筆
日
。

二
月
十
九
日
㈪	

ラ
ジ
オ
収
録
。

二
月
二
十
日
㈫	

サ
ー
ク
ル
和
。

二
月
二
一
日
㈬	

青
年
事
務
局
。

二
月
二
二
日
㈭	

岩
切
校
長
の
大

泉
西
小
で
授
業
力
向
上
セ
ミ

ナ
ー
。
向
山
行
雄
氏
、
林
四
郎

氏
（
お
茶
の
水
女
子
）
と
シ
ン

ポ
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
か
ら
は
水
本
先

生
が
理
科
で
飛
び
込
み
授
業
。

二
月
二
三
日
㈮	

仙
台
で
審
査
員

養
成
セ
ミ
ナ
ー
。
東
北
青
年
が

が
ん
ば
っ
て
い
る
。
東
京
泊
。

二
月
二
四
日
㈯	

甲
府
で
恒
例
の

谷
セ
ミ
ナ
ー
。
東
京
泊
。

二
月
二
五
日
㈰	

宇
都
宮
で
谷
セ

ミ
ナ
ー
。
東
京
三
泊
目
。

二
月
二
六
日
㈪	

再
び
甲
府
。
山

梨
ア
ド
バ
ン
ス
児
発
を
見
学
。

す
ば
ら
し
か
っ
た
。
以
下
略
。
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サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ ３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

高段者が答える
「私が困っていることQ&A」動画版

『教育トークライン』６月号
予告　５月15日発行

つまらない形式は打破しよう特集
谷　和樹　小嶋悠紀　長谷川博之　堀田和秀　高橋　享
福本修也　伊藤拓也　本澤　航　平田千晶　平松靖行

山本一也　佐々木翔平　利田勇樹　手塚美和　西田真衣子
大森雄一　後藤隆一　金木瑛実加　松島博昭　田中悠貴
林　健広　竹内進悟　守屋遼太郎　塩谷直大　森口菜美

許　鍾萬　日戸勇希

編
集
後
記

▼
七
二
ペ
ー
ジ
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定

『
七
段
』
の
資
質
」
そ
の
会
場
に
私
も
い
ま
し

た
。
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
。
た
だ
た
だ
凄

い
と
思
い
な
が
ら
ス
テ
ー
ジ
上
の
伴
氏
・
谷

氏
を
見
て
い
ま
し
た
。
向
山
氏
の
考
え
る
七

段
の
資
質
に
は
教
師
の
「
品
格
」
も
あ
る
と

い
い
ま
す
。
ど
こ
ま
で
も
技
量
を
伸
ば
す
検

定
か
ら
若
い
先
生
向
け
の
春
フ
ェ
ス
ま
で
。

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
視
野
の
広
さ
に
、
改
め
て
割
れ

ん
ば
か
り
の
拍
手
を
。（
手
塚
）

▼
教
え
方
セ
ミ
ナ
ー
が
装
い
新
た
に
、「
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
春
の
教
師
力
Ｕ
Ｐ
フ
ェ
ス
」
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
！　

日
本
中
の
先
生
方
を
対

象
に
様
々
な
講
座
が
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
。
是
非
校
内
の
先
生
方
を
お
誘
い
い

た
だ
き
、
教
師
の
仕
事
の
魅
力
を
伝
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
！
（
小
嶋
）

▼
算
数
難
問
に
挑
戦
で
は
、
何
と
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ

Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
謝
罪
さ
せ
た
木
村
重
夫
氏
の
「
タ

レ
ス
の
定
理
」
を
応
用
し
た
知
力
に
脱
帽
で

す
。
向
山
氏
が
教
育
界
に
創
っ
て
き
た
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
で
は
、
桑
原
和
彦
氏
の

七
段
ま
で
の
軌
跡
に
感
動
す
る
ば
か
り
で
し

た
。「
デ
コ
活
」
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
が
、

飯
田
清
美
氏
が
そ
れ
に
の
め
り
込
む
様
子
に

思
わ
ず
プ
チ
抱
腹
絶
倒
。（
板
倉
）
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株式会社 学芸みらい社5月 新刊のご案内

4月 新刊

⃝�暗記項目が多く、子どもの活動が見えにくい高学年の社会科授業をどうつく
るか？　「話し合いマーク」を設定し、協働的で個別最適な深い学びへ誘う、
１人１台端末に対応した新しい形の探究型ワークシートを提案。
⃝�学習項目とICT活用のゴールを明確に示し、書き込んで調べながら社会科の
基本知識を習得できる。
社会科ワークシートシリーズ、待望の高学年編！

社会科の学び楽しくパワーUP社会科の学び楽しくパワーUP社会科の学び楽しくパワーUP
QRでパッと調べ皆でつくる学習問題！
社会科ワークシート 小学5年
B5判並製／128ページ／2,090円B5判並製／128ページ／2,090円

社会科の学び楽しくパワーUP社会科の学び楽しくパワーUP社会科の学び楽しくパワーUP
QRでパッと調べ皆でつくる学習問題！
社会科ワークシート 小学６年
B5判並製／128ページ／2,090円B5判並製／128ページ／2,090円

※定価はすべて税込表示です。

大
好
評
の
３
年
編・４
年
編
に
続
き
、

５
年
編・６
年
編
の
２
冊
、同
時
刊
行
！

５
年
編・６
年
編
の
２
冊
、同
時
刊
行
！

５
年
編・６
年
編
の
２
冊
、同
時
刊
行
！

以下は、直近の6冊です。15号「子供用PC・タブレット」、最新21号「「教師が教える」から「子
供の学び」へ」は特に売れ行き良好です。『教室ツーウェイNEXT』の既刊書も最上部のQRコー
ドから、弊社オンラインショップにてお求めいただけます。『教室ツーウェイNEXT』22号は「（仮）『教室ツーウェイNEXT』22号は「（仮）
学級経営にICT～子どもと共有する楽ワザ100」というテーマで企画検討・進行中です。学級経営にICT～子どもと共有する楽ワザ100」というテーマで企画検討・進行中です。

『教室ツーウェイ
   NEXT』NEXT』NEXT

好評既刊のご案内

向山洋一先生のロングセラー教育新書全19巻、「授業の腕が上がる新法則
シリーズ」全13巻をはじめ、すべての新刊・既刊をご購入いただけます。

『教室ツーウェイNEXT』第５期　年間定期購読のご案内
号数  22号（2024年5月刊）／23号（８月刊）／24号（12月刊）
割引 通常価格5,880円（税込・送料込）⇒5,000円（税込・送料無料）

ご予約  弊社「mirai online shop」（下記）にて承ります。
https://gakugeimirai.theshop.jp/items/79786510

書籍の詳細情報は弊社オンラインショップでご覧頂けます⬆
佐々木英明 著

好評既刊！



5月 新刊のご案内
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好評既刊のご案内

『教室ツーウェイNEXT』第５期　年間定期購読のご案内
号数
割引

ご予約






